
 

Instructions for use

Title 第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) : オットー・フォン・ギールケ国家論の発展とギールケ＝ラーバント論
争の再評価

Author(s) 遠藤, 泰弘

Citation 北大法学論集, 56(5), 83-147

Issue Date 2006-01-28

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/6100

Type bulletin (article)

Note 論説

File Information 56(5)_p83-147.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


i-ji 

!日第略
語
表

序
論

本
稿
の
目
的

一
帝
政
創
立
期
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
/ー¥

一-----. 
、-〆

|
|
オ
ッ
ト
i
・
フ
ォ
ン
・
ギ
l
ル
ヶ
国
家
論
の
発
展
と

ギ
l
ル
ケ
H

ラ
l
パ
ン
ト
論
争
の
再
評
価
|
|

日

次

遠

藤

泰

弘

北i法56(5・83)2099



説論

二
論
文
の
構
成
と
本
稿
の
方
法

橋
論
団
体
の
種
類
に
つ
い
て

第
一
部
前
・
中
期
ギ

l
ル
ケ
国
家
論
の
発
展
過
程

第
一
章
前
期
ギ

l
ル
ケ
の
国
家
論

一

ギ

l
ル
ケ
の
基
本
的
な
研
究
視
角
と
時
代
区
分

二
国
家
概
念
の
概
念
史

三

前

期

ギ

l
ル
ケ
の
国
家
論

第
二
章
中
期
ギ

i
ル
ケ
の
政
治
思
想
史
研
究

一
中
世
ま
で

二

近

代

三
も
う
一
つ
の
近
代

四

現

代

(
1
)
中
世
に
お
け
る
国
家
と
法
の
関
係

(
2
)
近
代
に
お
け
る
国
家
と
法
の
関
係

(
3
)
現
代
に
お
け
る
国
家
と
法
の
関
係

五

ギ

l
ル
ケ
の
自
然
法
論
評
価

第

三

章

ギ

l
ル
ケ
国
家
論
の
完
成

一

ギ

l
ル
ケ
の
二
段
階
契
約
説
理
解

二

ギ

l
ル
ケ
の
代
表
制
論

三

ギ

i
ル
ケ
の
政
治
共
同
体
像

四

ギ

l
ル
ケ
国
家
論
の
完
成

第

二

部

ギ

l
ル
ケ
H
ラ
i
パ
ン
ト
論
争
と
ギ

l
ル
ケ
国
家
論
の
実
像

第
一
章
パ
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・
ラ
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ン
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論
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第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

一

ラ

l
パ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
史
理
解

(
1
)
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
成
立

(
2
)
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立

二
帝
国
の
法
的
本
質
に
つ
い
て
の
ラ
!
パ
ン
ト
の
理
解

(
1
)
法
お
よ
び
権
利
主
体
と
し
て
の
帝
国

(
2
)
連
邦
国
家
概
念

三
帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
の
ラ

l
パ
ン
ト
の
理
解

(
1
)
帝
国
権
力
の
主
体

(
2
)
帝
国
に
対
す
る
個
別
国
家
の
従
属
関
係

(3)
個
別
諸
国
家
の
権
利

四

ラ

l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
理
論

第
二
章
ギ

l
ル
ケ
の
ラ
l
パ
ン
ト
批
判

一
国
家
人
格
概
念
つ
い
て

二
国
家
内
部
に
お
け
る
全
体
と
部
分
の
関
係
に
つ
い
て

三
連
邦
国
家
理
論
に
つ
い
て

団
法
の
内
容
と
形
式
の
関
係
に
つ
い
て

五

ギ

l
ル
ケ
の
ラ
l
パ
ン
ト
批
判

第

三

章

ラ

l
パ
ン
ト
の
応
答
と
ギ

i
ル
ヶ
国
家
論
の
影
響

結
論

(
以
上
、
本
号
)
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第
二
部

ギ
l
ル
ケ
H

ラ

l
パ
ン
ト
論
争
と
ギ

l
ル
ケ
国
家
論
の
実
像
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奇ふ
日間

第
一
部
で
見
て
き
た
と
お
り
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
彼
自
身
の
当
初
の
ド
イ
ツ
団
体
法
研
究
の
全
体
構
想
と
比
す
れ
ば
、
か
な
り
不
十
分
な
も

の
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
も
、
『
ド
イ
ツ
団
体
法
論
』
第
三
巻
お
よ
び
「
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
論
』
に
お
い
て
、
暫
定
的
に
自
ら
の
政
治
理
論
を
完

成
さ
せ
た
と
言
え
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
ギ

i
ル
ケ
国
家
論
の
要
諦
を
成
す
「
根
本
法
」
の
内
容
や
、
国
家
と

そ
れ
以
外
の
団
体
と
の
相
違
、
国
家
に
認
め
ら
れ
る
「
排
他
的
主
権
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、

こ
れ
ら
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ギ
l
ル
ケ
国
家
論
の
論
理
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ギ
l
ル
ケ
の

同
時
代
知
識
人
と
の
対
質
を
、
当
時
の
政
治
的
文
脈
の
中
で
跡
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
ギ
!
ル
ケ
が
、
自
ら
の
国
家
論
を
、
ど
の

よ
う
に
ド
イ
ツ
帝
国
の
説
明
に
適
用
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
、
同
時
代
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
の
究
明

が
、
第
二
部
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
帝
国
創
立
期
に
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
、
帝
国
に
お
け
る
主
権
の
本
質
、
お
よ
び
、
そ
の
所
在
を
め
ぐ
る
論
争
(
連
邦

国
家
論
争
)
と
ギ
l
ル
ケ
国
家
論
の
関
わ
り
の
究
明
で
あ
る
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
、
第
二
帝
政
創
立
期
に
、
こ
の
論
争
の
基
本
的
な
方
向

(
1
)
 

性
を
決
し
た
と
さ
れ
る
、
ラ
!
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
論
と
、
そ
れ
に
反
対
し
た
、
ギ
l
ル
ケ
の
連
邦
国
家
論
と
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。
周

(

2

)

'

 

一
八
七
九
年
に
公
刊
し
た
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
『
ド
イ
ツ
団
法
学
』
第
二
巻
に
対
す
る
書
評
論
文
と
、
一
八
人

知
の
と
お
り
、
ギ

I
ル
ケ
は
、

三
年
に
公
刊
し
た
「
ラ
l
パ
ン
ト
の
国
法
学
と
ド
イ
ツ
法
学
」

(
F
g

と
い
う
論
文
の
中
で
、
ラ

l
パ
ン
ト
を
名
指
し
で
激
し
く
批
判
し
た
。

(
3
)
 

そ
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
も
、
直
ち
に
反
論
論
文
を
出
し
、
さ
ら
に
、
自
ら
の
著
書
「
ド
イ
ツ
国
法
学
』
を
改
訂
し
て
こ
れ
に
応
酬
し
て
い
る
。

こ
の
両
者
の
論
争
の
分
析
を
通
じ
て
、
ギ
l
ル
ケ
国
家
論
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ギ

I
ル
ケ
が
、
自
ら
の
国

家
論
を
、
同
時
代
の
政
治
体
制
に
ど
の
よ
う
に
適
用
し
、
同
時
代
の
政
治
体
制
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ



の
説
明
が
、
同
時
代
の
政
治
体
制
の
説
明
と
し
て
、

い
か
な
る
有
効
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
ギ
l
ル
ケ
H

ラ
!
パ
ン
ト
論
争
の
具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
そ
の
歴
史
的
な
位
相
に
つ
い
て
概
観
し
、
次
に
、
こ

の
論
争
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

(
4
)
 

シ
ユ
ト
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
国
法
学
は
、
不
可
避
的
に
、
国
民
的
な
問
題
の
呪
縛
の
も
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
三
月
革
命
前
の
闘
争
の
過
程
で
、
立
憲
君
主
政
国
家
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
法
治
国
家
へ
の
徐
々
な
る
発
展

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
も
、
「
国
民
国
家
」
は
、
未
だ
満
た
さ
れ
な
い
憧
れ
の
ま
ま
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
や
ド
イ
ツ
帝
国
が
、

(5) 

卓
越
し
た
政
治
家
に
よ
り
実
現
し
た
際
に
も
、
そ
れ
ら
の
憲
法
構
造
に
関
し
て
、
未
解
決
の
ま
ま
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
連
邦
国
家
と
し
て
の
帝
国
の
法
的
資
格
と
そ
の
類
型
学
的
な
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
問
題
(
連
邦
国
家
論
争
)
が
、
そ
の
一
つ
の
典
型
で

(
6
)
 

あ
っ
た
。

第二帝政創立期ドイツの政治思想l(3) 

シ
ユ
ト
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
革
命
以
前
の
段
階
で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
を
、
国
際
法
上
の
国
家
連
合
と
解
釈
す
る
考
え
方
が
支
配
的
で

(
7
)
 

あ
り
、
「
連
邦
国
家
モ
デ
ル
」
が
本
格
的
に
登
場
し
た
の
は
、
三
月
革
命
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ゲ
オ
ル
グ
・
ヴ
ア
イ
ツ

(8) 

(。g叫
偶
者
畏
N
)

が
、
次
の
よ
う
な
連
邦
国
家
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
国
家
権
力
と
個
別
国
家
権
力
が
並
存

し
、
全
体
国
家
の
主
権
と
個
別
国
家
の
主
権
が
分
裂
し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
主
権
分
割
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
シ
ユ
ト
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ

の
ヴ
ァ
イ
ツ
の
モ
デ
ル
は
、
六
0
年
代
前
半
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
理
想
像
と
し
て
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
一
八
六
六
年
の
北
ド
イ

(9) 

ツ
連
邦
の
成
立
と
と
も
に
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
ヴ
ア
イ
ツ
の
主
権
分
割
モ
デ
ル
で
は
、
ラ
イ
ヒ
事
項

に
お
け
る
連
邦
諸
国
家
の
協
働
を
可
能
と
す
る
、
連
邦
参
議
院
制
度
の
説
明
が
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

~I:: i:去56(5 ・ 87)2103

マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ザ
イ
デ
ル

そ
し
て
、
こ
の
ヴ
ア
イ
ツ
の
主
権
分
割
論
に
、
も
っ
と
も
急
進
的
に
反
対
し
た
の
が
、

(冨

E

S
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説論

で
あ
り
、
彼
は
、
個
別
国
家
に
お
け
る
主
権
は
不
可
分
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
故
に
ド
イ
ツ
帝
国
は
国
家
連
合
に
他
な
ら
な
い
と
主

(
印
)

張
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
シ
ユ
ト
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
ザ
イ
デ
ル
は
、
こ
の
国
家
連
合
を
、
解
消
不
可
能
な
も
の
と
し
た
点
で
、
自
己

(
日
)

撞
着
に
陥
る
こ
と
と
な
っ
た
。

∞白〕込町-)

一
八
七
一
年
以
降
の
国
法
学
に
お
い
て
、
は
る
か
に
支
配
的
と
な
っ
た
見
解
は
、
主
権
の
分
割
を
拒
否
し
つ
つ
、
個
別
国

(ロ)

家
単
体
が
、
主
権
を
持
っ
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
諸
国
家
が
、
全
体
と
し
て
主
権
を
持
っ
と
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。
シ
ユ
ト
ラ
イ
ス

そ
れ
に
対
し
、

に
よ
れ
ば
、

ア
ル
ベ
ル
ト
・
へ

l
、ネル

(〉

}σ2ZEn-)
ゃ
、
ギ
l
ル
ケ
、
ラ
l
パ
ン
ト
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
を
含
む
、
大
多
数
の
著
作
家

(
日
)

の
聞
で
な
さ
れ
た
議
論
は
、
統
一
国
家
と
純
粋
な
国
家
連
合
を
共
に
排
除
す
る
と
い
う
、
こ
の
大
枠
の
中
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
本
稿
第
二
部
で
取
り
あ
げ
る
ギ
1
ル
ケ
と
ラ
l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
論
争
は
、
こ
の
範
曙
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帝
国
創
立
期
に
お
け
る
、
国
家
連
合
と
連
邦
国
家
の
ア
ン
チ
ノ
ミ

l
に
対
す
る
強
い
関
心
は
、

概
念
上
の
論
争
に
対
す
る
、
あ
る
種
の
嫌
気
が
広
が
っ
た
た
め
に
、
帝
国
創
立
後
、
数
十
年
の
内
に
弱
ま
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
後
、
ヮ

(
H
H
)
 

イ
マ

l
ル
期
の
「
方
法
論
争
」
に
お
い
て
、
再
燃
す
る
こ
と
と
な
る
。
当
時
展
開
さ
れ
た
よ
う
な
、
連
邦
国
家
の
法
学
上
の
構
造
に
つ
い
て

(
日
)

の
聞
い
は
、
中
央
集
権
主
義
と
連
邦
主
義
と
い
う
、
ド
イ
ツ
の
継
続
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

次
に
、
ギ

i
ル
ケ

H
ラ
l
パ
ン
ト
論
争
を
扱
っ
た
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
何
度
も
指
摘
し
て
き
た
通
り
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
評
価
、
す
な
わ
ち
、
ギ

l
ル
ケ
の
政
治
理
論
を
、
決
断

(
山
山
)

を
回
避
し
た
、
無
内
容
な
妥
協
の
理
論
で
あ
っ
た
と
断
じ
、
そ
れ
故
に
、
ギ

l
ル
ケ
の
ラ

l
パ
ン
ト
に
対
す
る
批
判
も
、
空
振
り
に
終
わ
っ

(
げ
)

た
と
す
る
見
方
が
、
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
き
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
以
後
も
、
ギ

l
ル
ケ

H
ラ
l
パ
ン
ト
論
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
に
両
者

(
見
)

の
法
学
方
法
論
に
注
目
し
、
ギ
l
ル
ケ
の
ラ

l
パ
ン
ト
批
判
に
、
ニ
疋
程
度
の
有
効
性
を
認
め
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
が
、
ラ

l
パ
ン
ト
と

北J去56(5・88)2104



ギ
l
ル
ケ
の
両
者
に
よ
る
、
実
際
の
論
争
過
程
を
、

(
刊
日
)

ん
ど
蓄
積
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
試
み
と
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ド
レ
イ
ヤ
ー

(
初
)

る
、
一
九
世
紀
の
有
機
的
連
邦
主
義
理
論
の
系
譜
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
研
究
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る

は
後
述
)
。
し
か
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
ギ
l
ル
ケ
の
激
し
い
批
判
に
直
面
し
、
『
ド
イ
ツ
国
法
学
』
第
二
版
を
、
大
幅
に
改
訂
し
た
こ
と
を

想
起
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
主
張
を
つ
き
あ
わ
せ
、
論
争
の
展
開
過
程
を
、

一
次
資
料
に
基
づ
い
て
、
時
系
列
的
に
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

(冨

KEn-
U
B苫
『
)
に
よ

(
詳
し
く

一
次
資
料
に
基
づ
き
、
時
系
列
的
に
再
構
成
す
る
作
業
が
、
不

可
避
と
な
ろ
う
。

以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
第
一
章
に
お
い
て
、
ラ

l
パ
ン
ト
が
、
『
ド
イ
ツ
国
法
学
』
第
一
版

BUMN)
で
展
開
し
た
連
邦
国
家
理
論

を
跡
づ
け
る
。
次
に
、
第
二
章
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
ギ

l
ル
ケ
の
批
判
を
究
明
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
章
に
お
い
て
、
『
ド
イ
ツ

国
法
学
』
第
二
版
(
ω
U
河
口
)
に
見
ら
れ
る
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
改
訂
作
業
を
分
析
し
、
ギ
l
ル
ケ
H
ラ
l
パ
ン
ト
論
争
の
実
像
を
描
き
出
し

'-、。

ナ
れ
し

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

第
二
阜

パ
ウ
ル
・
ラ

l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
論

ラ
l
パ
ン
ト
が
、
『
ド
イ
ツ
国
法
学
』
第
一
版
に
お
い
て
展
開
し
た
連
邦
国
家
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
最
初

に
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
史
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
主
張
を
確
認
す

本
章
で
は
、

る
。
そ
し
て
、
次
に
、
成
立
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
の
法
的
本
質
に
つ
い
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
見
解
を
跡
づ
け
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
、
ラ
l
パ

ラ
!
パ
ン
ト
の
主
張
を
分
析
し
、
『
ド
イ
ツ
国

ン
ト
の
連
邦
国
家
概
念
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
を
め
ぐ
る
、

法
学
』
第
一
版
に
お
け
る
、
ラ
i
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
理
論
を
究
明
し
た
い
。
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説

ラ
l
パ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
史
理
解

論

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
史
の
叙
述
を
、
。
フ
ロ
イ
セ
ン
の
ド
イ
ツ
連
邦
脱
退
に
関
す
る
、
法
的
有
効
性
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、

説
き
起
こ
し
た

(
切
り
河
口
凶
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、

一
八
六
六
年
六
月
一
四
日
の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
い
て
、

対
プ
ロ
イ
セ
ン
の
連
邦
軍
動
員
を
決
議
さ
せ
、
そ
れ
に
対
し
プ
ロ
イ
セ
ン
が
、
「
連
邦
契
約
無
効
」
を
主
張
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
か
ら
の
脱
退

を
表
明
し
、
普
塊
戦
争
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
ド
イ
ツ
連
邦
の
解
体
は
、
法
的
に
も
完
全
に
有
効
で
あ
る
3
0
m
e
h
H
)
。
な

ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
連
邦
は
、
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
と
は
違
っ
て
、
国
家
共
同
体

2
E
p
n
F
g

。05
2ロ
さ

2
2
で
は
な
く

(ωum
い
∞
)
、
国
際
法

上
の
契
約
関
係
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
構
成
員
全
員
の
一
致
し
た
意
思
決
定
に
よ
っ
て
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る

(ωum 

一
品
)
。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
、
六
月
一
四
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
脱
退
に
続
き
、
他
の
加
盟
諸
国
が
次
々
に
脱
退
を
表
明
し
て
お
り
、

七
月
二
六
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
、
ニ
コ
ル
ス
プ
ル
グ
仮
平
和
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
解
体
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
参
J

加

を
伴
わ
な
い
、
新
ド
イ
ツ
の
創
設
に
同
意
し
た

(ωum
一
ザ
斗
)
。
さ
ら
に
、
個
々
の
構
成
国
の
み
な
ら
ず
、
連
邦
議
会
自
体
も
、
八
月
二
四

日
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
会
議
に
於
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
解
体
を
承
認
し
た
の
で
あ
り

(
ω
U岡
山
口
斗
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
が
ド
イ
ツ
連
邦
樹
立

に
協
働
し
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
国
際
法
上
必
要
と
さ
れ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
承
認
も
、
一
八
六
七
年
五
月
一
一
日
の
ロ
ン
ド
ン
条
約

一
八
六
六
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
の
解
体
は
、
国
際
法
上
の
同
盟
関
係
を
解
消
す

に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う

(
E
S
P
-
従
っ
て
、

る
た
め
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
た
、
満
場
一
致
の
解
体
で
あ
り
、
法
的
に
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
l
)
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
成
立
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こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
に
代
わ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
経
緯
を
、
基
本

(
幻
)

的
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
プ
ロ
イ
七
ン
は
、

一
八
六
三
年
九
月
一
五
日

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
改
革
に
関
す
る
国
務
大
臣
報
告
書

(ωum
一
?
呂
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
シ
ユ
レ
ス
ピ
ッ
ヒ

H
ホ
ル
シ
ユ
タ
イ
ン
問
題
解

決
の
為
の
ド
イ
ツ
連
邦
改
革
案
を
検
討
し
、

一
八
六
六
年
四
月
九
日
の
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
改
革
要
求
を
出
し
た

(ωom 

一-
M
)
。
そ
し
て
、
連
邦
議
会
は
、
四
月
二
六
日
に
、
九
人
委
員
会
へ
審
議
を
移
送
し
、
五
月
一
一
日
に
は
、
審
議
が
開
始
さ
れ
た

(
g
s
E。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
提
案
は
、
連
邦
の
存
続
を
前
提
と
し
て
お
り
、
旧
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
と
新
ド

イ
ツ
連
邦
憲
法
を
法
史
上
架
橋
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
最
後
の
連
邦
改
革
の
試
み
で
あ
っ
た

(ωum
一
ロ
ム
凶
)
0

そ
れ
に
対
し
、
同
年
六
月
一

O
日
に
出
さ
れ
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
再
提
案
は
、
連
邦
の
解
体
を
前
提
と
す
る
急
進
的
な
も
の
と
な
り
、
六
月

一
四
日
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
対
プ
ロ
イ
セ
ン
の
連
邦
軍
動
員
決
議
と
、
そ
れ
に
抗
議
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
連
邦
か
ら
の
脱
退
表
明
、
普
填

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

戦
争
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
お
り
問
一

Z
'
E
)
。
そ
の
後
、
戦
争
に
敗
北
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
七
月
二
六
日
に
ニ
コ
ル
ス
ブ

ル
グ
仮
平
和
条
約
を
結
び
、
前
述
の
通
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
解
体
が
取
り
決
め
ら
れ
、
加
盟
国
の
ド
イ
ツ
連
邦
か
ら
の
脱
退
と
い
う
、
北
ド

イ
ツ
連
邦
設
立
の
た
め
の
消
極
的
な
前
提
条
件
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た

3
0
m
一
E
E
E
)
。
そ
し
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
設
立
の
た
め
の
積
極

的
な
国
際
法
上
の
基
礎
は
、
八
月
一
八
日
の
ベ
ル
リ
ン
同
盟
条
約
で
あ
り
、
当
事
国
は
一
六
カ
国
(
後
に
一
一
一
一
カ
国
)

で
あ
っ
た

(∞ロ
m

-a'Z)
。
た
だ
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
八
月
一
八
日
の
同
盟
条
約
は
、
あ
く
ま
で
も
北
ド
イ
ツ
連
邦
を
設
立
す
る
た
め
の
国
際
法
上

の
基
礎
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
国
法
上
の
基
礎
で
は
な
か
っ
た

3
0
m
一
右
)
0

こ
こ
で
は
、
同
盟
が
成
立
し
た
と
い
う
よ
り
も
、

各
国
が
同
盟
を
成
立
さ
せ
る
義
務
を
負
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
北
ド
イ
ツ
連
邦
が
成
立
し
た
と
は
言
え
な
い
と
し
、
八
月
一
八
日
の

北法56(5・91)2107

(
間
宮
邑
・
)
。
各
国
政
府
は
、
こ
の
取
り
決
め
を
行
っ
た
後

条
約
締
結
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
や
ド
イ
ツ
帝
国
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
す
る

で
、
義
務
履
行
の
手
続
き
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
の
承
認
手
続
の
要
求
に
よ
っ
て
、
当
初
の
想
定
と
は
異
な
り
、



説

条
約
批
准
が
、
各
国
の
議
会
に
も
諮
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
最
初
か
ら
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(
ω
u
m
L。，
M
O
)
。
同
年
一

O

月
一
五
日
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
制
憲
議
会
を
設
立
す
る
た
め
の
選
挙
法
を
公
表
す
る
と
、
他
の
諸
国
も
こ
れ
に
追
従
し

一
一
一
月
一
五
日
に
は
、
各
国
の
全
権
代
表
が
ベ
ル
リ
ン
に
集
ま
り
、
翌
年
に
か
け
て
、
憲
法
草
案
を
と
り
ま
と
め
る
こ

論

(ωum
一M
O
B
M
M
)

、

と
と
な
っ
た

(ωom
一
一
巳
心
凶
)
。
翌
一
八
六
七
年
二
月
一
一
一
日
に
は
、
各
国
で
一
斉
に
選
挙
が
行
わ
れ
、
二
月
二
四
日
に
は
、
制
憲
議
会
が

開
会
さ
れ
、
四
月
一
六
日
に
、
憲
法
が
制
定
さ
れ
た

(ωum
一
口
a
M
凶
)
。
し
か
し
、
ラ
i
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
各
国
の

憲
法
に
対
す
る
同
意
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
連
邦
が
成
立
し
た
と
は
言
え
な
い
(
切
り
河
口
問
心
。
)
。
従
っ
て
、
こ
の
後
、
各
国
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
、
当
該
憲
法
の
承
認
手
続
き
が
取
ら
れ
、
法
律
と
同
じ
仕
方
で
、
憲
法
の
制
定
が
公
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(ggp)。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
各
国
が
発
し
た
公
布
は
、
「
七
月
一
日
を
も
っ
て
憲
法
が
発
動
す
る
」
と
い
う
内
容
で
共
通
し
て
お
り
、
北

ド
イ
ツ
連
邦
は
、
七
月
一
日
の
憲
法
発
動
と
と
も
に
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(ωumhφ
日)。

こ
こ
で
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
憲
法
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
、
ザ
イ
デ
ル
や
ヘ

l
ネ
ル
な
ど
、
多
く
の
国
法
学
者
に
誤
解
が
あ
る
と
い

(
辺
)

う

(ωom
一
自
)
。
ま
ず
、
こ
の
憲
法
を
、
加
盟
各
国
で
内
容
が
共
通
の
領
邦
法
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
ザ
イ
デ
ル
の
見
解
に
つ
い
て

は
、
そ
の
見
解
は
誤
り
で
あ
り
、
こ
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、

ヘ
l
ネ
ル
が
正
し
く
指
摘
し
た
所
で
あ
る
と
い
う

3
0岡
山
一
目
E
M
∞
)
。
す
な
わ

ち
、
本
憲
法
は
、
内
容
上
、
領
邦
国
家
の
枠
を
超
え
た
、
国
際
的
な
連
邦
憲
法
で
あ
る
た
め
、

一
国
家
内
の
領
邦
法
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
本
憲

法
を
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
帝
国
を
、
各
国
の
集
積
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る

(関宮

E
・)。

さ
ら
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

ヘ
!
ネ
ル
は
、
領
邦
代
表
(
領
邦
議
会
)
に
よ
る
本
憲
法
の
承
認
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
重
の
意
味

を
見
出
し
た
(
∞

u
m
一
M
g
。
そ
の
第
一
は
、
本
憲
法
が
、
前
述
の
八
月
同
盟
に
基
づ
く
権
利
義
務
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
承
認
さ
れ

た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
本
憲
法
が
、
予
想
さ
れ
る
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
の
直
接
的
な
効
力
や
権
限
に
と
り
、
障
害
に
な
る
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よ
う
な
、
個
別
国
家
の
憲
法
や
実
定
法
を
、
合
憲
的
に
無
効
に
す
る
と
い
う
、
消
極
的
機
能
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
か
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
へ

i
ネ
ル
の
指
摘
は
、
ど
ち
ら
も
不
適
切
で
あ
る
宙

Z
E
a
-
-ア
ー
バ
ン
ト
は
、
ま
ず
へ
!
ネ

ル
の
第
一
の
指
摘
に
つ
い
て
、
各
領
邦
は
、
八
月
同
盟
の
段
階
で
は
、
法
的
に
そ
れ
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
の
権
利
を
留
保
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
そ
の
内
容
と
本
憲
法
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
と
い
う

(
g
g
E。
前
述
の
通
り
、
ラ

l

八
月
一
八
日
の
同
盟
条
約
は
、
国
際
法
上
の
基
礎
に
す
、
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
や
ド
イ
ツ
帝
国
の
国

法
上
の
基
礎
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
ヘ

l
ネ
ル
の
第
二
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
も
し
へ

l
ネ
ル
の
言
、
っ
と
お
り
、
本
憲
法
が
、

パ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、

消
極
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
本
憲
法
は
、
各
国
の
領
邦
法
に
穴
を
あ
け
る
こ
と
に
し
か
な
ら
ず
、
そ
の
上
、
本
憲

法
の
公
布
は
、
各
国
に
お
い
て
異
な
る
内
容
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る

3
0河
口
民
自
活
)
。
こ
の
よ
う
な
へ

l
ネ
ル
の
理

解
で
は
、
本
憲
法
の
積
極
的
な
基
礎
が
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
ヘ

l
ネ
ル
の
応
答
は
、
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る

(
ω
U岡
山
一
一
N

沼山。)。

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
以
上
の
よ
う
な
へ

l
ネ
ル
の
見
解
に
対
し
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
が
、
各
領
邦
君
主
と
領
邦
議
会
の
同
意
と
共
に
成
立
す

る
と
主
張
し
、
そ
の
日
付
は
、
一
八
六
七
年
七
月
一
日
以
外
に
あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る

3
u
m
，
己
)
。
ラ

1
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、

そ
の
内
容
に
法
規
を
含
ん
で
い
な
く
て
も
、
国
家
の
意
思
表
明
ゃ
、
領
邦
君
主
と
領
邦
議
会
の
合
意
を
表
す
も
の
と
し
て
、
法
律
の
形
式
を

取
る
こ
と
が
で
き
る

(ωum
一
凶
。
)
。
そ
し
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
に
加
入
す
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
決
定
は
、
そ
の
憲
法
の
告
知
を

通
じ
て
表
明
さ
れ
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
は
、

北法56(5・93)2109

一
つ
の
法
規
、
あ
る
い
は
諸
法
規
の
複
合
体
の
設
置
と
し
て
で
は
な

く
、
諸
国
家
の
意
思
決
定
と
い
う
、
法
的
行
為
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

(nZE--
つ
ま
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
は
、
個
別

国
家
の
一
致
し
た
領
邦
法
で
は
な
く
、
そ
れ
故
に
、
領
邦
国
家
権
力
に
よ
り
、
個
別
的
に
承
認
さ
れ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
り
、
各
領
邦
国
家
に
よ
る
本
憲
法
の
公
布
は
、
「
本
憲
法
を
も
っ
連
邦
に
参
加
す
る
」
と
い
う
各
個
別
国
家
の
決
定
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国



説

家
に
於
い
て
、
領
邦
法
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

3
0河
川
出
)
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
ず
連
邦
憲
法
に
反
す

る
部
分
を
領
邦
憲
法
や
領
邦
法
か
ら
取
り
除
き
、
そ
の
空
白
部
分
に
連
邦
を
立
て
る
と
い
う
よ
う
な
、

ヘ
l
ネ
ル
の
法
構
成
は
不
可
能
で
あ

ミ子"'-
U咽

り
、
諸
国
家
は
、
ま
ず
北
ド
イ
ツ
連
邦
に
参
加
し
、
そ
の
後
に
各
国
の
領
邦
憲
法
が
修
正
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

(∞
u
m
 

己
目
出
)
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
憲
法
の
公
布
法
、
お
よ
び
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
各
領
邦
政
府
の
行
為
は
、
八
月
同
盟
の
最
終
的
で
完
全

(
幻
)

な
履
行
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
設
立
の
日
付
は
、
一
八
六
七
年
七
月
一
日
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

3
0
m
一
己
)
。

た
だ
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
こ
こ
に
非
常
に
困
難
な
循
環
論
法
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る

3
0
m
一
己
)
。
す

な
わ
ち
、
個
別
国
家
が
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
へ
の
参
加
表
明
を
行
う
た
め
に
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
が
、
個
別
国
家
の
参
〆
加
表
明
に
先
行

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
は
、
ニ
疋
の
憲
法
の
存
在
が
な
け
れ
ば
存
在
し
得
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
憲
法
の
承
認

を
、
未
だ
存
在
し
て
い
な
い
北
ド
イ
ツ
連
邦
自
体
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ラ
!
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ

の
問
題
は
解
く
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
を
、
領
邦
法
の
観
点
の
も
と
で
、
各
領
邦
の
集
合
と
し
て
根
拠

づ
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
そ
こ
に
参
加
す
る
諸
国
家
の
自
由
な
意
思
行
為
と
し
て
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(Ema--

各
領
邦
国
家
の
主
権
者
は
、
成
り
行
き
上
、
領
邦
議
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
に
、
領
邦
法
の
形
式
の
も
と
で
国
家
的
な
意
思
決
定

を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る

(EOE--

な
お
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
、
プ
ラ
ハ
講
和
条

約
に
お
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
、
緊
密
な
関
係
を
マ
イ
ン
川
を
超
え
て
は
延
ば
さ
な
い
と
い
う
約
束
を
行
っ
た
が
、

連
邦
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
自
由
で
あ
る
と
い
う

(ωom
一
工
)
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
、
国
民
的
基
礎
の
共

通
性
を
別
と
す
れ
ば
、
純
粋
に
国
際
法
上
の
条
約
関
係
で
あ
り

(ωum
一
凶
凶
)
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
の
北
ド
イ
ツ
連
邦
へ
の
加
入
は
、
連
邦
理

念
の
変
化
と
は
見
な
さ
れ
な
い

(ωom
一
試
ふ
斗
)
。
と
い
う
の
も
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
は
、
当
初
か
ら
ド
イ
ツ
帝
国
へ
の
拡
大
を
意
図
し
て
い

北法56(5・94)2110



た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
拡
大
の
成
否
や
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
関
係
と
南
ド
イ
ツ

諸
国
家
お
よ
び
諸
住
民
の
願
望
如
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
問
題
で
あ
っ
た

(ggp)。
そ
し
て
、
実
際
に
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
南
ド
イ
ツ
諸

エ
ル
ザ
ス
・
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
獲
得
に
ま
で
、
成
功
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る

国
家
は
、
対
仏
戦
争
を
通
じ
て
団
結
し
、

(開

σ開
口
弘
・
)
。

(2)
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立

次
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、

に
よ
る
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
国
会
で
の
答
弁
に
基
づ
き
な
が
ら
、
普
仏
戦
争
の
大
勢
が
決
し
た
九
月
以
降
に
お
け
る
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
南
ド

イ
ツ
語
国
の
交
渉
過
程
を
跡
づ
け
た

3
0岡
山
口
当

E3)0
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
交
渉
結
果
は
、
以
下
の
四
つ
の
文
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
と

一
八
七
O
年
一
一
一
月
五
日
の
、
連
邦
宰
相
官
房
長
官
デ
ル
プ
リ
ュ
ッ
ク

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

い
う

(ggp)。
ま
ず
、
そ
の
第
一
は
、

一
八
七
O
年
一
一
月
一
五
日
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
で
締
結
さ
れ
た
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
パ

l
デ
ン
、

ヘ
ッ
セ
ン
と
の
条
約
で
あ
る

(
∞
ロ
閉
山
一
宅
自
主
)
。
こ
こ
で
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
を
修
正
し
た
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
」
が
付
与
さ
れ
て
お

一
八
七
一
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
憲
法
が
発
効
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
七
O
年
一
一
一
月
に
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
、

り
、
若
干
の
制
限
を
除
い
て
、

パ
l
デ
ン
、

ヘ
ッ
セ
ン
の
各
立
法
部
門
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
(
開

ZE')
。
次
に
、
そ
の
第
二
は
、

一
八
七

O
年
一
一
月
二
五
日
に

ベ
ル
リ
ン
で
締
結
さ
れ
た
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
、
パ

l
デ
ン
、

ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
は
、
若
干
の
特
権
を
付
与
さ
れ
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
、

ヘ
ッ
セ
ン
と
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
聞
の
条
約
で
あ
る

(ω
ロ
間
同
一
品
。
)
。
こ
こ
で

一
一
月
一
五
日
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ

(ggp)。
そ
し
て
、
そ
の
第
三
は
、

一
八
七
O
年
一
一
月
一
一
一
ニ
日
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
で
締
結
さ
れ
た
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
バ
イ
エ
ル
ン

バ
イ
エ
ル
ン
の
要
望
に
添
う
た
め
に
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
に
、

た

(ω
ロ
岡
山
口
土
ム
N
)
。
こ
こ
で
は
、

聞
の
条
約
で
あ
る

一
定
の
修
正
を
加
え

北法56(5・95)2111



説

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
が
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、

二
月
一
五
日
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
段
階
で
、
条
約
当
事
国
の
問

空手ム
両岡

条
約
で
あ
る
(
切
U
m
一
色
)
。
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
条
約
当
事
国
が
署
名
し
、
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、

パ
l
デ
ン
、

ヘ
ッ
セ
ン
が
、
北
ド

北法56(5・96)2112

で
は
、
か
な
り
の
程
度
織
り
込
み
済
み
の
こ
と
で
あ
っ
た

(gOE--
最
後
に
、
そ
の
第
四
は
、

一
八
七
O
年
二
一
月
八
日
の
ベ
ル
リ
ン

イ
ツ
連
邦
と
バ
イ
エ
ル
ン
聞
の
条
約
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
は
、
必
要
な
範
囲
で
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
パ

l
デ
ン
、

ヘ
ッ
セ

ン
、
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
聞
の
諸
条
約
を
承
認
し
た
の
で
あ
っ
た

(
開
宮
邑
)
。

バ
イ
エ
ル
ン
王
の
提
案
に
よ
り
、
こ
の
新
た
な
ド
イ
ツ
連
邦
の
名
称
が
「
ド
イ
ツ

帝
国
」
と
な
り
、
連
邦
首
席
権
の
行
使
が
「
ド
イ
ツ
皇
帝
」
の
称
号
の
保
持
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た

3
0河
川
お
ム
凶
)
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
憲
法
の
形
式
上
の
重
要
な
変
更
を
、
ど
の
よ
う
に
法
学
的
に
説
明
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
(
開

Z
E
-
-
ラ
l
パ
ン
ト

に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
へ
の
応
答
は
、
主
と
し
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
の
叙
述
を
通
じ
て
、
準
備
さ
れ
て
い
た
(
間
宮
邑
・
)
。
な
ん
と

ベ
ル
サ
イ
ユ
の
一
一
月
の
諸
条
約
は
、
徹
頭
徹
尾
、
国
際
法
の
性
質
を
持
ち
、
「
一
八
七
一
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
新
連
邦
を
設

ラ
l
パ
ン
ト
に
と
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

な
れ
ば
、

立
す
る
」
と
い
う
条
約
上
の
権
利
義
務
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
、
前
述
の
一
八
六
六
年
の
八
月
同
盟
に
類
似
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

(開

σgp)。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
両
者
は
、
以
下
の
三
点
に
お
い
て
、
異
な
る
に
す
ぎ
な
い

(ggp)。

そ
の
相
違
点
の
第
一
は
、
八
月
同
盟
で
は
、
条
約
当
事
国
が
、
相
互
に
完
全
に
独
立
し
た
国
家
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

に
お
い
て
は
、
当
事
国
の
一
方
が
、
統
一
体
と
し
て
の
北
ド
イ
ツ
連
邦
で
あ
り
、
他
方
が
、
南
ド
イ
ツ
の
個
別
諸
国
家
で
あ
る
点
で
あ
る

(ωume
お
自
主
)
。
す
な
わ
ち
、
北
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
連
邦
は
、
一
一
月
の
諸
条
約
で
終
了
し
た
わ
け
で
も
、
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、

新
連
邦
(
ド
イ
ツ
帝
国
)
は
そ
の
拡
大
お
よ
び
修
正
で
あ
る
と
い
う
(
開

Z
E・
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
旧
ド
イ
ツ
連
邦
と
北
ド
イ
ツ
連
邦
の

聞
に
は
、
法
的
連
続
性
を
認
め
な
い
の
に
対
し
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
新
帝
国
と
の
聞
に
は
、
法
的
連
続
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
(
開

Z
E
)。

従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
帝
国
の
設
立
は
、
「
新
た
な
創
造
」
な
の
で
は
な
く
、
「
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
改
革
」
で
あ
り
、
こ
の
「
改

一
一
月
の
諸
条
約



革
」
は
も
と
も
と
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

(goa-)。
な
ん
と
な
れ
ば
、
す
で
に
、
ヴ
ユ
ル
テ
ン

ベ
ル
ク
と
の
条
約
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
明
示
的
に
言
明
さ
れ
て
い
た
し
、
パ

l
デ
ン
、

へ
ツ
セ
ン
及
、
ぴ
バ
イ
エ
ル
ン
と
の
条
約
に
つ

い
て
も
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
解
体
を
意
味
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

次
に
、
八
月
同
盟
と
一
一
月
の
諸
条
約
の
相
違
点
の
第
二
は
、
八
月
同
盟
で
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
制
憲
方
法

が
取
り
決
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
一
一
月
の
諸
条
約
で
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
が
、
基
礎
と
し
て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
た
め
、
制
憲
方

法
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
が
不
要
で
あ
っ
た
点
で
あ
る

(肘

σ何
ロ
門
戸
)
。

(ωum
一
主

ia)。
そ
し
て
、
ラ
i
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

二
月
の
諸
条
約
の
締
結

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

以
後
に
お
け
る
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
と
の
関
係
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
草
案
が
出
来
上
が
っ
た
、

六
日
以
降
の
北
ド
イ
ツ
諸
国
家
聞
の
関
係
と
類
似
し
て
い
る

(ggp)。
す
な
わ
ち
、
連
邦
は
、
条
約
や
憲
法
草
案
を
通
じ
て
で
は
な
く
、

連
邦
構
成
員
の
完
全
な
意
思
の
一
致
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
が
、
各
国
の
領
邦
君
主
と
領
邦
議
会
の
承
認
を
経
て
、

一
八
六
七
年
七
月
一
日
に
成
立
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
日
(
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
の
発
行
日
)
は
、
一
八
七
O
年
一

一
月
一
五
日
ゃ
、
二
三
日
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
確
定
日
で
あ
る
一
八
七
一
年
一
月
一
日
な
の
で
あ
る
と
い
う

(
g
g
E。

一
八
六
七
年
四
月

人
月
同
盟
と
一
一
月
の
諸
条
約
の
相
違
点
の
第
三
は
、
連
邦
(
帝
国
)

の
設
立
に
際
し
、
当
事
国
の
人
民
代
表
(
議
会
)
が
行

そ
し
て
、

う
承
認
に
関
す
る
、
内
容
上
の
相
違
で
あ
る

(ωum
一
会
)
。
前
述
の
通
り
、
八
月
同
盟
と
一
一
月
の
諸
条
約
の
聞
に
は
、
前
者
に
お
い
て

は
、
条
約
当
事
国
が
、
相
互
に
独
立
し
た
国
家
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
、
当
事
国
の
一
方
が
、
統
一
体
と
し
て
の
連
邦
で
あ

る
と
い
う
相
違
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
相
違
は
、
当
事
国
の
人
民
代
表
に
よ
る
承
認
の
内
容
に
も
、
影
響
す
る
と
い
う
(
間

Z
E・
)
。
す
な
わ

ち
、
八
月
同
盟
に
お
い
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
は
、
全
当
事
国
に
よ
る
、
連
邦
へ
の
参
加
の
意
思
表
明
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
ら

れ
た
の
に
対
し
、
一
一
月
の
諸
条
約
に
お
い
て
は
、
条
約
当
事
国
の
一
方
が
、
す
で
に
、
連
邦
体
(
北
ド
イ
ツ
連
邦
)
で
あ
る
た
め
、
八
月

同
盟
と
同
じ
構
成
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
一
一
月
の
諸
条
約
に
お
い
て
、
連
邦
(
帝
国
)
設
立
の

~I:法56(5 ・ 97)2113



説

承
認
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
側
に
と
っ
て
は
、
連
邦
政
府
が
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
南
側
へ
連
邦
を
拡
大
す
る
こ
と
に
対

す
る
承
認
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
側
に
と
っ
て
は
、
各
国
政
府
が
、
連
邦
へ
加
入
す
る
こ
と
に
対
す
る
承
認
を
意
味
す
る

吉弘
首岡

(開

Z
E
-
-

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ま
ず
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
に
お
け
る
承
認
に
つ
い
て
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
が
、
北
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
領
邦
法
と
し

て
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
と
同
様
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
も
領
邦
法
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
す
る

(
g
m
E・)。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
帝
国
へ
の
加
入
は
、
領
邦
法
に
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
す
が
、
加
入
自
体
は
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
意
思

(
E
g
a・
)
。
け
だ
し
、
帝
国
の
設
立
は
、
個
別
国
家
権
力
が
対
象
と
す
る
事
柄
で
は
な
く
、
南

行
為
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

ド
イ
ツ
諸
国
家
の
立
法
の
対
象
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
に
対
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
国
会
に
お
け
る
承
認
は
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
意
義
を
持

(問

JZE・)。

つ
と
い
う

(ωum
一
品
目
当
)
。
と
い
う
の
も
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
国
会
に
お
け
る
、
連
邦
拡
大
の
承
認
は
、
条
約
の
批
准
で
あ
る
と
同
時
に
、

結
社
制
度
や
報
道
体
制
に
対
す
る
連
邦
権
限
の
拡
大
ゃ
、
改
憲
手
続
き
の
厳
格
化
な
ど
、
実
質
上
の
憲
法
改
正
を
伴
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
関
宮
邑
・
)
。
し
か
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
憲
法
改
正
が
、
法
律
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
し
、
あ
く
ま
で
条
約
の
批
准
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
確
か
に
、
実
質
上
憲
法
は
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
法
と
し
て
の
形
式
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
形
式
上
の
憲
法
改
正

の
手
続
き
は
、
帝
国
成
立
後
に
な
さ
れ
る
と
い
う

(
E
S
P
-
す
な
わ
ち
、
新
帝
国
は
、
帝
国
が
設
立
さ
れ
た
後
で
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
が

パ
l
デ
ン

H
ヘ
ツ
セ
ン
お
よ
び
、

バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
の
聞
で
締
結
し
た
各
条
約
相
互
の
整
合
性
を
確
保
し
、
自
ら
の
憲

法
を
秩
序
立
て
て
編
集
す
る
と
い
う
任
務
を
、
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

国
憲
法
草
案
は
、
第
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一
八
七
一
年
四
月
一
四
日
に
承
認
さ
れ
、
四
月
一
六
日
に
、
憲
法
自
体
の
編
集
と
公
布

法
と
い
う
こ
つ
の
相
互
に
分
離
さ
れ
た
構
成
要
素
か
ら
成
る
、
帝
国
法
と
し
て
公
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

ωum
一
お
)

0

こ
う
し
て
起
草
さ
れ
た
帝

(開

Z
E・)。

北法56(5・98)2114 



具
体
的
に
は
、

一
八
七
一
年
一
月
一
日
の
時
点
で
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
パ
!
デ
ン
、

ル
ン
、
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
の
聞
で
結
ぼ
れ
た
諸
条
約
に
代
わ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
が
成
立
し
、
諸
条
約
の
目
的
は
完
全
に
果
た
さ
れ

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ま
ず
、

ヘ
ッ
セ
ン
お
よ
び
パ
イ
エ

た
と
す
る

(
ω
U岡
山

口

S
'
u
o
)
o
し
か
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
四
月
一
六
日
の
公
布
法
に
よ
り
、
一
一
月
の
諸
条
約
に
基
づ
い
て
、

八
七
一
年
一
月
一
日
に
効
力
を
持
っ
た
連
邦
憲
法
は
、
実
質
的
に
そ
の
内
容
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
そ
の
形
式
的
有
効
性
を
取
り
消
さ
れ
、

四
月
一
六
日
の
帝
国
憲
法
の
形
式
的
有
効
性
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
(
開

σ
g
E。
そ
し
て
、
本
公
布
法
を
含
む
連
邦
官
報
は
、
同
年

四
月
二

O
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
出
さ
れ
、
新
た
な
憲
法
の
編
集
を
通
じ
た
、
そ
の
旧
い
編
集
と
の
交
替
は
、
五
月
四
日
に
な
さ
れ
た
と
い
う

(
g
m
E・
)
。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
新
た
に
編
集
さ
れ
た
憲
法
の
発
効
は
、
条
約
の
遂
行
と
見
る
べ
き
で
も
、
条
約
上
の
協
定
に

基
づ
く
も
の
と
見
る
べ
き
で
も
な
く
、
同
年
一
月
一
日
に
成
立
し
た
憲
法
に
基
づ
く
、
帝
国
の
立
法
権
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
見
る

(μ) 

ぺ
き
な
の
で
あ
る

(開

σgs・)。

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
史
を
、
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
解
釈
し
た
上
で
、
次
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
新
帝
国
の

法
的
本
質
に
つ
い
て
、
ぞ
れ
を
法
学
的
に
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
、
と
い
う
問
題
と
取
り
組
む
。

帝
国
の
法
的
本
質
に
つ
い
て
の
ラ

l
パ
ン
ト
の
理
解

(
l
)
法
お
よ
び
権
利
主
体
と
し
て
の
帝
国

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
法
お
よ
び
権
利
主
体
と
し
て
の
帝
国
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
帝
国
が
国
家
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
国
家

的
任
務
を
共
同
で
遂
行
す
る
た
め
の
諸
国
家
の
連
合
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る

B
u
m
-
法
)
。
こ
の
概
念
上
の
対
立
は
、
私
法
上

北法56(5・99)2115



説

の
法
人
と
組
合
。

-am--田町ぽ白
m
S
S
H尽
き
の
対
立
に
対
応
し
、
法
人
と
し
て
の
国
家
と
組
合
と
し
て
の
国
家
連
合
は
、
相
互
に
類
似
し
た
側

面
を
持
ち
な
が
ら
も
、
概
念
上
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
両
者
は
互
い
に
他
を
否
定
す
る
た
め
、
両
立
は
で
き
な
い
と
い
う
(
思

E
S
-
-
そ

論

し
て
、
国
家
連
合
に
、
如
何
に
広
範
で
重
要
な
国
家
的
任
務
を
あ
て
が
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
国
法
上
の
形
成
物

で
は
な
く
、
国
際
法
上
の
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
国
家
は
、
そ
の
構
成
が
、
如
何
に
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

国
際
法
上
の
規
定
の
適
用
は
受
け
な
い

3
0
m
一
ヨ
)
。
さ
ら
に
、
国
家
連
合
の
法
的
基
礎
は
、
組
合
と
同
様
に
条
約
(
契
約
)
で
あ
る
の

に
対
し
、
国
家
の
法
的
基
礎
は
、
私
法
上
の
法
人
問
。
号
。

g
a
g
と
同
様
に
、
憲
法
〈
町
民
即
日
包
括
(
規
約

ωEC乙
で
あ
る
と
い
う
(
厚
相
互
・
)
。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
法
人
の
本
質
は
、
自
立
的
な
意
思
能
力
を
前
提
と
し
た
、
自
立
的
な
権
利
能
力
で
あ
り
、
私
法
上
の
法
人
に
と
っ

て
の
権
利
能
力
お
よ
び
意
思
能
力
が
、
財
産
権
の
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
公
法
上
の
法
人
で
あ
る
国
家
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
、

支
配
権
や
高
権
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る

(
g
g
E。
こ
う
し
て
、
国
家
の
法
人
性
は
、
国
家
が
、
自
ら
の
任
務
と
義
務
を
遂
行
す
る
た

め
に
、
自
立
的
な
支
配
権
と
支
配
意
思
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
国
家
と
国
家
連
合
の
差
異
が
存

す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る

3
0
m
H
u
g
o
そ
れ
ゆ
え
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
国
家
連
合
の
意
思
が
、
そ
の
構
成
員
の
多
数
者
の
共

通
意
思
の
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
家
の
意
思
は
、
そ
の
構
成
員
の
意
思
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
て
構
成
員
の
意
思
の
総
計
で
は
な
く
、

た
と
え
、
そ
の
構
成
員
が
、
国
家
意
思
実
現
に
協
力
す
る
よ
う
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
意
思
は
、
そ
の
構
成
員
に

対
し
て
自
立
し
て
い
る

(gga--
ま
た
、
国
家
連
合
に
お
け
る
公
法
上
の
支
配
権
が
、
た
と
え
、
構
成
諸
国
家
に
よ
っ
て
共
同
で
権
利

行
使
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
個
々
の
構
成
諸
国
家
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
家
に
お
け
る

高
権
は
、
国
家
が
自
立
的
に
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
、
そ
の
権
利
行
使
に
個
々
の
構
成
員
が
任
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

構
成
員
が
持
つ
権
利
で
は
な
く
、
構
成
員
に
対
す
る
国
家
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
(
思

g
E。
従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ド
イ

ツ
帝
国
の
法
的
本
質
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
帝
国
が
公
法
上
の
法
人
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ド
イ
ツ
諸
国
家
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
律

北j去56(5・100)2116



関
係
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
聞
い
に
定
式
化
さ
れ
る
(
開
↓

Z
E
-
-

ラ
l
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
著
作
家
の
大
多
数
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
や
ド
イ
ツ
帝
国
の
法
お
よ
び
権
利
に
つ
い
て
、
国
家
的
本
質
を
持
つ
と

し
た
が
、
ザ
イ
デ
ル
は
、
帝
国
を
国
家
連
合
と
解
釈
し
よ
う
と
試
み
、
帝
国
憲
法
の
規
定
を
、
国
家
連
合
の
原
理
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た

(ωum
一凶∞
t

活
)
。
こ
こ
で
ザ
イ
デ
ル
は
、
国
家
は
、
人
聞
に
と
り
、
最
高
次
の
完
全
な
統
一
体
で
あ
り
、
主
権
分
割
を
意
味
す
る
伝
統
的

な
連
邦
国
家
概
念
は
学
問
的
に
あ
り
え
な
い
と
し
、
「
国
家
聞
の
結
合
は
、
よ
り
高
次
の
国
家
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
、
諸
国
家
よ
り
な
る

国
家
連
合
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
た
と
さ
れ
る

3
0
m
一
苫
)
。
そ
し
て
、
ザ
イ
デ
ル
の
見
方
で
は
、

北
ド
イ
ツ
連
邦
や
ド
イ
ツ
帝
国
の
加
盟
各
国
は
、
そ
の
成
立
時
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
権
を
共
同
行
使
す
る
条
約
を
締
結
し
た
に
す
ぎ

ず
、
帝
国
の
構
成
員
は
、
国
家
で
あ
り
続
け
る
こ
と
と
な
り
、
帝
国
は
、
国
家
で
は
な
く
諸
国
家
の
連
合
で
あ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う

(関宮

E')。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ザ
イ
デ
ル
の
議
論
を
支
え
る
根
拠
は
二
つ
あ
り
、
そ
の
第
一
は
帝
国
の
成
立
方
法
で
あ
り
、

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

そ
の
第
二
は
、
連
邦
構
成
国
が
、
憲
法
上
「
国
家
」
と
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た

(ωum
いき)。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ま
ず
第
一
の
、
ド
イ
ツ
帝
国
も
し
く
は
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
成
立
史
を
援
用
す
る
ザ
イ
デ
ル
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
ヘ

l
ネ
ル
に
よ
っ
て
鋭
く
論
破
さ
れ
て
い
る
と
い
う

(
g
g
E。
す
な
わ
ち
、
実
際
に
、
北
ド
イ
ツ
諸
国
家
が
、
国
際
法
上
の
条
約
に

よ
っ
て
連
邦
の
設
立
を
相
互
に
義
務
づ
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
連
邦
自
体
が
国
際
法
上
の
条
約
的
な
性
質
を
も
つ
こ
と
を
帰
結
し

な

い

と

い

う

反

論

で

あ

る

一

八

六

六

年

八

月

十

六

日

の

連

邦

条

約

第

六

条

に

お

け

る

、

長

く

と

も

一

年

と

い

う
連
邦
条
約
の
期
間
の
制
限

(ωom
一
コ
'Z)
や
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
機
関
で
あ
る
連
邦
国
会
に
、
各
国
の
代
表
が
加
わ
っ
て
憲
法
を
制

定
し
た
と
い
う
事
実
は
、
「
憲
法
の
成
立
は
、
条
約
の
目
的
達
成
で
は
な
く
、
最
初
の
事
実
上
の
意
義
を
獲
得
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う

ザ
イ
デ
ル
の
主
張
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
八
六
六
年
八
月
十
八
日
の
条
約
は
、
一
八
六
七
年
七
月
一
日
の
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
に

よ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
満
た
さ
れ
て
条
約
関
係
が
終
了
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
国
法
上
の
組
織
が
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

(
m
Z
E・
)
。
と
い
う
の
は
、

北法56(5・101)2117 



説

(ωum
一
。
。
，
色
)
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
帝
国
設
立
の
経
緯
に
関
し
て
も
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
北
ド
イ
ツ
連
邦
が
、
南
ド
イ
ツ
語
国
家
の
加

入
を
受
け
入
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
を
受
け
入
れ
る
基
本
法
の
編
集
が
、
条
約
の
形
式
で
は
な
く
、
憲
法
の
形
式

で
な
さ
れ
た
事
実
か
ら
も
、
ド
イ
ツ
帝
国
を
国
際
法
上
の
条
約
関
係
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
と
い
う

3
0
m
一
宮
)
。
従
っ
て
、
帝
国
の

条
約
的
本
質
を
示
す
た
め
に
、
憲
法
の
冒
頭
を
引
き
合
い
に
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
帝
国
の
設
立
が
、
主
権
国
家
の
自
由
意
思
に
よ
っ

5ι 
R周

て
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
帝
国
設
立
に
至
る
法
律
関
係
を
、
そ
の
設
立
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
制
度
と
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

3
0
m
一
全
自
己
)
。

次
に
、
サ
イ
デ
ル
の
第
二
の
論
拠
、
す
な
わ
ち
「
そ
の
構
成
員
が
国
家
で
あ
る
が
故
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
国
家
で
は
あ
り
得
な
い
」
と
い

う
主
張
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
は
「
国
家
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
る
言
語
上
の
定
義
の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ザ
イ
デ

ル
は
論
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

(
g
g
E。
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
実
際
上
、
主
権
的
で
不
可
分
な
唯

一
最
高
次
の
権
力

(
H
主
権
)
が
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
従
来
の
政
治
学
や
国
法
学
の
文
献
に
お
い
て
も
、
統
一
国
家
が
、

国
家
論
の
基
礎
と
さ
れ
、
統
一
国
家
と
国
家
一
般
は
、
直
ち
に
同
一
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う

3
0
m
-
s
s
S
)
。
け
だ
し
、
国
家
概
念
の
抽

象
化
に
当
た
っ
て
は
、
自
立
し
た
主
権
国
家
に
注
目
し
、
主
権
を
国
家
概
念
の
本
質
的
要
素
と
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
(
間
宮
邑
・
)
。
そ
し
て
、
国
法
理
論
に
お
い
て
も
、
こ
の
国
家
概
念
規
定
が
、
ほ
と
ん
ど
排
他
的
に
支
配
的
で
あ
る
こ
と
に
反
論
の
余
地

は
な
い
と
い
う
宙
σ
g
p
)
。
し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
で
用
い
ら
れ
て
き
た
「
国
家
」
と
い
う
言
葉
の
語
法
が
、
こ
の
教
条
的

な
国
家
定
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
と
い
う

B
Z
E・
)
。
例
え
ば
、
か
つ
て
の
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
に
お
い
て
、
非
主
権
的
ド

イ
ツ
領
邦
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
「
国
家
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
の
た
め
ら
い
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

構
成
員
(
州
)
も
「
国
家
」
と
呼
ば
れ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や
セ
ル
ビ
ア
な
ど
の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
支
配
下
の
自
立
的
な
非
主
権
的
政
治

体
も
「
国
家
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
(
関
宮
邑
・
)
o
-
ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
自
立
的
で
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
国
家
が
、

北j去56(5・102)2118



自
ら
に
対
し
て
よ
り
高
次
の
権
力
を
も
っ
結
合
体
に
共
同
で
加
わ
る
時
、
自
ら
が
主
権
的
で
あ
る
こ
と
は
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
も
、
「
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
り
、
支
配
権
や
高
権
、
共
同
体
秩
序
に
対
す
る
責
務
、
お
よ
び
、
そ
の
責
務

遂
行
の
た
め
の
権
力
手
段
の
多
く
を
、
自
ら
の
手
に
残
し
な
が
ら
、
新
た
に
生
ま
れ
た
よ
り
高
次
の
権
力
を
、
支
配
権
と
国
J

家
的
任
務
の
わ

(ωum
一
色
B

宏
)
0

ま
た
、
こ
れ
ら
の
構
成
員
は
、
新
た
に
生
ま
れ
た
、
よ
り

ず
か
な
領
域
に
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

高
次
の
権
力
の
行
使
自
体
へ
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
高
次
の
権
力
へ
服
従
す
る
こ
と
に
よ
り
失
っ
た
も
の
を
、
非
常
に
高
い
程
度
で

補
償
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
構
成
員
を
「
国
家
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
一
般
的
な
語
法
、
お
よ
び
、
人
民
に
周
知
の
見
解
と
、
完
全
に

一
致
す
る
と
い
う
(
開
AZE--
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ま
で
主
権
的
で
あ
っ
た
諸
国
家
が
、
政
治
的
実
存
を
失
う
こ
と
な
く
、
そ
の
支
配
権

と
責
務
の
大
部
分
を
事
実
上
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
諸
国
家
に
「
諸
国
家
」
の
名
称
を
認
め
、
こ
れ
ら
の
諸
国
家
か
ら
「
国
家
」

と
い
う
名
称
を
奪
う
代
わ
り
に
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
よ
り
高
次
の
権
力
の
方
に
、
連
邦
∞

z
E
ヤ
帝
国

mmFnz
の
単
語
を
あ
て
る
こ
と

は
、
容
易
に
理
解
可
能
だ
か
ら
で
あ
る

B
Z
E・
)
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
国
家
は
、
単
に
そ
う
呼
ば
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
際

上
も
、
最
も
包
括
的
で
重
要
な
、
自
立
的
か
つ
正
当
な
公
的
高
権
の
主
体
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
吉
宮
邑
・
)
。
従
っ
て
、

ラ
i
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
帝
国
と
そ
の
構
成
田
が
、
両
者
と
も
同
時
に
主
権
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
潜
ま
せ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
「
帝

国
と
そ
の
構
成
田
が
、
共
に
国
家
的
性
質
を
持
つ
」
と
す
る
こ
と
は
論
理
上
の
矛
盾
で
は
な
く
、
帝
国
の
構
成
員
が
、
諸
国
家
で
あ
り
、
合

憲
的
に
「
国
家
」
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
「
常
国
は
国
家
的
組
織
で
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
っ
た
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
(
切
り
河
口
ま
)
。

北j去56(5・103)2119

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
帝
国
が
個
別
諸
国
家
に
対
し
、
自
立
的
な
権
利
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
、
帝
国
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
権
限
の
範
囲
や
重
要
性
が
決
定
的
な
の
で
は
な
く
、
帝
国
に
属
す
る
意
思
領
域
や
権
利
領
域
が
、
個
別
国

家
の
そ
れ
に
対
し
て
法
的
に
自
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
決
定
的
な
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
以
下
の
四
つ
の
理
由
か
ら
、
こ
の
要
件
を



説

満
た
し
て
い
る
と
い
う
(
開

Z
E・
)
。
そ
の
第
一
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
、
そ
の
意
思
確
立
の
た
め
の
固
有
の
機
関
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る

(ωum
一
堂

'S)
。
例
え
ば
、
連
邦
参
議
院
の
決
定
を
、
全
個
別
国
家
政
府
の
一
致
し
た
宣
言
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
帝
国
議
会
の
決
定
も
、
全
個
別
国
家
の
領
邦
議
会
に
よ
る
一
致
し
た
決
議
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、

連
邦
参
議
院
や
帝
国
議
会
は
、
個
別
諸
国
家
の
個
別
意
思
を
集
め
、
そ
の
個
別
意
思
の
合
計
結
果
を
確
定
す
る
機
関
な
の
で
は
な
く
、
帝
国

の
自
立
的
で
統
一
的
な
意
思
確
立
の
た
め
の
機
関
で
あ
る

(ggp)。
従
っ
て
、
帝
国
の
意
思
決
定
は
、
全
個
別
国
家
の
一
致
し
た
意
思

決
定
と
対
立
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、
帝
国
の
意
思
は
、
個
別
諸
国
家
の
意
思
の
総
計
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
多
数
意
思
で

も
な
い
こ
と
と
な
る

(Boz--
第
二
の
理
由
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
、
そ
の
意
思
決
定
を
執
行
す
る
た
め
の
固
有
の
機
関
を
も
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る

B
u
m
一
色
ふ
小
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
帝
国
宰
相
は
、
個
別
諸
国
家
の
君
主
や
領
邦
議
会
に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

皇
帝
や
連
邦
参
議
院
、
帝
国
議
会
に
責
任
を
持
つ
の
で
あ
り
、
帝
国
官
吏
も
、
結
合
さ
れ
た
諸
国
家
政
府
の
官
吏
で
は
な
く
、
皇
帝
に
任
用

さ
れ
、
帝
国
に
宣
誓
す
る
帝
国
の
官
更
で
あ
る

(
g
g
E。
第
三
の
理
由
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
、
そ
の
内
容
上
、
個
別
国
家
の
高
権
で
は

あ
り
え
な
い
よ
う
な
、
個
別
国
家
を
超
え
た
自
立
的
な
高
権
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

3
0岡
山
一
ま

'S)
。
ラ
i
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
も

し
も
帝
国
に
認
め
ら
れ
た
絶
対
権
が
、
自
己
の
権
利
か
ら
の
権
限
で
は
な
く
、
委
任
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
本
来

そ
の
権
限
を
有
す
る
者
(
個
別
国
家
)
に
よ
っ
て
、
法
的
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
例
え
ば
帝
国
憲
法
第
四
条
、
第
一
一
一

十
五
条
、
第
五
十
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
帝
国
お
よ
び
皇
帝
の
諸
権
利
は
、
個
別
国
家
が
持
ち
得
な
い
内
容
の
高
権
を
含
ん
で
お
り
、
帝
国

の
高
権
を
、
個
別
国
家
が
も
っ
高
権
の
共
同
行
使
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る

B
Z
E・
)
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
四
の

理
由
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
、
憲
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
多
数
決
と
法
律
の
形
式
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
権
限
を
拡
大
す
る
こ
と
が

吾'"阿問

で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
い
う

3
0
m
一
色
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ま
ず
、
憲
法
第
四
条
に
お
い
て
列

挙
さ
れ
た
、
帝
国
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
権
限
は
、
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
「
高
権
の
共
同
行
使
」
と
い
う
、
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ド
イ
ツ
諸
国
家
に
よ
る
条
約
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う

(ω
ロ
河
口
ミ
'S)。
つ
ま
り
、
第
四
条
で
列
挙
さ
れ
た
事
項
が
、
広

範
囲
に
及
ぶ
明
確
な
高
権
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
せ
ず
、
そ
れ
が
「
限
定
列
挙
で
あ
る
」
と
い
う
点
だ
け
を
重
視
し
、
「
帝
国
の
権
限
が
制
限

さ
れ
て
い
る
」
と
解
す
る
見
方
は
、
帝
国
が
、
憲
法
第
七
八
条
に
基
づ
き
、
多
数
決
に
よ
り
、
そ
の
制
限
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
維
持
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

3
0
m
一
昆
ふ
3
0
む
ろ
ん
、
こ
の
多
数
決
に
は
厳
し
い
制
限
が
課
さ
れ
て
お
り
、

現
実
政
治
的
に
は
大
き
な
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
満
場
一
致
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
組
合
的
な
法
構
成

を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う

(ggp)。
従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
憲
法
第
七
八
条
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
国

家
性
を
法
的
に
基
礎
づ
け
る
に
は
十
分
な
も
の
で
あ
り

(ggp)、
帝
国
の
権
限
拡
張
は
、
形
式
上
も
、
条
約
で
は
な
く
、
法
律
の
形
式

で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る

(ωum
一
S
B忍
)
。
さ
ら
に
、
個
別
国
家
は
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
帝
国
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
帝
国
は
、
自
立
的
な
意
思
主
体
、
お
よ
び
、
権
利
主
体
で
あ
り
、
国
法
上
の
法
人
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
と
い
う
(
開

Z
E・
)
。
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
、
国
家
に
必
要
と
さ
れ
る
、
概
念
上
の
す
べ
て
の
前
提
条
件
と
指
標
を
満
た
し
て
い

第二帝政創立矧ドイツの政治思想 (3) 

る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
関
宮
邑
・
)
。

(2)
連
邦
国
家
概
念

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ド
イ
ツ
帝
国
を
「
国
家
」
で
あ
る
と
し
た
が
、
ド
イ
ツ
管
国
は
、
複
合
的
国
家

北j去56(5・105)2121

N
E
S
g
a
g
s
a
g
g円
で
あ
る
点
で
、
国
土
と
住
民
が
、
国
家
の
支
配
権
や
高
権
に
直
接
服
す
る
よ
う
な
、
通
常
の
国
家
と
は
異
な
る

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
複
合
的
国
家
は
、
国
土
と
住
民
が
、
下
位
の
国
家
権
力
に
服
し
、
諸
国
家
が
、
帝
国

二
重
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
構
成
を
持
つ
点
で
、
通
常
の
国
家
と
は
異
な
る

と
い
う

3
0
m
一
斗
?
ゴ
)0

権
力
と
呼
ば
れ
る
上
位
の
国
家
権
力
に
服
す
る
と
い
う
、



説

つ
ま
り
、
帝
国
権
力
の
直
接
的
支
配
の
客
体
は
、
諸
国
家
で
あ
り
、
統
一
体
つ
ま
り
公
法
上
の
法
人
と
し
て
の
諸
国
家
は
、

帝
国
の
臣
下
で
あ
り
、
帝
国
の
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

ゴヒi去56(5・106)2122

(明

Z
E
-
-

(ggp)。
そ
し
て
、
構
成
諸
国
家
の
領
域
は
、
間
接
的
な
帝
国
領
域

論

(開

σgp)。
従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
帝
国
の

で
あ
り
、
構
成
諸
国
家
の
公
民
は
、
間
接
的
な
帝
国
臣
下
で
あ
る
こ
と
と
な
る

本
質
は
、
諸
国
家
の
抑
圧
や
廃
止
に
で
は
な
く
、
諸
国
家
の
中
間
権
力
化
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
帝
国
に
お
け
る
構
成
国
家
は
、
下
に

向
か
っ
て
は
支
配
者
と
な
り
、
上
に
向
か
っ
て
は
臣
下
と
な
る
の
で
あ
る

(ggp)。
た
だ
し
、
こ
の
中
間
権
力
化
は
、
必
ず
し
も
帝
国

と
個
別
国
家
の
す
べ
て
の
関
係
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
帝
国
権
力
が
、
個
別
の
関
係
に
お
い
て
、
個
別
国
家
権
力
を
バ
イ
パ

ス
し
、
国
土
や
住
民
に
、
直
接
的
な
影
響
力
を
行
使
す
る
可
能
性
や
、
そ
の
逆
に
、
帝
国
が
自
覚
的
な
自
己
制
限
の
結
果
と
し
て
遠
ざ
か
っ

た
任
務
領
域
に
お
い
て
、
個
別
諸
国
家
に
、
そ
れ
と
対
応
す
る
諸
高
権
の
総
体
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
、
排
除
さ
れ
な
い
と
い
う

(
開
宮
邑
・
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
複
合
的
国
家
の
本
質
は
、
そ
の
概
念
が
型
ど
お
り
に
実
現
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
し
た
り
し

な
い
の
で
あ
り
、
本
概
念
の
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
諸
国
家
権
力
が
、
上
下
に
重
な
り
合
っ
て
設
立
さ
れ
、

帝
国
権
力
が
、
諸
国
家
を
臣
下
と
す
る
「
諸
国
家
国
家
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

(
g
g
E。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
複
合
的
国
家
に
は
、
旧
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
の
よ
う
な
、
封
建
君
主
に
封
建
諸
国
家
が
従
属
す
る
形
態
を
取

る
も
の
と
、
連
邦
国
家
形
態
を
取
る
も
の
と
の
こ
つ
の
類
型
が
あ
る

(ωum
一ゴ
E

は
)
。
第
一
の
類
型
に
分
類
さ
れ
る
、
旧
神
聖
ロ

l
マ
帝

国
は
、
領
邦
君
主
を
、
領
域
国
家
権
力
の
担
い
手
と
し
て
承
認
し
、
皇
帝
を
、
帝
国
権
力
の
担
い
手
と
し
て
承
認
す
る
限
り
に
お
い
て
、
複

合
的
国
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
諸
国
家
が
、
相
互
に
原
理
的
に
平
等
な
も
の
と
し
て
結
合
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ

る
一
つ
の
宗
主
国
に
対
す
る
服
従
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
連
邦
国
家
と
は
い
え
な
い
と
す
る

(goa-)。
そ
れ
に
対
し
、
領
邦
国
家
権
力

の
担
い
手
が
、
帝
国
権
力
の
名
の
下
に
、
高
権
お
よ
び
支
配
権
の
主
体
と
し
て
の
公
法
上
の
法
人
を
形
成
す
る
、
と
い
う
意
味
で
、
帝
国
権

力
が
、
概
念
上
の
統
一
体
と
し
て
の
構
成
諸
国
家
全
体
の
も
の
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
が
第
二
の
類
型
、
す
な
わ
ち
連
邦
国
家
形



態
で
あ
る
と
い
う

BEE-)。
こ
こ
で
諸
国
家
は
、
自
ら
と
は
異
な
る
肉
体
的
な
支
配
者
に
で
は
な
く
、
自
ら
が
そ
の
基
盤
を
成
す
理
念

的
人
格
に
、
国
家
的
に
従
う
の
で
あ
り
、
構
成
諸
国
家
の
中
の
一
国
家
や
外
国
に
服
従
す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
よ
り
高
次
の
秩
序
と
し

て
の
共
同
体
樹
立
の
た
め
に
結
合
す
る
と
い
う
形
で
、
中
間
権
力
化
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
g
g
E。
そ
し
て
、
国
家
権
力
の
対
象
と
し
て

の
臣
下
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
権
力
の
主
体
と
し
て
主
権
に
参
加
す
る
と
い
う
、
単
純
な
民
主
政
に
お
け
る
全
公
民
の
立
場
と
同
様
に
、

連
邦
国
家
に
お
け
る
全
個
別
国
家
は
、
帝
国
権
力
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
連
邦
国
家
法
人
の
構
成
員
で
あ
り
、
そ
の
取
り
分
に
応
じ
て
、

帝
国
権
力
の
正
当
な
主
体
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
(
開

Z
E・)
o
-
ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
個
別
国
家
の
取
り
分
に
つ
い
て
は
、
私
法

上
の
組
合
や
共
有
の
方
法
に
よ
る
、
個
別
国
家
の
固
有
権

r
E四
5
n
E
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
帝
国
の
高
権
が
、
別
々
に
、
あ

る
い
は
共
同
で
、
個
別
国
家
に
属
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
も
な
い
の
で
あ
り
、
「
帝
国
の
意
思
形
成
や
活
動
に
参
加
し
協
働
す
る
」
と

い
う
、
各
国
の
構
成
員
資
格
に
含
ま
れ
る
権
利
に
基
づ
く
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る

(ggp)。
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
構

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
を
、
統
一
的
か
つ
論
理
的
に
説
明
し
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
の
で
あ
る

B
u
m
h
辻
ゐ
凶
)
。
ラ
!
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
連
邦
国
家
概
念
は
、
連
邦
国
家
の
定
義
を
め
ぐ

り
、
以
下
の
四
つ
の
点
で
、
ヴ
ア
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
、
従
来
の
支
配
的
な
見
解
を
、
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

(
g
o
E・)。

そ
の
第
一
は
、
ヴ
ア
イ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
支
配
的
通
説
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
連
邦
国
家
の
本
質
を
主
権
分
割
に
見
る
と
い
う
見
解
で
あ

る

3
0河
い
品
目
記
)
。
こ
の
見
方
に
よ
る
と
、
あ
る
分
野
で
は
全
体
国
家
が
、
そ
し
て
別
の
分
野
で
は
個
別
国
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
権
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
見
方
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ザ
イ
デ
ル
が
鋭
く
指
摘
し
た
所
で
あ
る
と
し
、
一
方
に
お
い
て
、

統
一
と
不
可
分
性
を
国
家
権
力
の
本
質
と
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
国
家
権
力
の
分
割
を
連
邦
国
家
の
本
質
と
す
る
の
は
、
矛
盾
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
宙
σ
2
5
0
-ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
全
体
生
活
は
、
密
接
な
相
互
関
係
の
も
と
に
あ
り
、
分
解
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
国
家
的
任
務
を
、
全
体
国
家
の
も
の
と
個
別
国
家
の
も
の
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
は
、
妄
想
に
他
な

北法56(5・107)2123



説

ら
ず
、
全
体
国
家
権
力
の
権
限
と
個
別
国
家
権
力
の
権
限
を
、
明
確
に
区
別
で
き
る
と
考
え
る
の
も
妄
想
で
あ
る
と
い
う

3
0
m
一
、
司
令
改
)
。

な
ん
と
な
れ
ば
、
権
限
の
区
別
に
疑
い
が
生
じ
た
時
に
、
誰
が
そ
れ
を
決
定
し
、
誰
が
そ
の
変
更
を
判
定
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
が
重
要

な
の
で
あ
り
、
そ
の
決
定
者
(
全
体
国
家
あ
る
い
は
個
別
国
家
)
こ
そ
が
主
権
者
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

(
g
g丘
。
ラ
l

パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ヘ

i
ネ
ル
が
適
切
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
権
限
を
決
定
す
る
国
家
権
力
に
主
権
の
核
心
が
あ
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の

意
味
に
お
け
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
主
権
は
、
排
他
的
に
帝
国
に
認
め
ら
れ
る

(
g
g
E。
こ
う
し
て
、
ラ
l
パ
ン
卜
は
、
国
家
連
合
に
お
い

て
は
、
主
権
の
全
体
が
個
別
国
家
に
、
連
邦
国
家
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
全
体
国
家
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
連
邦
国
家
の
本
質

を
、
主
権
分
割
に
見
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

北法56(5・108)2124

論

(開

σ
g
p
)
。

ラ
i
パ
ン
ト
が
修
正
す
べ
き
と
す
る
、
第
二
の
見
解
は
、
連
邦
同
家
権
力
が
、
そ
の
支
配
権
を
、
個
別
国
家
を
介
し
て
で
は
な
く
、
国
家

公
民
に
直
接
行
使
す
る
点
に
、
連
邦
国
家
の
本
質
を
見
ょ
う
と
す
る
、
ヴ
ア
イ
ツ
の
見
解
で
あ
る

(∞ロ
M
N

一
d
z試
)
。
こ
こ
で
は
、
連
邦
権

力
が
、
国
家
公
民
に
対
し
て
、
直
接
に
拘
束
力
を
持
つ
法
律
を
出
し
、
そ
れ
を
自
ら
執
行
す
る
こ
と
が
、
連
邦
国
家
に
と
っ
て
本
質
的
な
こ

(
開
宮
邑
・
)
。
そ
し
て
、
ラ

i
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ア
イ
ツ
は
、
中
央
権
力
と
個
々
の
国
家
公
民
と
の
聞
に
、
直
接
の
国
法
上

の
関
係
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
別
国
家
が
、
中
央
権
力
に
服
従
す
る
と
い
う
関
係
を
根
本
的
に
排
除
し
、
全
体
国
家
と
個
別
国

家
が
、
共
に
国
家
と
し
て
並
存
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
主
権
分
割
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
八
王

と
と
な
る

体
国
家
と
個
別
国
家
の
並
存
と
い
う
、
こ
の
見
方
の
前
提
自
体
が
無
効
で
あ
る

お
い
て
、
個
別
国
家
は
、
中
央
権
力
に
従
属
す
る
と
考
え
る
他
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

し
か
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
連
邦
国
家
概
念
に
と
っ
て
本
質
的
な
こ
と
と
し
て
、
「
中
央
権
力
の
官
憲
的
高
権
が
、
構
成
諸
国
家

お
よ
び
、
そ
の
仲
介
を
通
じ
た
個
々
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、
個
々
の
公
民
に
対
し
て
、
直
接
的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
前
提
条
件

カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
パ

i
(
内
包
明
ロ
包
コ

n
z
g
ロ。2
Z
5
を
は
じ
め
、
大
方
の
合
意
を
得
る

(
恩
師
邑
・
)
。
す
な
わ
ち
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
連
邦
国
家
に

(肘

Z
E・)。

を
挙
げ
る
見
解
は
、



所
と
な
り
、

(zgsgロ
P
Y
E
-
N
m
)

な
ど
、
連
邦
権
力
が
、
個
々
人
に
直
接
関
わ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
北

ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ユ
ル
チ
エ

ド
イ
ツ
連
盟
を
連
邦
国
家
と
解
す
る
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た

3
u
m
-
ゴE
話
)
。
支
配
的
な
連
邦
国
家
論
の
支
持
者
の
う
ち
で
、
個
々
の
国

家
所
属
員
へ
の
直
接
的
な
中
央
権
力
の
支
配
は
、
連
邦
国
家
概
念
に
と
っ
て
本
質
的
で
も
特
徴
的
で
も
な
い
と
言
明
し
た
の
は
、
ロ
ベ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
モ

l
ル

(mogコ
gロ
富
。
E
)
や
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ル
ツ
エ
ン
ド
ル
フ

(
F
S
N
Sロ
目
。

-Rgaca同
)
ぐ
ら
い
で
あ
る
と

ぃ
、
つ
(
開
σ
m
D
R
H
)

。

こ
の
よ
う
な
諸
見
解
に
対
し
、
ラ
!
パ
ン
ト
は
、
国
家
的
任
務
実
現
の
た
め
に
、
中
央
権
力
が
構
成
諸
国
家
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
複
合

的
国
家
の
一
種
で
あ
る
連
邦
国
家
に
と
っ
て
本
質
的
な
こ
と
で
あ
る
と
し
、
モ
ー
ル
た
ち
よ
り
も
、
更
に
も
う
一
歩
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

主
張
す
る
(
関
宮
邑
・
)
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
国
家
の
概
念
規
定
の
た
め
に
は
、
連
邦
国
家
と
統
一
国
家
の
類
似
点
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
ど
ち

ら
も
が
、
一
つ
の
法
主
体
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
な
く
、
両
者
の
相
違
点
、
す
な
わ
ち
、
連
邦
国
家
に
お
い
て
は
、
連
邦
と
個
々
の
構
成
員

(
個
人
)
と
の
聞
に
、
連
邦
に
従
属
す
る
国
家
が
存
在
す
る
と
い
う
点
が
、
本
質
的
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

a
u
m
一寸∞
)
0

な

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ん
と
な
れ
ば
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
ド
イ
ツ
帝
国
の
立
法
は
、
関
税
制
限
や
刑
法
典
な
ど
、
連
邦
権
力
に
よ
る
、
個
別
国
家
に
対
す
る
、
国
家

的
支
配
権
の
行
使
と
解
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
な
、
無
数
の
実
例
を
生
み
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(ω
ロ
岡
山
斗
ヤ
司
)
。

た
だ
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
行
政
庁
や
裁
判
所
の
国
家
領
域
の
内
部
に
お
い
て
、
諸
国
家
が
、
帝
国
法
に
従
属
す
る
よ
う
責
任
を

負
う
と
し
て
も
、
諸
国
家
は
、
通
常
は
、
帝
国
の
中
央
権
力
を
持
つ
官
庁
に
、
直
接
に
従
属
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
帝
国
法
侵
犯
の
場
合
も
、

帝
国
は
、
そ
れ
を
直
接
回
復
す
る
の
で
は
な
く
、
帝
国
法
を
順
守
す
る
よ
う
促
す
の
み
で
あ
る

(ωum
一石

tg)。
し
か
し
、
帝
国
が
、
諸

国
家
に
対
し
、
自
ら
の
官
憲
的
支
配
権
を
強
制
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
、
帝
国
に
反
抗
す
る
国
家
に
は
処
罰
が
執
行
さ
れ
、
こ
の
処
罰
に
よ
っ

て
当
該
個
別
国
家
の
全
構
成
員
は
帝
国
と
関
わ
る
こ
と
と
な
る

(
g
m
E
づ
こ
こ
で
、
ラ
!
パ
ン
ト
は
、
連
邦
国
家
に
つ
い
て
の
従
来
の

支
配
的
な
概
念
規
定
で
は
、
連
邦
国
家
と
個
別
国
家
の
領
域
が
全
く
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
連
邦
の
処
罰
執
行
の
余
地
が
全
く
な
く
な

jヒ法56(5・109)2125



説

る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
連
邦
国
家
が
個
別
国
家
に
義
務
の
履
行
を
促
し
う
る
よ
う
な
領
域
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る

(開

σ白
口
弘
・
)
。

論

こ
う
し
て
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
帝
国
法
が
、
個
別
国
家
の
側
か
ら
の
法
律
の
公
布
を
伴
わ
ず
に
、
諸
国
家
そ
れ
自
体
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

所
属
員
を
も
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
帝
国
権
力
に
対
す
る
、
住
民
の
直
接
的
な
服
従
に
つ
い
て
、
個
々
人
が
、

個
別
国
家
の
支
配
権
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う

B
u
m
一
∞
。
)
。
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
観
念
は
、

国
家
連
合
と
連
邦
国
家
を
教
条
的
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
連
邦
国
家
に
お
け
る
連
邦
法
の

公
布
は
、
個
別
国
家
に
一
定
の
法
規
を
出
す
よ
う
に
命
じ
る
命
令
で
は
な
く
、
通
例
は
、
連
邦
国
家
に
よ
る
法
文
の
承
認

ω
g
g
g
で
あ
る

と
す
る

(ωom
一

gE竺
)
。
そ
し
て
、
こ
の
法
文
は
、
諸
国
家
に
対
し
て
だ
け
有
効
な
の
で
は
な
く
、
国
土
と
住
民
と
と
も
に
中
央
権
力
に

服
従
す
る
諸
国
家
内
に
お
い
て
も
有
効
な
の
で
あ
り
、
諸
国
家
自
身
、
だ
け
で
は
な
く
、
諸
国
家
に
所
属
す
る
個
々
人
を
も
拘
束
す
る
の
で
あ

る

(gga・
)
。
ラ

l
パ
ン
卜
に
よ
れ
ば
、
個
別
国
家
の
側
か
ら
の
帝
国
法
の
公
布
は
、
単
な
る
帝
国
法
の
内
容
の
告
知
で
あ
っ
て
、
個
別

(ggp)。
な
ん
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
法
を
与
え
ら
れ
る
側
が
法
を
宣
言
す
る
と

国
家
に
よ
る
承
認
の
宣
言
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

解
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

(ggp)。
こ
う
し
て
、
ラ

i
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
連
邦
国
家
に
お
い
て
、
連
邦
法
が
、
個
別

諸
国
家
の
所
属
員
を
直
接
に
拘
束
す
る
と
い
う
命
題
は
正
し
い
が
、
そ
こ
か
ら
個
別
国
家
の
所
属
員
が
個
別
国
家
の
国
家
権
力
か
ら
引
き
は

が
さ
れ
、
帝
国
権
力
に
直
接
服
従
す
る
と
い
う
よ
う
な
命
題
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
と
な
る

(ω
口
問
一
宮
)
。

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
家
連
合
と
連
邦
国
家
に
つ
い
て
、
固
有
の
行
政
や
法
の
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
両
者
を
鋭
く
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
連
邦
は
、
す
べ
て
の
方
面
で
、
こ
の
能
力
を
保
持
す
る

必
要
は
な
く
、
そ
れ
を
自
ら
執
行
す
る
か
、
個
別
国
家
に
任
せ
る
か
に
つ
い
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
g
g
E。
そ
し
て
、
ラ

l
パ

ン
ト
は
、
帝
国
権
力
は
、
通
常
は
個
別
国
家
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
仲
介
を
通
じ
て
、
国
土
と
住
民
を
支
配
す
る
と
考
え
る
べ
き

北法56(5・110)2126



で
あ
る
と
す
る

(開

Z
E
-
-

ラ

l
パ
ン
ト
が
修
正
す
べ
き
と
す
る
、
第
二
一
の
見
解
は
、
連
邦
国
家
の
統
治
が
、
個
別
国
家
の
政
府
か
ら
も
、
領
邦
議
会
か
ら
も
、
独
立

し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
ヴ
ア
イ
ツ
ら
の
前
提
で
あ
る

3
0
m
一
∞
ア
∞
M
)
0

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
個
別
国
家
に
よ
っ
て
任
命

さ
れ
た
全
権
委
任
団
は
、
そ
れ
だ
け
で
連
邦
国
家
の
全
思
考
を
排
除
す
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
、
ヴ
ア
イ
ツ
の
主
張
は
、
全
く

逆
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
は
、
連
邦
参
議
院
制
度
に
よ
っ
て
、
ヴ
ア
イ
ツ
の
言
う
よ
う
な
前
提
条
件
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
の
で

あ
る

(ggp)。
従
来
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
を
連
邦
国
家
と
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
前
提
条
件
を
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な

く
、
歴
史
的
、
政
治
的
な
目
的
適
合
性
か
ら
変
更
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
り
、
連
邦
権
力
の
組
織
を
、
連
邦
国
家
概
念
に
と
っ
て
は

ど
う
で
も
よ
い
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
不
正
確
で
あ
り
、
種
的
な
も
の
と
類
的
な
も
の
混
向
、

す
な
わ
ち
連
邦
国
家
と
複
合
的
国
家
の
混
同
で
あ
る
と
い
う

(ωum-
∞
Mag-
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
複
合
的
国
家
あ
る
い
は
諸
国
家

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

国
家
に
お
い
て
は
、
個
別
国
家
権
力
を
超
え
た
、
概
念
的
に
そ
れ
と
は
異
な
る
国
家
権
力
が
必
要
で
あ
り
、
複
合
的
国
家
に
お
け
る
国
家
権

(
お
)

力
は
、
構
成
諸
国
家
の
全
体
の
も
の
で
あ
る
場
合
と
、
諸
国
家
の
内
の
一
つ
だ
け
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
の
み
を
「
連

邦
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る

(
g
m
E・)
o

従
っ
て
、
連
邦
あ
る
い
は
連
邦
国
家
と
呼
ば
れ
る
複
合
的
国
家
組
織
に
お
い
て
、
個
別
国
家
が
、
全

体
意
思
の
形
成
や
活
動
に
関
与
し
な
い
例
は
な
い
の
で
あ
り
、
類
と
し
て
の
接
合
的
国
家
一
般
に
と
っ
て
、
二
疋
の
組
織
は
、
概
念
上
の
前

提
条
件
で
は
な
い
と
い
う
の
は
正
し
い
が
、
種
と
し
て
の
連
邦
国
家
は
、
全
体
意
思
形
成
へ
の
個
別
国
家
の
参
加
と
い
う
組
織
形
態
に
よ
り
、

概
念
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

B
Z
E
-
-

北I去56(5・lll)2127 

ヘ
!
ネ
ル
が
新
た
に
打
ち
出
し
た
、
次
の
よ
う
な
連
邦
国
家
の
定
義
で
あ
る

つ
ま
り
、
連
邦
国
家
と
個
別
国
家
の
関
係
を
め
ぐ
り
、
主
権
分
割
や
国
家
的
任
務
の
機
械
的
な
分
断
を
説
く
従
来
の
通
説

に
反
対
し
、
国
家
概
念
を
、
個
別
国
家
か
連
邦
国
家
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
に
認
め
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
な
地
位
に
お
い
て
、

ラ

l
パ
ン
ト
が
修
正
す
べ
き
と
す
る
第
四
の
見
解
は
、

(
ω
U河
口
∞
凶
)
。



説

そ
の
両
方
に
同
時
に
認
め
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
、
両
者
の
有
機
的
な
相
互
関
係
や
、
両
者
の
計
画
的
な
協
働
の
中
に
見
出
し
、

こ
の
両
者
の
結
合
体
と
し
て
の
連
邦
国
家
を
、
国
家
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
定
義
で
あ
る

(開

Z
E・
)
。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の

~/'、~
員岡

解
釈
は
、
国
家
を
単
な
る
客
観
的
制
度
と
し
て
考
え
る
場
合
に
は
正
し
い
が
、
連
邦
国
家
概
念
の
法
学
的
発
展
の
原
理
と
し
て
は
、
不
十
分

な
も
の
で
あ
る
と
い
う

3
0
m
一
己
'
宝
)
。
と
い
う
の
も
、
法
学
的
に
は
、
国
家
を
法
主
体
と
し
て
も
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
連
邦
国
家
と

個
別
国
家
を
、
共
に
、
支
配
権
や
官
憲
的
権
限
の
主
体
と
し
て
対
置
し
、
両
者
の
権
利
領
域
を
境
界
づ
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る

(ggε
。
日
ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
個
別
国
家
は
、
そ
の
臣
下
や
領
域
に
対
し
て
、
特
有
の
官
憲
的
支
配
権
限
を
持
っ
て
お
り
、
連

邦
国
家
も
個
別
国
家
も
、
そ
れ
ら
個
別
の
立
場
に
お
い
て
は
国
家
に
他
な
ら
な
い
が
、
個
別
国
家
は
、
非
主
権
的
で
あ
る
為
に
、
連
邦
国
家

に
従
属
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
宙

g
E・
)
。
そ
れ
に
対
し
、
へ

l
ネ
ル
が
言
う
よ
う
に
、
両
者
の
全
体
を
国
家
と
見
な
し
、
連
邦
国

家
に
全
体
と
し
て
の
有
機
体
を
み
と
め
、
そ
の
中
で
個
別
国
家
に
一
定
の
機
能
を
割
り
当
て
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
連
邦
国
家
と
非
集

権
的
単
一
国
家
の
差
異
は
な
く
な
り
、
個
別
国
家
は
連
邦
国
家
の
一
施
設
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

(Boz-)。
ま
た
、
も
し
文
化
的
任

務
の
全
総
体
を
満
た
す
ア
ン
シ
ユ
タ
ル
ト
と
し
て
の
国
家
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
連
邦
国
家
と
個
別
国
家
の
協
働
に
よ
る
だ
け
で

は
完
全
で
は
な
く
、
郡
内
呂
田
や
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
は
じ
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
他
の
自
治
体
も
、
全
体
と
し
て
の
有
機
体
の
本
質
的

へ
i
ネ
ル
の
議
論
で
は
、
こ
れ
ら
も
ま
た
「
国
家
そ
の
も
の
」
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
批

判
す
る
の
で
あ
る

(EOE--
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
連
邦
国
家
の
本
質
は
、
個
々
の
国
家
的
な
個
別
存
在
が
、
構
成
員
と
し
て
前
提

(
お
)

さ
れ
る
こ
と
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
へ

1
ネ
ル
の
概
念
規
定
で
は
、
第
一
に
、
連
邦
国
家
に
認
め
ら
れ
た
高
権
が
、
個
別
国
家
に
対

し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
連
邦
国
家
権
力
が
、
人
格
と
捉
え
ら
れ
る
個
別
国
家
に
規
範
を
与
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
個
々
の
国
家
所

属
員
を
間
接
支
配
す
る
こ
と
、
の
二
点
が
明
確
に
現
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る

3
0
m
一
∞
令
虫
)
。
従
っ
て
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
連
邦
国
家
概

念
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
著
作
家
の
中
で
、
へ

i
ネ
ル
の
議
論
が
、
自
ら
に
最
も
近
い
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
連
邦
国

な
構
成
要
素
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、

北法56(5・112)2128 



家
と
個
別
国
家
を
、
共
に
国
家
的
な
権
利
義
務
の
主
体
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た

(
g
s
E。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
連
邦
国
家
概
念
を
提
示
し
た
上
で
、
次
に
、
そ
の
連
邦
国
家
概
念
を
、
ど
の
よ
う
に
、
新
生
ド

イ
ツ
帝
国
に
適
用
し
、
帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
と
取
り
組
む
。

帝
国
と
個
別
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
の
ラ

i
パ
ン
ト
の
理
解

(
1
)
帝
国
権
力
の
主
体

第二帝政創立期ドイツの政治思組 (3) 

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
国
家
が
公
法
上
の
法
人
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
国
家
権
力
の
主
体
は
誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る

が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
君
主
や
人
民
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
誰
か
で
は
な
く
、
「
国
家
自
身
」
が
国
家
権
力
の
主
体
で
あ
る
と
答
え

る
し
か
な
い

(ωumhasま
)
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
か
ら
、
法
お
よ
び
権
利
の
主
体
と
な
る
資
格
を
奪
う
な
ら
ば
、
国
家
は
他
人
の
権
利
の

対
象
と
な
る
か
、
個
々
人
あ
る
い
は
、
そ
の
う
ち
の
多
数
者
の
権
限
の
総
和
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
か
で
あ
り
、
国
家
権
力
を
、
国
家
す
な

わ
ち
「
有
機
的
共
同
体
」
自
身
に
で
は
な
く
、
君
主
や
議
会
、
あ
る
い
は
両
者
の
協
働
ゃ
、
国
家
自
体
か
ら
概
念
上
区
別
さ
れ
る
そ
れ
以
外

の
主
体
な
ど
に
付
与
す
る
と
き
、
官
憲
的
支
配
権
の
主
体
と
し
て
の
国
家
人
格
は
消
滅
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

(
g
g
E。
そ
し
て
、

こ
の
原
理
を
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
帝
国
権
力
の
主
体
は
、
ド
イ
ツ
の
個
別
諸
国
家
の
全
体
を
基
礎
と
す
る
、
自
立
的
な
理

念
上
の
人
格
と
し
て
の
帝
国
自
体
で
あ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う

(gga)。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、

国
法
上
の
組
合
と
し
て
結
合
し
た
、
個
々
の
ド
イ
ツ
諸
国
家
に
、
帝
国
権
力
を
認
め
る
と
い
う
解
釈
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
で

は
、
帝
国
の
国
家
的
性
格
や
帝
国
の
高
権
の
自
立
性
が
総
じ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る

(
切
ロ
河
口
∞
叫
)
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
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説

解
釈
は
、

一
見
、
個
別
国
家
に
有
利
な
よ
う
に
見
え
る
が
、
諸
国
家
を
解
消
で
き
な
い
組
合
の
構
成
員
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
別
国
家

の
権
利
は
、
実
際
上
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
い
う

(
g
g
E。

論

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
法
人
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
意
思
お
よ
び
行
為
能
力
を
も
つ
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
意
思
行

為
や
法
的
行
為
が
、
法
人
自
身
の
意
思
お
よ
び
法
的
行
為
と
み
な
さ
れ
う
る
よ
う
な
、
意
思
行
為
能
力
を
も
っ
た
機
関
を
必
要
と
す
る

3
0
m
h
s
'
g
)。
す
な
わ
ち
、
即
自
か
つ
対
自
的
に
意
思
行
為
能
力
を
持
つ
、
国
家
権
力
の
担
い
手
の
必
要
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る

B
Z
E
-
-
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
担
い
手
は
「
主
権
者
」
と
呼
ば
れ
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
時
代
に
お
い
て
、
唯
一
問
題
と
な
る
国

家
形
態
に
よ
れ
は
、
国
家
権
力
の
担
い
手
は
、

一
個
人
つ
ま
り
君
主
か
、
国
家
の
全
構
成
員
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
い
う

(ggp)0

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
は
、
後
者
の
原
理
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
帝
国
主
権
の
担
い
手
は
、
帝
国
の
全
構
成
員
で
あ
っ
て
、

皇
帝
で
は
な
い
と
さ
れ
る
(
開

Z
E
-
-
つ
ま
り
、
帝
国
の
構
成
員
は
、
個
々
の
公
民
で
も
、
帝
国
権
力
の
集
合
的
な
担
い
手
で
も
な
く
、

個
々
の
個
別
諸
国
家
な
の
で
あ
り
、
個
別
諸
国
家
は
、
全
体
と
し
て
、
帝
国
権
力
に
関
与
す
る
と
い
う
の
で
あ
る

3
u
m
h
g
'き
)
。
ラ

l

パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
関
与
は
、
民
主
政
に
お
い
て
、
完
全
な
権
利
を
も
っ
国
家
公
民
が
、
国
家
権
力
に
対
し
て
持
つ
も
の
と
同
様
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
四
千
万
人
の
構
成
員
か
ら
な
る
法
人
な
の
で
は
な
く
、

二
十
五
の
構
成
員
か
ら
成
る
法
人
で
あ
る

(開

Z
E
-
-
そ
し

(
g
m
E・
)
。
自
由
都
市
に
お
い
て
は
、
自
由
な
公
民
団
切
位
『
加

gnv急
が
、
そ

れ
以
外
の
ド
イ
ツ
諸
国
に
お
い
て
は
、
領
邦
君
主
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
各
個
別
国
家
権
力
の
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
帝
国
の
構
成
員
で
あ
り
、

て
こ
の
帝
国
構
成
員
は
、
再
び
国
家
で
あ
り
、
法
人
で
あ
る

従
っ
て
全
体
に
お
け
る
帝
国
主
権
の
担
い
手
で
あ
り
所
有
者
で
あ
る
こ
と
と
な
る

(開

-umEe)。
む
ろ
ん
、
ラ

1
.ハ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ド
イ

ツ
帝
国
は
、
君
主
連
合
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
諸
国
家
よ
り
成
る
連
邦
国
家
で
あ
り
、
各
領
邦
君
主
は
、
私
人
と
し
て
の
個
人
的
人
格
に
お
い

れて
るで
は
帝な
国く
構
成田
員家
貨の
格首
c長
イT お
使ょ
とび
しド
てィ
のザ
国諸
窒国
~.t\1 -=--

Z ? 
はぞ

き帝
れ国
以格

安方

話2
巳而l

杢IJ)
!ス担
自主
筆E
iー 大津1-r ;-
為匂
と下両

密宮
主主 ロ
』民0.

"士。
びそ
っし
いて
て、

おこ
りこ
、で

従行
つわ
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て
、
こ
れ
ら
の
国
家
的
行
為
は
、
そ
の
政
治
的
お
よ
び
法
的
な
答
責
性
を
、
各
国
家
の
国
法
に
対
し
て
持
つ
こ
と
と
な
る
と
い
う

3
0
m

。
。
，
虫
)
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
連
邦
参
議
院
の
全
権
代
表
団
へ
の
訓
令
と
い
っ
た
、
各
個
別
国
家
に
よ
る
帝
国
構
成
員
資
格
の
行
使
は
、
帝

国
の
統
治
事
項
な
の
で
は
な
く
、
個
別
国
家
の
統
治
事
項
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
適
法
性
は
、
各
個
別
国
家
の
国
法
、
と
り
わ
け
、
大

臣
答
責
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う

B
u
m
一
2
E
B
)
。
た
だ
し
、
連
邦
参
議
院
に
お
け
る
投
票
の
法
的
有
効
性
は
、
各

国
が
派
遣
し
た
全
権
代
表
団
に
対
す
る
、
形
式
的
な
資
格
認
定
を
そ
の
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
訓
令
が
各
個
別
国
家
の
国
法
に
照
ら
し
て

適
法
か
ど
う
か
と
い
う
実
質
的
な
問
題
は
、
連
邦
参
議
院
に
お
け
る
投
票
の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
(
開

Z
E
-
-

こ
う
し
て
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
帝
国
権
力
へ
の
個
別
国
家
の
参
加
と
い
う
側
面
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
個
別
国
家
に
主
権
の
特
徴
を
付

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
(
切
り
岡
山
一
志
)
。
む
ろ
ん
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
個
別
国
家
自
身
が
、

帝
国
に
対
し
て
、
単
独
で
主
権
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
前
述
の
通
り
、
主
権
の
制
限
も
主
権
の
分
割
も
不
可
能

で
あ
る
以
上
、
個
別
国
家
は
、
自
ら
の
領
域
内
に
お
い
で
す
ら
主
権
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
自
ら
が
、
そ
の
一
部
で
あ
る
よ
う
な
全
体

に
服
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
ド
イ
ツ
諸
国
家
は
全
体
と
し
て
」
主
権
を
有
す
る
(
肘
ず
g
p
)
。
つ
ま
り
、
「
個
別
国
家
の
帝
国
に
対

す
る
関
係
」
で
は
な
く
、
「
個
別
国
家
の
帝
国
権
力
へ
の
参
与
の
関
係
」
を
問
題
と
す
る
時
、
個
別
国
家
は
主
権
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と

い
う
の
で
あ
る

3
0河
川
主
)
。
従
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
や
連
邦
参
議
院
、
帝
国
議
会
を
、
「
帝
国
権
力
の
担
い
手
」
と
呼

ぶ
、
多
く
の
著
作
家
た
ち
は
、
帝
国
権
力
の
主
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
た
見
解
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、

主
権
権
力
の
担
い
手
と
帝
国
政
府
の
機
関
の
混
同
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
十
分
な
の
で
あ
る

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

(2)
帝
国
に
対
す
る
個
別
国
家
の
従
属
関
係

(開

Z
E
-
-
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説

ラ
l
パ
ン
卜
は
、
帝
国
権
力
に
対
す
る
個
別
国
家
の
従
属
関
係
に
つ
い
て
は
、
三
重
の
異
な
る
関
係
が
あ
る
と
す
る

(gga・
)
。
ま
ず
、

論

そ
の
第
一
は
、
個
別
国
家
の
地
位
が
、
せ
い
ぜ
い
帝
国
の
行
政
区
域
に
と
ど
ま
る
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
こ
の
関
係
に
お
い
て
は
、
当
該
高

権
に
対
す
る
個
別
国
家
の
活
動
は
止
め
ら
れ
、
帝
国
は
、
自
ら
の
補
助
手
段
に
よ
っ
て
そ
の
任
務
を
果
た
し
、
帝
国
の
権
利
は
、
自
立
的
か

っ
直
接
的
に
有
効
で
あ
る

3
0岡
山
一
室
。
ま
)
。
こ
の
関
係
に
-
該
当
す
る
の
は
、
ま
ず
、
帝
国
立
法
に
お
い
て
、
帝
国
法
が
概
念
上
の
必
然
性

を
伴
い
な
が
ら
、
帝
国
に
よ
る
公
布
に
よ
っ
て
そ
の
拘
束
力
を
も
っ
場
合
で
あ
る
(
開

σgp)。
そ
し
て
、
国
家
行
政
の
個
別
の
分
野
に
つ

い
て
も
、
領
事
館
や
外
交
事
項
、
海
軍
、
郵
便
お
よ
び
電
報
な
ど
の
分
野
で
は
、
帝
国
は
、
個
別
国
{
永
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
自
前
の
機
構
を
形
成
す
る
と
い
う

(ggp)。

次
に
、
帝
国
権
力
に
対
す
る
個
別
国
家
の
従
属
関
係
の
第
二
は
、
個
別
国
家
が
、
帝
国
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
規
範
や
帝
国
の
監
督
の
下

で
、
帝
国
権
力
の
貫
徹
や
適
用
を
仲
介
す
る
「
自
治
体

F
5
2
5
2岳
吉
駒
田
広
号
伺
司
」

(
ω
o
m
L
S
)
と
な
る
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、

(ωUMN

一。凶
)

0

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
言
う
「
自
治
体
」
と
は
、
通
説
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
意
味
合
い
を
付
与
さ
れ
て
い
る

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
「
自
治
」
の
通
説
的
理
解
と
し
て
、
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
グ
ナ
イ
ス
ト
(
刃
包
。
民
〈

S
O
5
2
)
の
自
治
概
念
を
取
り
あ

げ
る

(ggp)。
こ
こ
で
、
「
自
治
」
は
、
「
個
人
的
な
名
誉
職
が
、
地
方
自
治
体
の
土
地
税
を
通
じ
た
費
用
調
達
の
も
と
、
郡
や
村
落
ゲ

マ
イ
ン
デ
の
内
部
で
、
領
邦
法
に
則
っ
て
執
り
行
う
領
邦
行
政
」
と
定
義
さ
れ
、
自
治
の
体
系
は
、
国
家
と
社
会
の
聞
の
中
間
構
造
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
と
い
う

(ggp)。
-
ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
グ
ナ
イ
ス
ト
に
お
い
て
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
「
自
治
」
は
、
英
国

内
の
様
々
な
社
会
階
級
の
利
己
的
な
利
害
関
係
を
、
国
家
の
法
秩
序
に
服
さ
せ
る
た
め
の
有
力
な
手
段
で
あ
る
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
上
司
が
人
事
権
を
掌
握
す
る
結
果
、
容
易
に
党
派
行
政
と
な
っ
て
し
ま
う
「
大
臣
行
政
」
と
対
置
さ
れ
た
の
で
あ
る

(ω
ロ岡山

ヨE
ま
)
。
そ
し
て
、
こ
の
名
誉
職
の
養
成
を
、
「
法
治
国
家
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
点
で
あ
る
」
と
す
る
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
自
治
概
念
は
、
瞬

く
聞
に
支
配
的
と
な
り
、
名
誉
職
に
よ
る
行
政
と
自
治
を
同
一
視
す
る
見
方
が
一
般
的
と
な
っ
た
と
い
う
(
開

Z
E・
)
。
し
か
し
、
ラ

l
パ
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ン
ト
に
よ
れ
ば
、
官
吏
の
給
与
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
「
給
与
」
の
定
義
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
「
自
治
」
の
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー

ル
と
は
言
え
な
い

3
0
m
一
ま
'S)
。
と
い
う
の
も
、
官
吏
任
免
の
公
正
さ
や
法
に
則
っ
た
官
憲
機
能
の
行
使
、
独
立
し
た
裁
判
所
に
よ
る

法
の
支
配
、
地
方
分
権
な
ど
、
「
自
治
」
の
特
慣
と
し
て
通
説
が
あ
げ
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
職
業
官
吏
に
よ
る
行
政
に
も
適
用
可
能
だ
か

ら
で
あ
る
(
開

AZE--
さ
ら
に
、
官
憲
的
な
自
己
統
治
の
体
系
と
、
経
済
的
な
自
治
の
体
系
を
区
別
す
る
グ
ナ
イ
ス
ト
の
構
成
は
、
自
治

の
法
学
的
内
容
と
は
関
わ
り
が
な
い
(
切
り
知
一
嘉
'
事
)
。
ラ

i
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ナ
イ
ス
ト
の
構
成
で
は
、
「
無
給
で
あ
り
自
由
」

と
い
う
公
民
の
自
立
性
に
よ
っ
て
自
治
概
念
を
規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
し

権
を
行
使
す
る
官
憲
的
機
能
と
か
か
わ
る
こ
と
を
忘
れ
る
と
、
そ
の
本
質
を
見
誤
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
高

u
m
一
ヨ
a
温)。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
団
法
上
の
自
治
概
念
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
「
自
治
」
を
、
国
家
と
社
会
の
中
間
構
造
と
見
な

(ωom
一
志
ム

2
)
、
自
治
が
、
国
家
高

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

す
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
国
家
と
臣
下
の
聞
の
中
間
構
造
と
見
な
す
観
点
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

3
0
m
-
-
2
h
H
C
M
)
0

つ
ま
り
、
「
自
治
」
と
は
、
国
家
が
、
官
憲
的
支
配
権
を
直
接
的
に
行
使
す
る
代
わ
り
と
し
て
、
国
家
に
対
し
て
、
特
別
な
公
的
権
利
領
域

を
持
ち
、
国
家
に
服
し
つ
つ
も
、
国
家
と
は
概
念
上
区
別
さ
れ
る
よ
う
な
人
格
に
、
国
家
の
官
憲
的
支
配
権
の
行
使
を
委
託
す
る
こ
と
で
あ

(開

σ
n
E・
)
。
し
た
が
っ
て
、
「
自
治
」
は
、
国
家
的
な
任
務
遂
行
に
お
け
る
、
国
家
の
自
己
制
限
に
基
づ
い
て
い
る
の

る
と
い
う
の
で
あ
る

で
あ
り
、
「
自
治
」
に
個
々
の
公
民
の
自
由
な
活
動
を
見
る
こ
と
は
、
全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
と
な
る

く
ま
で
も
臣
下
と
し
て
、
官
憲
的
権
利
の
客
体
と
し
て
、
自
治
機
関
に
対
峠
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

ン
ト
に
よ
れ
ば
、
自
治
体
の
権
限
の
法
的
源
泉
は
、
国
家
の
主
権
的
支
配
権
で
あ
り
、
自
治
体
は
、
国
家
の
監
督
の
も
と
、
そ
の
自
立
的
な

(
g
g
E。
個
々
の
公
民
は
、
あ

(開

Z
E・)。

つ
ま
り
、
ラ
l
パ

北法56(5・ll7)2133 

運
用
を
任
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
政
が
、
職
業
官
吏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
名
誉
職
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
の
か
と
い
う
違
い
は
、
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い

3
0
m
一】

S
E
5
5
0
こ
う
し
て
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
「
自
治
」
を
、
国
家
自

身
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
国
家
に
服
従
す
る
が
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
自
立
的
な
団
体
や
個
人
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
、
官
憲
的
行
政
で



説

あ
る
と
定
義
づ
け
る
の
で
あ
る

(ggp)o-ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
個
別
国
家
は
、
憲
法
第
四
条
が
示
す
よ
う

な
、
帝
国
の
主
権
的
立
法
や
監
督
の
も
と
で
行
政
を
行
う
、
自
立
的
な
一
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
で
帝
国
は
、
主
権
権
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
直

北i;lミ56(5・118)2134 

論

接
的
に
行
政
を
行
う
の
で
は
な
く
、
帝
国
の
権
限
は
、
規
範
を
立
て
て
そ
の
道
守
を
監
督
す
る
こ
と
に
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
法
の
執
行

は
、
個
別
国
家
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
(
∞

u
m
L
O十
5
3
0
む
ろ
ん
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
帝
国
と
個
別
国
家
の
第
一
の
関
係
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
帝
国
憲
法
自
体
が
、
個
々
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
原
理
を
破
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
憲
法
第
七
八
条
に
よ
り
、

憲
法
自
体
を
修
正
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
帝
国
は
、
個
別
国
家
に
委
ね
る
自
治
の
範
囲
を
自
由
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

(開

σ目
白
色
・
)
。

帝
国
権
力
に
対
す
る
個
別
国
家
の
従
属
関
係
に
つ
い
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
挙
げ
る
第
三
の
関
係
は
、
個
別
国
家
が
公
権
の
大
き
な
範
囲
を

維
持
し
、

一
定
程
度
自
立
し
た
自
由
な
立
場
と
な
る
も
の
で
あ
る

3
0
m
一
5
u
'
5
2
0
こ
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
個
別
国
家

自
身
の
組
織
構
成
や
、
王
位
継
承
法
お
よ
び
選
挙
法
の
規
定
、
官
僚
機
構
お
よ
び
州
、
郡
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
体
制
の
規
定
や
、
直
接
税
の
全
領

域
、
教
育
制
度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う

(ggp)o-ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
個
別
国
家
は
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
は
、
帝
国

の
立
法
に
も
監
督
に
も
服
さ
ず
、
「
固
有
の
権
利
息
山
口

g
宮
町
宮
」
に
よ
っ
て
、
自
治
体
と
は
異
な
る
、
自
由
で
自
立
し
た
立
場
に
あ
り
、
自

ら
の
意
思
お
よ
び
行
為
の
自
由
を
備
え
た
、
自
立
的
な
法
主
体
で
あ
る
(
開

σ
B
E
G
-フ
l
パ
ン
ト
は
、
個
別
国
家
が
こ
の
よ
う
な
自
立
性

を
持
つ
と
い
う
点
に
、
複
合
的
国
家
と
分
権
的
統
一
国
家
の
差
異
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
帝
国
は
、
憲
法
第
七
八
条
に
よ
り
、
一
方
的
に

憲
法
を
変
更
し
、
個
別
国
家
か
ら
権
限
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
の
「
自
立
性
」
に
は
一
定
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
る

と
い
う

(ggp)。
-
ア
ー
バ
ン
卜
に
よ
れ
ば
、
個
別
国
家
は
、
あ
く
ま
で
も
帝
国
の
承
認
を
通
じ
て
の
み
官
憲
的
権
利
を
行
使
で
き
る
の

で
あ
り
、
個
別
国
家
に
主
権
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
第
二
の
関
係
に
お
け
る
個
別
国
家
の
地
位
(
自
治
体
と
し
て
の
地
位
)

と
特
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
個
別
国
家
が
単
な
る
帝
国
の
自
治
体
(
そ
こ
で
は
帝
国
が
行
政
の
法
規
範
を
立
て
る
)
で
は
な
く
、
自
ら
行
政



の
法
的
規
範
を
立
て
、
行
政
の
目
的
や
手
段
を
法
的
に
規
定
す
る
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
、
自
己
立
法
と
い
う
意
味
で
の
「
自
律
」
を
行
う

(
ω
o
m
L
ま
'
5
3
0
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
法
学
上
の
概
念
と
し
て
の

と
い
う
点
で
、
第
二
の
関
係
と
第
三
の
関
係
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る

「
自
律
」
を
、
「
主
権
の
欠
如
し
た
立
法
権
力
」
と
い
う
、
非
主
権
的
な
公
法
上
の
権
力
を
前
提
と
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
権
力
は
単
な
る

権
限
の
移
譲
で
は
な
く
、
自
ら
の
権
利
に
よ
り
、
拘
束
力
を
も
っ
法
規
範
を
立
て
る
資
格
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

(
ω
o
m
L
C∞)
0

こ
こ
で
、
個
別
国
家
が
持
つ
立
法
権
力
に
、
主
権
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
、
憲
法
第
七
八
条
第
一
項
に
よ
り
、
主
権
者
が
「
自
律
」
に
加

え
る
制
限
内
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
憲
法
第
二
条
に
よ
り
、
主
権
者
が
反
対
す
る
法
規
範
を
立

て
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
(
開

Z
E・)
o

こ
う
し
て
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
「
自
律
」
で
あ
る

限
り
に
お
い
て
、
個
別
諸
国
家
に
は
完
全
な
行
政
(
統
治
)
権
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る

(
g
s
E。

3
)
個
別
諸
国
家
の
権
利

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
諸
国
家
よ
り
成
る
公
法
上
の
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
」
と
い
う
連
邦
国
家
の
本
質
か
ら
、
個
別
諸
国
家
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
権
利
と
そ
れ
に
対
応
す
る
義
務
を
持
つ
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
個
別
国
家
の
諸
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
が
同
じ
法

的
本
質
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
以
下
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

B
u
m
L
o
g。

そ
の
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
連
邦
の
構
成
員
資
格
に
伴
う
諸
権
利
で
あ
る

(ggp)OFア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
法
人
に

お
け
る
構
成
員
資
格
は
、
諸
種
の
権
利
義
務
の
複
合
体
で
あ
り
、
個
々
の
権
限
と
義
務
に
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(ggp)。
そ

し
て
、
こ
の
権
利
義
務
は
、
団
体
規
約
択
O
G
O
E
Sロ田
H
〈

R
E
E
S
の
直
接
の
反
映
で
あ
り
、
個
々
の
構
成
員
に
対
す
る
団
体
規
約
の
効
果

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
も
妥
当
す
る

で
あ
る
と
い
う

(ggp)0

(
ω
u
m
L
S
s
=。
)
。
帝
国
は
、

北法56(5・119)2135



説

任
務
遂
行
に
必
要
な
高
権
を
、
個
別
国
家
か
ら
奪
う
が
、
同
時
に
そ
の
高
権
を
、
個
別
国
家
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
運
用
す
る
義
務
を
負
う

(ggp)。
例
え
ば
、
個
別
国
家
が
、
軍
事
お
よ
び
財
政
負
担
を
負
う
の
に
対
し
、
帝
国
は
、
外
交
上
お
よ
び
軍
事
上
、
個
別
国
家
を
保

護
す
る
義
務
を
負
う
と
と
も
に
、
裁
判
、
交
通
、
通
商
、
通
信
等
に
お
い
て
、
領
域
内
の
全
ド
イ
ツ
人
民
に
対
し
、
平
等
な
福
祉
を
提
供
す

る
義
務
を
負
う
の
で
あ
る

(ggp)。
そ
し
て
、
個
別
国
家
の
構
成
員
資
格
に
は
、
連
邦
参
議
院
に
お
け
る
投
票
や
、
帝
国
議
会
へ
の
代

表
選
出
、
個
別
国
家
構
成
員
の
帝
国
官
職
へ
の
就
任
な
ど
を
通
じ
て
、
帝
国
の
諸
機
関
に
参
/
加
す
る
権
利
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る

ーちb.
ロ岡

ニ
。
，
=
】
)
。
そ
し
て
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
諸
権
利
は
、
帝
国
憲
法
の
直
接
の
効
果
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
権
利
の
本
質
か
ら
、
以

下
の
二
つ
の
法
的
命
題
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う

(
ω
u
m
Lニ
)
。
ま
ず
第
一
は
、
以
上
の
よ
う
な
構
成
員
資
格
に
含
ま
れ
て
い
る
個
別
国

家
の
諸
種
の
権
利
義
務
は
、
帝
国
に
対
す
る
個
別
国
家
の
既
得
権
な
の
で
は
な
く
、
憲
法
改
正
お
よ
び
法
改
正
に
よ
り
、
帝
国
が
ほ
ぼ
一
方

的
に
変
更
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(ωum
一
ご
ナ
ニ
N
)
。
そ
し
て
第
二
は
、
構
成
員
と
し
て
の
諸
種
の
権
利
義
務
に
関
し
、

す
べ
て
の
個
別
国
家
に
同
じ
法
文
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
構
成
員
は
相
互
に
平
等
で
あ
る
が
、
残
り
の
す
べ
て
の
個
別
国

家
の
承
認
の
も
と
で
、
あ
る
固
に
特
権
を
与
え
た
り
、
当
該
国
の
同
意
の
も
と
で
、
あ
る
固
に
特
別
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る

(
切
り
河
一
ニ
N
a
-
-
u
)

。

個
別
諸
国
家
が
持
つ
諸
権
利
の
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
全
体
と
の
関
係
に
お
い
て
、
個
別
国
家
に
有
利
な
逸
脱
を
形
成
す
る
よ
う
な
、

個
々
の
構
成
員
の
諸
特
権
で
あ
る

3
0
m
L
己目
=
ι
)
。
ラ
ー
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
特
権
は
、
合
憲
的
あ
る
い
は
合
法
的
な
原
理
の
適

用
に
で
は
な
く
、
そ
の
非
適
用
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
憲
法
の
反
射
効
で
は
な
く
、
憲
法
の
修
正
で
あ
る
(
間
宮
邑
・
)
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
全
体
と
の
関
係
に
お
け
る
構
成
員
の
諸
権
利
で
あ
り
、
帝
国
と
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
の
外
部
に
お
い
て
、
個
別
諸
国

家
に
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
で
は
な
い
と
す
る

(
g
g
E。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
特
権
は
、
確
か
に
構
成
員
資
格
の
亜
種
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
が
、
単
純
に
構
成
員
資
格
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
特
別
な
権
原
を
必
要
と
す
る
と
い
う

(
g
g
E。
す
な
わ
ち
、

北法56(5・120)2136

ωum 



帝
国
と
個
別
国
家
の
聞
の
条
約
、
あ
る
い
は
、
憲
法
の
規
定
や
実
定
法
の
規
定
、
連
邦
参
議
院
に
よ
る
自
ら
の
権
限
内
の
決
定
と
い
っ
た
、

帝
国
の
立
法
行
為
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
(
開

Z
E
-
-

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
特
権
に
は
、
個
別
諸
国
家
に
高
権
が
留
保
さ
れ
、
帝
国
の
権
限
を
制
限
す
る
内
容
の
も
の

(ωom 

=
ι
'
=
。
)
と
、
帝
国
の
組
織
に
関
し
て
、
個
別
諸
国
家
を
優
遇
す
る
内
容
の
も
の

3
0
-
N
u
-
-
3
、
さ
ら
に
、
個
別
諸
国
家
を
財
政
上
優

遇
す
る
内
容
の
も
の

(ggp)
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
権
の
本
質
は
、
当
該
国
家
の
同
意
の
も
と
で
の
み
廃
止
で
き
る
こ
と
に

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

あ
る

(ωom
一
-
コ
ム
戸
∞
)
。
こ
れ
ら
の
特
権
廃
止
に
つ
い
て
は
、
個
別
国
家
に
よ
る
実
際
上
の
断
念
で
十
分
な
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の

特
権
は
、
憲
法
の
構
成
要
素
で
も
あ
る
た
め
、
憲
法
第
七
八
条
第
一
項
の
改
憲
手
続
き
を
必
要
と
す
る
と
い
う

(ωum
一
=
5
0
そ
し
て
、

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
特
権
を
廃
止
あ
る
い
は
制
限
す
る
法
律
に
対
す
る
、
当
該
個
別
国
家
の
同
意
は
、
連
邦
参
議
院
に
お
け
る
そ
の
法

案
へ
の
賛
成
で
十
分
で
あ
り
、
領
邦
議
会
の
事
前
承
認
や
事
後
承
認
は
必
ず
し
も
必
要
と
は
き
れ
な
い

3
u
m
一
=
@
ム
N
O
)
。
と
い
う
の
も
、

帝
国
の
意
思
は
、
個
別
諸
国
家
の
意
思
の
集
合
で
は
な
く
、
統
一
的
で
自
立
的
な
全
体
意
思
で
あ
り
、
個
別
諸
国
家
が
、
連
邦
参
議
院
の
採

決
の
場
に
お
い
て
意
思
を
表
明
す
る
と
い
う
以
外
の
方
法
で
、
帝
国
の
決
定
に
関
わ
る
こ
と
は
、
憲
法
上
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

(
g
g
E。
従
っ
て
、
憲
法
第
七
八
条
の
規
定
を
道
守
し
た
帝
国
法
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
当
該
個
別
国
家
の
領
邦
議
会
が
特
権
廃
止
に

反
対
し
た
と
し
て
も
、
領
邦
法
に
対
す
る
帝
国
法
の
優
越
を
定
め
た
憲
法
第
二
条
に
よ
っ
て
、
効
力
を
持
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る

(
関
宮
邑
・
)
。
た
だ
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
個
別
国
家
に
よ
る
特
権
廃
止
の
意
思
表
明
は
、
帝
国
の
構
成
員
と
し
て
の
立
場
と
、
帝

国
に
対
し
自
立
的
に
対
峠
す
る
法
主
体
と
し
て
の
立
場
と
い
う
こ
重
の
資
格
に
お
い
て
行
わ
れ
る

(
ω
o
m
L
M
Oム
M-)。
そ
し
て
、
後
者
の

資
格
に
お
け
る
領
邦
政
府
の
行
動
は
、
帝
国
の
国
法
上
の
業
務
な
の
で
は
な
く
、
個
別
国
家
の
国
法
上
の
業
務
な
の
で
あ
り
、
各
個
別
国
家

北法56(5・121)2137 

の
国
法
上
の
規
範
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
g
g
E。
そ
れ
ゆ
え
、
領
邦
政
府
が
、
連
邦
参
議
院
に
お
い
て
、
自
ら
の
国
法

の
規
定
に
反
し
て
賛
成
を
表
明
し
た
場
合
は
、
当
該
の
領
邦
政
府
は
、
自
ら
の
領
邦
法
に
よ
り
、
そ
の
責
任
を
追
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
表
明



説

に
基
づ
く
帝
国
法
は
、
や
は
り
拘
束
力
を
も
っ
と
さ
れ
る
(
開

Z
E・)。

個
別
諸
国
家
が
持
つ
諸
権
利
の
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
連
邦
構
成
諸
国
家
が
、
連
邦
の
権
限
の
外
に
あ
る
個
別
存
在
と
し
て
も
つ
諸
権

で
あ
る

(
ω
o
m
L
M
工
MM)
。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
あ
る
団
体
択
。
号
。
E
5
2
に
お
け
る
構
成
員
資
格
は
、
そ

告企為

員同

利

(
E
S
百回開
c
-
0
2
8
)

の
構
成
員
の
権
利
領
域
を
す
べ
て
吸
収
し
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
各
構
成
員
は
、
よ
り
高
次
の
全
体
の
一
部
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
立
的
人
格
を
伴
う
個
別
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
や
め
る
わ
け
で
は
な
い

(ggp)。
従
っ
て
、
全
体
と
の
関
係
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る

構
成
員
の
諸
権
利
と
、
個
々
の
特
殊
人
格
と
し
て
の
構
成
員
に
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
の
分
離
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
境
界
線
は
、
団

体
の
権
限
に
よ
っ
て
詳
し
く
規
定
さ
れ
る
と
い
う

(ggp)。
一
ア
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
団
体
の
権
限
に
入
ら
な
い
と
さ
れ
た
す

べ
て
の
も
の
は
、
構
成
員
が
個
別
存
在
と
し
て
も
つ
諸
権
利
(
同
日

2
5宮
Z
E
B
)
の
領
域
を
形
成
す
る
(
開

σ
g
E。

ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
、
団
体
の
本
質
か
ら
生
じ
る
一
般
命
題
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
と
し
、
個
別
諸
国
家
は
、

帝
国
に
完
全
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
帝
国
が
権
限
を
持
つ
範
囲
内
で
は
、
帝
国
の
構
成
員
と
し
て
帝
国
の
法
的
権
力
に
参
加
す
る
が
、

帝
国
の
権
限
が
排
除
さ
れ
る
範
囲
に
お
い
て
は
、
諸
国
家
は
公
法
上
の
個
人
的
人
格
、
す
な
わ
ち
、
個
別
存
在
と
し
て
、
国
家
権
力
の
主
体

で
あ
る
と
い
う
(
思

gp)。
そ
し
て
、
諸
国
家
が
個
別
存
在
と
し
て
持
つ
諸
権
利
の
領
域
は
、
帝
国
の
権
限
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
こ
の
領
域
に
属
す
る
個
別
諸
国
家
の
権
利
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
帝
国
に
移
管
さ
れ
て
い
な
い
限
り
に
お
け
る
行
政
を
目
的

と
す
る
財
政
権
で
あ
り
、
第
二
に
、
帝
国
の
立
法
お
よ
び
監
督
の
も
と
で
行
使
さ
れ
る
自
治
権
限
で
あ
り
、
第
一
一
一
に
、
帝
国
の
権
限
の
外
に

あ
る
事
項
に
関
す
る
個
別
国
家
の
自
律
が
挙
げ
ら
れ
る
(
切
り
河
川

}MMム
MU)
。
む
ろ
ん
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
境
界
設

定
は
、
排
他
的
に
帝
国
の
事
項
で
あ
り
、
憲
法
第
七
八
条
の
規
定
を
遵
守
す
る
限
り
に
お
い
て
、
帝
国
は
、
自
由
に
個
別
国
家
の
諸
権
利
の

範
囲
を
広
げ
た
り
狭
め
た
り
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
個
別
国
家
の
諸
権
利
は
、
既
得
権
と
し
て
構
成
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

(
ω
u
m
L
民
自
目
立
)
。
し
か
し
、
帝
国
の
権
利
領
域
が
、
あ
る
一
定
の
範
囲
に
制
限
さ
れ
、
こ
の
帝
国
自
身
に
よ
る
境
界
設
定
に
基
づ
き
、

しミ

北it56(5 '122) 2138 



(
幻
)

個
別
国
家
は
帝
国
権
力
の
越
境
や
干
渉
に
抗
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
帝
国
に
対
す
る
一
定
の
権
利
制
限
の
役
割
を

果
た
す
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
剛
山

σ目
ロ
仏
・
)

0

な
お
ラ

i
パ
ン
ト
は
、
個
別
諸
国
家
の
存
在
が
憲
法
上
保
証
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
確
か
に
連
邦
国
家
と
し
て

の
帝
国
が
、
構
成
員
と
し
て
の
自
律
的
国
家
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

3
0
m
L
M令
己
凶
)
。
し
か
し
、
帝
国
憲
法
が
、
帝

国
の
権
限
拡
大
に
つ
い
て
、
停
止
す
べ
き
限
界
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
帝
国
が
、
憲
法
第
七
八
条
に
よ
り
、
無

制
限
に
そ
の
権
限
を
拡
大
し
、
概
念
上
は
連
邦
国
家
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
す
ら
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
国
家
の
個
々
の
存
在

に
つ
い
て
の
憲
法
上
の
保
証
は
否
定
さ
れ
る

(
g
g
E。
む
ろ
ん
、
連
邦
国
家
形
態
を
取
る
限
り
は
、
連
邦
国
家
の
本
質
に
よ
り
、
す
べ

て
の
構
成
田
が
原
理
的
に
平
等
で
あ
る
べ
き
こ
と
と
な
り
、

一
国
だ
け
を
そ
の
同
意
も
な
く
廃
止
す
る
こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
が
、
憲

(gga・
)
。
従
っ
て
、
個
別
諸

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

法
修
正
に
よ
っ
て
、
個
別
諸
国
家
を
一
律
に
廃
止
す
る
こ
と
は
、
概
念
上
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

国
家
が
、
こ
の
よ
う
な
帝
国
の
権
限
の
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
連
邦
参
議
院
に
お
い
て
十
四
票
の
反
対
を
集
め
る
他
な
い
こ
と
と
な

る
が
、
実
際
上
は
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
強
力
な
保
護
で
あ
る
と
い
う

(
E
g
E。
ラ

l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
帝
国
憲
法
は
、
確
か
に
憲
法

前
文
、
第
一
条
、
第
六
条
の
三
カ
所
に
お
い
て
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
名
前
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
の
列
挙
を
も
っ
て
、
現
在
の
帝
国
構
成
員

数
の
変
更
を
禁
止
す
る
積
極
的
な
命
令
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
連
邦
国
家
と
し
て
の
帝
国
の
本
質
か
ら
、
構
成
員
数
の

不
変
性
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

B
u
m一
口
令
口
。
)
0

四

ラ
l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
理
論

こ
こ
で
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
理
論
お
よ
び
ド
イ
ツ
帝
国
理
解
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
帝
国
の

北法56(5・123)2139



説

一
八
六
七
年
七
月
一
日
の

北i去56(5・124)2140

成
立
史
に
つ
い
て
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
の
説
明
か
ら
説
き
起
こ
し
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
は
、

憲
法
発
動
と
と
も
に
成
立
す
る
と
考
え
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
各
領
邦
政
府
に
よ
る
本
憲
法
の
公
布
は
、
各
領
邦
国
家
の
一
致
し
た
領
邦
法
の

制
定
で
も
な
け
れ
ば
、
領
邦
憲
法
の
一
部
を
無
効
に
す
る
連
邦
法
の
制
定
で
も
な
く
、
各
領
邦
国
家
が
、
領
邦
法
の
形
式
の
下
で
、
連
邦
へ

参
加
す
る
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
連
邦
の
成
立
と
各
領
邦
国
家
の
意
思
表
明
の
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
、

と
い
う
循
環
論
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
延
長
線
上
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
八
七

一
年
一
月
一
日
、
す
な
わ
ち
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
と
パ

I
デ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
バ
イ
エ
ル
ン
聞
の
条
約
に
お
い
て
、
ド

イ
ツ
帝
国
の
開
始
日
と
さ
れ
た
日
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
設
立
を
め
ぐ
る
説
明
と

の
対
比
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
点
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
国
会
に
よ
る
南
ド
イ
ツ
諸
国
家
加
入
の
承
認
に
つ
い
て
、
単
な
る
条
約
の
批
准
と

い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
質
上
の
憲
法
改
正
を
伴
っ
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
ラ

l
パ
ン
ト
は
こ
れ
を
、
形
式
上
は
、
あ
く
ま
で
条
約
の
批
准

論

で
あ
る
と
し
て
、
か
な
り
強
引
な
説
明
で
押
し
切
っ
た
。

そ
し
て
、
次
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
法
お
よ
び
権
利
主
体
と
し
て
の
常
国
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
帝
国
が
国
家
で
あ
る
の
か
、
諸
国

家
連
合
で
あ
る
の
か
と
い
う
概
念
上
の
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
は
私
法
上
の
法
人
と
組
合
の
対
立
に
対
応
す
る
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
帝
国
を

国
家
連
合
と
解
釈
す
る
ザ
イ
デ
ル
の
理
論
が
反
駁
さ
れ
、
帝
国
の
意
思
領
域
や
権
利
領
域
が
、
個
別
国
家
の
そ
れ
に
対
し
て
法
的
に
自
立
し

て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
帝
国
は
国
家
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
を
国
家
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
「
国
家
」
は
、
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
諸
国
家
権
力

が
、
上
下
に
重
な
り
合
っ
た
複
合
的
国
家
で
あ
る
点
で
、
通
常
の
統
一
国
家
と
は
異
な
る
と
い
う
。
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
複
合
的

国
家
に
は
、
旧
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
の
よ
う
な
、
封
建
君
主
に
封
建
諸
国
家
が
服
従
す
る
形
態
と
、
領
邦
国
家
権
力
の
担
い
手
が
、
帝
国
権
力

の
名
の
下
で
、
高
権
の
主
体
で
あ
る
公
法
上
の
法
人
を
形
成
す
る
形
態
、
と
い
う
二
つ
の
形
態
が
あ
る
が
、
後
者
の
み
が
連
邦
国
家
で
あ
る
。



そ
し
て
、
ラ

i
パ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
を
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
連
邦
国
家
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
ヴ
ア

イ
ツ
ら
の
そ
れ
ま
で
の
支
配
的
通
説
を
反
駁
し
、
と
り
わ
け
、
連
邦
国
家
と
個
別
国
家
の
全
体
を
国
家
と
見
な
す
ヘ

i
ネ
ル
の
理
論
に
対
し

て
、
そ
の
一
定
の
意
義
を
認
め
つ
つ
、
両
者
を
法
主
体
と
し
て
互
い
に
対
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

第二帝政創立期ドイツの政治思惣 (3) 

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
、
連
邦
国
家
と
し
て
の
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
、
帝
国
権
力
の
主
体
は
、
ド
イ
ツ

個
別
諸
国
家
の
全
体
を
基
礎
と
す
る
、
自
立
的
な
理
念
上
の
人
格
と
し
て
の
帝
国
自
体
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
帝
国
は
、
そ
の

意
思
行
為
や
法
的
行
為
が
、
帝
国
自
体
の
意
思
お
よ
び
法
的
行
為
で
あ
る
と
見
な
し
う
る
よ
う
な
、
意
思
行
為
能
力
を
持
っ
た
機
関
を
必
要

と
し
、
即
自
的
か
つ
対
自
的
に
意
思
行
為
能
力
を
持
つ
、
国
家
権
力
の
担
い
手
を
必
要
と
す
る
。
ラ
!
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
担
い
手
こ

そ
が
、
主
権
者
な
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
帝
国
構
成
員
と
し
て
の
個
別
諸
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、

自
由
都
市
を
除
き
、
帝
国
の
「
主
権
者
」
は
、
あ
く
ま
で
も
個
別
諸
国
家
の
主
権
者
(
領
邦
君
主
)
で
あ
り
、
個
別
国
家
内
の
個
々
の
公
民

が
、
帝
国
に
直
接
参
加
す
る
余
地
は
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
帝
国
権
力
に
対
す
る
個
別
国
家
の
従
属
関
係
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
重
の
異
な
る
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
第
一

は
、
個
別
国
家
が
、
帝
国
の
行
政
区
域
に
と
ど
ま
る
関
係
で
あ
り
、
帝
国
の
権
利
が
、
自
立
的
か
つ
直
接
的
に
有
効
で
あ
る
関
係
で
あ
る
。

第
二
は
、
個
別
国
家
が
、
帝
国
か
ら
支
配
権
行
使
を
委
任
さ
れ
る
関
係
で
あ
り
、
帝
国
権
力
の
貫
徹
を
仲
介
す
る
と
い
う
意
味
で
、
自
治
体

と
な
る
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
は
個
別
国
家
が
、
二
疋
程
度
、
自
由
で
自
立
し
て
い
る
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
こ
こ
で
個
別
国
家

は
、
自
己
立
法
と
い
う
意
味
で
の
「
自
律
」
を
行
う
。
た
だ
し
、
「
自
律
」
の
範
囲
は
、
帝
国
が
一
方
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

北j去56(5・125)2141

さ
ら
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
個
別
国
家
の
諸
権
利
は
、
そ
の
法
的
本
質
の
違
い
に
応
じ
て
、
以
下
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
別

さ
れ
る
。
第
一
は
、
帝
国
の
構
成
員
資
格
に
伴
う
諸
権
利
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
個
別
国
家
と
帝
国
は
、
相
互
に
権
利
義
務
を
持
つ
。
第
二

は
、
個
々
の
構
成
員
の
特
権
で
あ
り
、
特
権
を
持
つ
た
め
に
は
、
特
別
の
権
原
が
必
要
と
さ
れ
る
。
第
三
は
、
帝
国
の
権
限
外
の
領
域
に
お



説

い
て
、
国
家
権
力
の
主
体
と
な
る
権
利
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
お
け
る
個
別
国
家
の
権
利
に
は
、
自
治
権
限
や
自
律
の
た
め
の
権
限
が
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
二
疋
程
度
、
帝
国
に
対
す
る
権
利
制
限
の
役
割
を
果
た
す
が
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
境
界
設
定
は
、
排
他
的
に
帝
国

の
権
限
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
統
一
国
家
に
お
け
る
自
治
体
と
連
邦
国
家
に
お
け
る
個
別
国
家
の
区
別
に
つ
い
て

は
、
後
者
が
自
己
立
法
と
い
う
意
味
に
お
け
る
「
自
律
」
を
行
う
点
に
、
そ
の
区
別
の
基
準
を
見
出
し
た
が
、
す
べ
て
の
権
限
範
囲
の
決
定

や
変
更
は
、
排
他
的
に
帝
国
の
権
利
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
共
和
国
に
お
け
る
主
権
的
公
民
の
ご
と
く
、
個
別
国
家
は
、

自
ら
が
構
成
す
る
全
体
に
服
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
主
権
を
有
し
て
お
り
、
帝
国
に
は
一
定
の
義
務
が
諜
せ
ら
れ
て
い

吾β‘
日岡

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
連
邦
国
家
論
は
、
確
か
に
、
ヴ
ア
イ
ツ
や
ザ
イ
デ
ル
と
い
っ
た
、
先
行
学
説
の
弱
点
を

正
確
に
衝
く
と
と
も
に
、
そ
の
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
学
説
よ
り
も
、
よ
り
ド
イ
ツ
帝
国
の
実
情
に
即
し
た
、
体

系
的
な
連
邦
国
家
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
、
と
い
う
意
味
で
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
の

連
邦
国
家
論
は
、
第
一
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
史
の
叙
述
に
お
い
て
、
循
環
論
に
陥
っ
た
点
、
第
二
に
、
帝
国
を
、
個
別
国
家
か
ら
自
立

し
た
、
理
念
上
の
人
格
で
あ
る
と
説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
主
権
者
を
、
個
別
国
家
の
主
権
者
で
あ
る
と
捉
え
た
点
、
そ
し
て
、
第
三
に
、
統

一
国
家
に
お
け
る
自
治
体
と
、
連
邦
国
家
に
お
け
る
個
別
国
家
と
の
区
別
が
、
不
明
瞭
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
論
理
上
の
難
点
を
抱
え
て
い

(
お
)

た
。
こ
れ
ら
の
ラ
l
パ
ン
ト
の
理
論
的
な
難
点
を
、
正
確
に
衝
き
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、
ギ

l
ル
ケ
の
ラ

l
パ
ン
ト
批
判
が

登
場
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
章

ギ
l
ル
ケ
の
ラ

l
バ
ン
ト
批
判
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ギ
i
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
「
ド
イ
ツ
帝
国
の
国
法
』
第
一
版
に
つ
い
て
、
そ
の
学
向
上
の
功
績
を
承
認
し
つ
つ
も
、
そ
の
業
績
を
教

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

条
化
す
る
こ
と
な
く
、
内
在
的
限
界
を
持
つ
も
の
と
し
て
正
し
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
(
「
ω
・
5
2
'
=
。
。
)
。
ギ

l
ル
ケ
の

挙
げ
る
具
体
的
な
ラ
l
パ
ン
ト
の
業
績
と
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
国
法
を
首
尾
一
貫
し
た
形
で
叙
述
し
、
国
法
が
法
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

し
た
こ
と
と
、
法
学
的
方
法
を
、
可
能
な
限
り
厳
密
に
適
用
し
、
国
家
生
活
の
法
的
側
面
を
、
国
法
と
し
て
自
立
化
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る

(
戸
∞
一
=
o
c
a
-
-
0
3
0
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
法
が
法
で
あ
る
(
ベ
き
)
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
法
一
般
の
本
質
が

何
か
と
い
う
問
題
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
国
法
の
自
立
化
と
い
う
抽
象
化
が
、
人
間
の
共
同
生
活
、
す
な
わ
ち
法
意
識
の
中
に
お
い
て

行
わ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ラ
!
パ
ン
ト
は
、
法
学
方
法
論
の
本
質
を
狭
く
規
定
し
す
ぎ
て
お
り
、
誤
り
を
犯
し
て
い
る

(BEa--
つ
ま
り
、
確
か
に
、
法
観
念
の
自
立
化
は
、
法
学
に
と
り
必
要
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
そ
の
行
き
過
ぎ
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
(
悶
σ
g
p
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ

i
パ
ン
ト
自
身
、
出
来
る
だ
け
弱
い
程
度
に
限
定
し
よ
う
と
努
力
し
つ
つ
も
、
生
の

法
文
解
釈
に
際
し
、
政
治
的
、
倫
理
的
、
経
済
的
考
察
を
拒
否
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
序
文
で
示
し
た
よ
う
な
、
完
全

に
非
政
治
的
な
国
法
な
ど
あ
り
得
な
い
(
厚
相
互
・
)
。
さ
ら
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
議
論
に
は
、
そ
の
政
治
的
立
場
が
垣
間
見
え
る
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
方
向
性
や
結
論
は
、
明
ら
か
に
具
体
的
な
政
治
的
思
惑
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

(
g
g
E。

つ
ま
り
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ

l
パ
ン
ト
が
国
法
学
の
対
象
を
固
定
し
、
そ
こ
で
法
学
的
方
法
論
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
一
定
の
評

価
を
与
え
つ
つ
も
、
そ
の
行
き
過
ぎ
を
批
判
す
る
と
い
う
両
義
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
両
義
的
評
価
は
、
ギ

i

ル
ケ
の
言
う
、
「
特
殊
法
学
的
思
考
方
法
」

(5
一
ニ
虫
)
の
本
質
と
関
わ
っ
て
い
る
。
ギ

i
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
法
学
上
の
思
考
の

柱
は
、
哲
学
と
歴
史
と
い
う
「
二
つ
の
偉
大
な
作
業
場
」
に
由
来
す
る
が
、
法
学
の
任
務
は
、
単
に
哲
学
と
歴
史
を
結
合
す
る
こ
と
に
尽
き

る
の
で
は
な
い

(Fω

一
=
ま
)
。
法
学
的
思
考
に
は
、
法
学
に
特
有
の
型
を
与
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
形
式
的
論
理
と
実
践
的
感
覚
を
根

本
的
要
素
と
す
る
、
特
有
の
精
神
的
混
合
物
が
付
け
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
法
学
は
、
一
方
で
数
学
、
他
方
で
技
法

F
E
a
と
親
近
性
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説さ子ι
白岡

一
方
で
、
「
概
念
の
計
算
」
と
し
て
、
概
念
か
ら
概
念
へ
の
論
理
的
演
樺
と

い
う
点
で
数
学
と
類
似
し
て
い
る
が
、
他
方
、
数
学
の
素
材
が
、
不
変
の
量
概
念
。
急
回
目
号
。
関
口
弐
で
あ
る
の
に
対
し
、
法
学
の
素
材
は
、

自
由
に
形
成
さ
れ
た
関
係
概
念
〈
町
『
宮
}
怠
佐
官
官
吟
で
あ
る
点
で
数
学
と
は
異
な
る

(ggp)o
従
っ
て
、
法
学
概
念
に
お
け
る
内
的
論
理

性
と
、
法
意
識
や
法
生
活
の
要
求
と
が
一
致
す
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
く
、
説
得
力
の
あ
る
論
理
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
論
理
と
は
別
の

を
も
っ
と
い
う
(
開

Z
E
-
-
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
法
学
は
、

も
の
、
即
ち
法
学
的
常
識
感
覚

d
z
m色
町
窓
の
助
け
を
必
要
と
す
る

(開
σ
g
a・)
0

そ
れ
は
、
ギ
i
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

一
般
的
法
感
情
の
精

密
化
さ
れ
た
共
感
や
実
践
的
法
生
活
の
感
覚
的
な
生
の
直
感
か
ら
成
長
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
論
理
的
可
能
性
の
も
と
で
見
出
さ

れ
る
、
「
適
切
な
も
の
」
、
「
有
用
な
も
の
」

へ
の
直
感
と
い
う
形
で
現
れ
る
も
の
で
あ
る

(戸
ω
一
=
。
ふ
ム

5
3
0
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
技

白
川
+
」
阜
、

f
l
 ロ
ー
マ
法
学
が
前
人
未
踏
の
名
人
的
技
能
に
よ
っ
て
養
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
学
的
思
考
を
実
践
適
合
的
な
も
の
と
す
る
、
こ
の

技
術
な
し
に
は
、
い
つ
の
時
代
の
法
学
も
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る

確
か
に
形
式
的
論
理
を
優
先
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
決
し
て
形
式
的
論
理
の
み
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か

な
り
の
程
度
の
実
践
的
感
覚
を
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
巧
み
に
結
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
(
戸
∞
一
ニ
ヨ
ム

5
5
0
け
だ
し
、
近
代

学
派
の
支
持
者
た
ち
が
、
首
尾
一
貫
性
を
確
保
す
る
た
め
、
い
と
も
容
易
に
帝
国
と
個
別
国
家
の
ど
ち
ら
か
に
国
家
性
を
認
め
よ
う
と
し
た

の
に
対
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
適
切
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
そ
の
決
定
を
回
避
す
る
な
ど
、
時
に
論
理
的
な
首
尾
一
貫
性
を
破
る

(
約
)

こ
と
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る

(ggp)。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
国
法
体
系
も
、

(開

σnロ
巳
・
)
。

こ
う
し
て
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
国
法
を
政
治
か
ら
出
来
る
だ
け
切
り
離
し
、
法
学
特
有
の
形
式
に
従
わ
せ
た
と
い
う
点
で
、
真
の
「
法
学
的

方
法
」

の
要
請
に
応
え
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
失
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
理
的
に
正
し
い
思
考
の
普
及
を
助
け
た

(
広
一
回
目
。
∞
'
=
S
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ

i
パ
ン
ト
は
、
素
材
の
選
別
や
法
的
要
素
の
強
調
、
主
要
な
法
的
思
考
の

も
と
へ
の
法
的
要
素
の
包
摂
や
、
共
通
の
よ
り
高
度
な
原
理
の
発
見
、
法
制
度
の
構
成
や
形
成
、
お
よ
び
そ
の
最
終
的
な
概
念
構
成
に
お
い

と
評
価
さ
れ
る
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て
、
根
本
的
な
役
割
を
果
た
し
た

(gga・
)
。
さ
ら
に
、
刑
法
や
訴
訟
法
の
法
典
編
纂
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
、
国
法
学
の
原
理
を
活
用

し
、
国
法
学
の
視
野
を
何
倍
に
も
拡
張
し
た
こ
と
、
実
質
的
な
根
本
概
念
を
常
に
修
正
し
、
国
法
学
の
議
論
を
深
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ラ

i

パ
ン
ト
の
疑
う
余
地
の
な
い
功
績
と
し
て
高
く
評
価
す
る
宙

σga--
た
だ
し
ギ
l
ル
ケ
は
、
こ
こ
で
同
時
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
手
法
の

有
効
性
に
限
界
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
?
?
コ

S
s
ニ
-g。
つ
ま
り
、
ラ
i
パ
ン
ト
が
、
国
法
学
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

論
じ
た
箇
所
で
は
、
そ
の
根
本
概
念
の
修
正
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
い
う
「
法
学
的
方
法
」
は
、
法
の
本
質
と
一
致
す
る

完
全
で
全
体
的
な
「
法
学
的
方
法
」
で
は
な
い
と
す
る

(ggp)。

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ

1
パ
ン
ト
は
、
形
式
的
論
理
を
過
大
評
価
し
て
お
り
、
方
法
論
に
原
理
的
な
欠
陥
が
あ
る
(
円
∞
一
=
5
)
。
つ

ま
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
論
理
か
ら
現
実
の
概
念
へ
の
発
展
が
可
能
と
考
え
て
お
り
、
定
義
と
真
の
概
念
の
区
別
を
行
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
、

形
式
的
正
確
さ
か
ら
実
質
的
真
理
を
引
き
出
し
う
る
と
「
誤
解
」
し
て
い
る
と
さ
れ
る

(
g
g
E。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
法
学

に
と
り
、
論
理
は
重
要
で
あ
る
が
、
法
は
決
し
て
論
理
的
要
素
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
?
?
ご
=
ム
=
M
)
。
つ
ま
り
、
永
遠
か
っ
普
遍

的
な
抽
象
的
理
性
法
と
い
う
「
古
い
自
然
法
的
妄
想
」
が
克
服
さ
れ
て
以
来
、
一
言
語
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
法
を
、
純
粋
に
論
理
的
な
作
品

と
考
え
る
者
は
一
人
も
い
な
い
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
有
機
的
、
歴
史
的
な
形
成
物
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
法
の
本
質
は
多
様
性
と
流
動
性
で
あ

り
、
論
理
的
手
段
だ
け
で
は
法
の
全
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

む
ろ
ん
、
前
述
の
通
り
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
一
定
の
実
践
的
お
よ
び
現
実
的
な
感
覚
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、

(開

σ
2
a
・)。

法
制
度
の
本
質
の
完
全
な
理
解
や
、
そ
こ
で
生
じ
る
原
理
的
疑
問
の
解
決
と
い
っ
た
根
本
問
題
に
お
い
て
は
、
そ
の
回
答
を
選
び
間
違
え
て

お
り
、
根
本
的
な
方
法
論
上
の
欠
陥
を
補
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
(
戸
ω
・
=
ロ
ム
】
己
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
「
真
の
完
全
な

法
学
的
方
法
」
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
形
式
と
並
ん
で
、
法
観
念
の
内
的
本
質
を
学
問
的
方
法
に
よ
っ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

北法56(5・129)2145

(ggp)。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
家
生
活
の
法
的
側
面
と
そ
れ
以
外
の
側
面
の
聞
の
因
果
関
係
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
必



説

要
で
あ
る
と
い
う
?
?
=
己
ム
-
E
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
法
は
、
そ
れ
自
身
の
み
で
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
共
同
生
活

の
一
部
な
の
で
あ
り
、
法
の
本
質
は
、
全
体
の
外
的
な
生
の
関
係
と
全
体
の
内
的
な
解
釈
を
通
じ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
法
の
性
質
や
有
効

北法56(5.130)2146

ヲ;6.
R岡

性
は
、
全
体
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
の
中
で
決
ま
る

(
E
S
E
C
従
っ
て
、
法
と
政
治
を
厳
密
に
分
離
す
る
こ
と
は
確
か
に
必
要
で
あ
る

が
、
国
法
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
政
治
的
思
考
を
援
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宗
教
的
あ
る
い
は
倫
理
的
な
見
解
や
経
済
的
あ
る
い
は
社

(
お
)

会
的
関
係
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

(
間
一
宮
口
円
四
)
。

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
法
を
、
社
会
生
活
全
体
と
の
連
関
の
中
で
捉
え
る
た
め
に
は
、
歴
史
的
研
究
と
哲
学
的
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
(
戸
∞
一
=
E
ム
ニ
∞
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
「
法
学
的
方
法
」
は
、
徹
頭
徹
尾
「
歴
史
的
方
法
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
開
宮
互
い
。
歴
史
的
産
物
と
し
て
の
法
は
、
そ
の
歴
史
か
ら
の
み
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、

歴
史
を
「
人
民
の
法
意
識
が
、
法
を
法
た
ら
し
め
て
い
く
過
程
」
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
を
「
恋
意
的
に
思
い
つ
い
た
、
概
念
の

組
み
合
わ
せ
を
理
解
す
る
た
め
の
武
器
庫
」
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
歴
史
を
標
梼
し
つ
つ
、
非
歴
史
的
解
釈
に
陥
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

(開
σ
g
p
)
。
と
り
わ
け
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
i
パ
ン
ト
が
、
『
ド
イ
ツ
国
法
学
』
の
叙
述
を
、
一
八
六
六
年
か
ら
始
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

帝
国
国
法
は
、
か
つ
て
の
個
別
国
家
の
国
法
か
ら
、
そ
の
素
材
だ
け
で
な
く
、
構
造
や
法
思
考
を
も
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
り
、
一
八
六

(思
g
p
)
。
一
ア
ー
バ
ン
ト
が
歴
史
的
補
足
を
行
う
こ
と
は
、
全
く

六
年
以
前
と
の
法
学
的
連
続
性
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
批
判
す
る

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
、
真
理
発
見
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
概
念
の
確
認
の
た
め
の
も
の
に
す
、
さ
ず
、
場
当
た
り
的
、
偶
然
的
な

(
出
)

粉
飾
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

(
g
g
E。
次
に
、
「
哲
学
的
考
察
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
国
法
学
に
お
い
て
、
そ
の
必
要
性

が
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
思
弁
を
過
大
評
価
し
た
り
、
行
き
過
ぎ
で
す
ら
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
り
、
国
家
や
法
の
根
拠
、
本
質
、

一
般
国
法
な
く
し
て
個
別
国
法
が
あ
り
得
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
と
す

目
的
に
つ
い
て
、
そ
の
哲
学
的
思
考
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

る
(
戸
∞
一
=
-
∞
'
ニ
M
O
)

。
し
か
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
哲
学
的
な
基
本
問
題
を
等
閑
視
し
た
た
め
に
、
自
ら
が
特
定
の
世
界
観
に



立
っ
て
、
自
ら
の
体
系
を
組
み
立
て
て
い
る
こ
と
に
無
自
覚
と
な
っ
て
お
り
、
致
命
的
な
方
法
論
上
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
さ
れ
る

(開

Z
E
-
-
な
ん
と
な
れ
ば
、
ラ

i
パ
ン
ト
の
一
言
号
ノ
、
自
称
「
良
識
の
自
明
な
命
題
」
と
は
、
恋
意
的
な
選
択
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
あ
り
、
「
ラ
l
パ
ン
ト
の
論
理
的
推
論
の
前
提
は
、
矛
盾
に
満
ち
た
疑
わ
し
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
か
ら
で
あ
る
(
開

Z
E・)。

こ
う
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
著
作
は
、
以
上
の
よ
う
な
致
命
的
な
方
法
上
の
欠
陥
を
伴
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
欠

陥
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
に
目
立
た
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
さ
れ
る

系
の
樹
立
に
当
た
り
、
私
法
学
の
方
法
を
援
用
し
、

(
円
∞
一
ご
M
O
'
=
ピ
)
。
す
な
わ
ち
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
国
法
体

一
定
の
実
践
的
な
直
感
の
も
と
に
形
式
的
論
理
の
相
関
概
念
を
は
め
込
ん
だ
た
め
に
、

生
の
法
思
考
を
、
自
ら
の
体
系
に
あ
る
程
度
組
み
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
的
形
式
主
義
の
不
毛
を
覆
い
隠

す
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
(
戸

ω
Lロ
ァ
=
M
M
)
。
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
方
法
論
上

の
欠
陥
が
埋
め
合
わ
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
、
む
し
ろ
そ
の
欠
陥
は
大
き
く
な
っ
た
と
す
る

(開

g
E・
)
。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
確

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

か
に
生
の
連
関
そ
れ
自
体
は
、
国
法
学
と
私
法
学
の
対
立
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
私
法
学
が
生
の
連
闘
を
一
定
程
度
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
国
法
学
は
、
私
法
学
か
ら
有
益
な
示
唆
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
私
法
学
か
ら
の

示
唆
は
、
あ
く
ま
で
も
、
「
私
法
学
が
、
国
法
学
自
体
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
自
覚
す
る
限
り
に
お
い
て
有
益
な

の
で
あ
り
、
こ
の
自
覚
を
前
提
と
し
な
い
場
合
は
、
有
害
と
な
る
(
広
一
ニ
ロ
ム
-
ピ
)

0

と
い
う
の
も
、
私
法
学
の
方
法
は
、
必
ず
し
も
直

念
は
、

(gsE。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
私
法
学
に
お
い
て
支
配
的
な
概

ロ
l
マ
的
法
源
か
ら
く
み
取
ら
れ
た
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
外
か
ら
一
方
的
に
制
限
さ
れ
た
権
限
に
基
づ
く
、
閉
鎖
的
な
単
一
意

ち
に
公
法
に
転
用
可
能
な
も
の
と
は
き
守
え
な
い
か
ら
で
あ
る

η
t
 

4
4

・
つム

思

に

尽

き

て

お

り

、

意

思

の

相

互

依

存

や

法

的

連

帯

の

思

考

を

含

ん

だ

も

の

で

は

な

い

日

p
h
d
 

公
的
権
利
を
内
的
に
統
合
す
る
よ
う
な
、
ゲ
ル
マ
ン
的
思
考
が
、
全
く
芽
吹
い
て
お
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
共
同
関
係
は
、
た
だ
の
秩
序
関
係
と
附

さ
れ
、
個
人
主
義
的
関
係
の
み
が
、
真
の
法
的
関
係
と
さ
れ
て
お
り
、
公
法
に
と
っ
て
の
法
理
念
と
し
て
は
偏
狭
す
ぎ
る
と
い
う

B
Z
E
)。
峨

(開

Z
E
-
-
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
、
私
的
権
利
と



説

従
っ
て
、
ギ

l
ル
ケ
は
、
徐
々
に
、
こ
れ
ら
の
法
概
念
を
公
法
に
な
じ
む
も
の
と
し
、
公
法
学
を
私
法
上
の
教
義
か
ら
完
全
に
自
立
さ
せ
る

必
要
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
要
請
を
無
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る

B
g
E・1
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ

ば
、
ラ

1
パ
ン
ト
は
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
に
つ
い
て
の
伝
統
的
教
説
を
、
無
批
判
に
受
容
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
彼
の
形
式
主
義
的
方
法

の
前
提
自
体
に
、
欠
陥
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る

(ggp)。

論

こ
の
よ
う
な
前
提
の
上
で
ギ

l
ル
ケ
は
、
以
下
の
四
点
に
つ
い
て
、
ラ
1
パ
ン
ト
の
国
家
思
考
と
法
思
考
に
関
わ
る
「
根
本
的
誤
り
」
を

指
摘
す
る
。

国
家
人
格
概
念
に
つ
い
て

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
1
パ
ン
ト
が
、
国
法
の
法
的
構
成
に
関
し
、
客
観
的
制
度
と
し
て
の
国
家
で
は
な
く
、
権
利
義
務
の
主
体
と
し

て
の
国
家
に
注
目
し
、
国
家
人
格
概
念
を
国
法
概
念
の
中
心
に
据
え
た
こ
と
は
、
全
く
正
し
い
(
広
一
=
N
3
。
し
か
し
、
ラ

l
パ
ン
ト
が
、

私
法
上
の
コ
ル
ポ
ラ
テ
イ
オ
ン
理
論
を
援
用
し
、
擬
制
主
体
に
、
財
産
権
の
代
わ
り
に
、
支
配
権
を
帰
す
と
い
う
形
で
、
国
家
人
格
概
念
を

形
成
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
(
戸
∞

λ
ロ
ザ
ニ
忠
)
。
と
い
う
の
も
、
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
法
上
の
法
主
体
に
要

請
さ
れ
る
国
家
人
格
概
念
に
と
っ
て
は
、
ロ
ー
マ
法
の
影
響
下
に
あ
る
技
術
的
、
個
人
主
義
的
な
概
念
で
は
な
く
、
個
人
と
は
本
質
的
に
異

な
る
公
共
性
思
考
を
表
現
す
る
、
必
然
的
な
相
関
関
係
を
捉
え
る
国
家
概
念
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
国
法
に
適
合
的
な
法
人
概
念
を
、
新
た

に
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
?
?
=
以
'
=
M
3
0
即
ち
、
共
同
存
在
と
理
解
さ
れ
る
、
全
体
人
格
概
念
と
し
て
の
法
人
概

念
の
構
築
で
あ
る
(
戸
∞
一
=
M
ア
=
M
∞
)
。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
私
法
が
、
個
々
人
の
内
的
生
に
は
踏
み
込
ま
ず
、
そ
の
外
的
関
係
(
主
体

聞
の
権
利
義
務
関
係
)
を
整
え
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
公
法
は
、
共
同
体
の
内
的
生
に
規
範
を
立
て
る
と
い
う
点
で
、
私
法
と
は
性
質

北法56(5・132)2148



(開

Z
E・
)
。
そ
し
て
、
公
法
上
の
法
人
は
、
一
方
で
、
自
然
の
有
機
体
の
よ
う
に
、
各
部
分
を
内
に
含
ん
だ
、
内
在
的
統
一
体

と
し
て
の
全
体
が
、
変
転
す
る
各
部
分
の
総
体
と
対
峠
す
る
も
の
と
し
て
、
他
方
で
、
自
然
の
有
機
体
で
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
、
全
体
と

部
分
の
聞
に
法
的
関
係
が
存
在
す
る
、
社
会
的
生
命
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る

(ggp)。

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
国
家
人
格
を
、
虚
構
の
惜
別
人
格
と
い
う
私
法
的
な
型
に
還
元
し
、
純
粋
に
個
人
主
義
的
、

私
法
的
な
国
家
構
成
に
至
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
(
広
一
ニ
昆
』
=
邑
)
。
ラ
l
パ
ン
ト
の
構
成
で
は
、
完
結
し
た
意
思
領
域
を
も
ち
、
そ
れ

自
体
と
し
て
孤
立
し
た
担
い
手
を
、
外
的
、
機
械
的
に
結
合
さ
せ
た
も
の
が
公
的
な
法
関
係
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
法
人
は
、
そ

れ
自
体
と
し
て
は
、
権
利
の
主
張
や
義
務
の
履
行
が
出
来
な
い
こ
と
と
な
る
た
め
、
個
人
あ
る
い
は
個
人
の
複
合
体
に
よ
る
代
理
が
必
要
と

な
る
か
ら
で
あ
る
(
肘

σgp)。
そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
人
を
「
機
関
」
と
よ
び
、
こ
の
団

が
異
な
る

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

体
と
個
人
あ
る
い
は
個
人
の
複
合
体
と
の
関
係
を
、
私
法
上
の
代
理
の
意
味
で
理
解
し
て
い
た

う
な
理
解
で
は
、
国
家
は
、
あ
る
個
人
か
ら
別
の
個
人
に
対
す
る
支
配
関
係
の
化
身
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
な
り
、
個
人
が
唯
一
の
現
実
的
な

能
力
者
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
「
有
機
的
共
同
体
」

3
0
m
一
∞
小
)
は
、
国
家
権
力
の
主
体
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
空
虚
な
も
の
に
す
ぎ

な
い
こ
と
と
な
る
(
広
一
=
回
・
=
邑
)
。
ギ
!
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
ラ
l
パ
ン
ト
の
原
子
論
的
、
機
械
的
な
解
釈
は
、
近
代
的
意

識
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
る
、
国
家
人
格
化
の
技
術
的
処
理
に
よ
り
、
そ
の
本
質

(
相
官
邑
・
)
。
し
か
し
、
ラ
!
パ
ン
ト
の
よ

が
隠
蔽
さ
れ
た
の
で
あ
る

(関

σgs・)。

こ
う
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
国
家
構
成
一
般
、
と
り
わ
け
、
連
邦
国
家
構
成
は
、
真
の
国
法
上
の
人
格
概
念
を
欠
如
さ
せ
て
お
り
、
確
か

に
そ
の
国
家
人
格
概
念
の
首
尾
一
貫
し
た
活
用
を
通
じ
て
、
法
学
上
の
形
式
的
正
確
さ
は
向
上
し
た
が
、
国
家
人
格
を
、
私
法
上
の
法
人
と

い
う
空
虚
な
人
格
へ
気
化
さ
せ
た
た
め
に
、
形
式
を
、
真
の
共
同
体
が
も
っ
生
の
内
容
で
満
た
す
こ
と
に
、
失
敗
し
た
と
い
う
の
で
あ
る

北j去56(5・133)2149
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説

国
家
内
部
に
お
け
る
全
体
と
部
分
の
関
係
に
つ
い
て

論

ギ
l
ル
ケ
は
、
国
家
一
般
に
関
し
て
、
次
の
点
で
ラ
l
パ
ン
ト
を
肯
定
的
に
評
価
し
た

(戸
ω
一
=
凶
。
)
。
す
な
わ
ち
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、

共
同
体
の
客
観
的
秩
序
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
主
観
的
根
本
関
係
の
法
的
本
質
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
人
格
的
な
権
利
関
係
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

お
い
て
定
式
化
し
、
国
家
と
そ
の
構
成
員
、
役
人
、
団
体
な
ど
と
の
間
に
あ
る
法
的
関
係
を
、
債
権
債
務
関
係
に
尽
き
る
も
の
と
し
て
で
は

な
く
、
人
格
関
係
と
し
て
捉
え
た
点
を
高
く
評
価
す
る

(EBb-)
。
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
定
式
化
に
つ
い
て
は
、
全

体
人
格
と
構
成
人
格
の
相
互
的
な
権
利
に
伴
っ
て
い
る
、
特
有
の
型
が
無
視
さ
れ
て
い
る
点
、
私
法
上
の
人
格
権
関
係
と
公
法
上
の
人
格
権

関
係
の
間
に
あ
る
、
本
質
的
な
差
異
が
見
逃
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
、
公
法
上
の
関
係
が
、
私
法
上
の
個
別
人
格
同
士
の
権
利
関
係
と
、

(gga)。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
公
法
上
の
人
格
関
係
は
、
私
法
上
の
そ
れ

同
じ
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
誤
り
が
あ
る
と
す
る

と
は
本
質
的
に
異
な
る
の
で
あ
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
確
か
に
、
組
合
と
し
て
の
国
家
と
い
う
思
考
は
克
服
し
、
国
家
の
上
下
関
係
を
捉
え

る
思
考
形
式
は
得
て
い
た
が
、
部
分
と
全
体
の
相
互
関
係
を
捉
え
る
た
め
の
、
共
同
関
係
の
思
考
を
欠
如
さ
せ
て
い
る
(
開
σ
g
p
)
。
つ
ま

り
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
国
家
の
本
質
が
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
あ
る
こ
と
は
見
抜
い
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
国
家
が
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る

(
Z
L己
。
，
=
己
)
。
そ
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
構
成
に
基
づ
く
の
な
ら
ば
、

国
家
人
格
は
、
個
々
人
の
巨
大
な
集
合
体
に
す
ぎ
ず
、
人
民
は
、
単
な
る
支
配
の
対
象
で
し
か
な
く
、
国
法
上
の
国
家
と
人
民
の
関
係
は
、

権
力
関
係
の
集
積
に
他
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
、
絶
対
主
義
的
様
相
を
呈
し
、
立
憲
主
義
と
矛
盾
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の

で
あ
る

(開

σ
g
a・)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
国
家
思
考
は
、
さ
ら
に
、
国
家
構
成
員
の
権
利
関
係
に
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
(
戸
ω

=
ピ
ム
ロ
M
)
。
彼
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
臣
下
に
対
し
、
国
家
支
配
権
へ
の
服
従
義
務
を
説
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
に

北法56(5.134)2150



対
し
て
も
、
臣
下
へ
の
法
的
義
務
を
課
し
て
制
限
を
か
け
て
お
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
自
身
は
、
絶
対
主
義
と
自
ら
の
理
論
を
明
確
に
区
別
し
、

国
家
と
構
成
員
の
関
係
を
、
双
方
の
権
利
義
務
に
基
づ
く
、
相
互
的
な
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
(
肘
ム
ヴ

2
5
0
し
か
し
、
ラ

l
パ
ン

ト
は
、
国
家
構
成
員
を
、
「
全
体
人
格
に
お
け
る
構
成
員
人
格
」
と
し
て
法
的
に
捉
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
公
民
権
と
個
人
権
を
原
理
的
に

区
別
し
た
わ
け
で
も
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ラ

i
パ
ン
ト
は
、
国
家
に
対
峠
す
る
公
民
の
主
観
的
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

公
民
権

F
e加
g
g
の
み
な
ら
ず
、
基
本
権
。
g
E
B
n
Z
の
存
在
を
も
否
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
批
判
さ
れ
る

(ggp)。ギ
i

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
個
々
の
公
民
は
、
国
家
の
構
成
員
と
し
て
の
権
利
と
同
時
に
、
自
由
な
個
人
と
し
て
の
憲
法
上
の
権
利
を
も
持
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
構
成
員
人
格
に
は
、
団
体
か
ら
の
一
定
程
度
の
自
由
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
千
ω
一
ご
出
)
。
確
か
に
、
こ
の
権
利

は
、
国
家
に
対
し
、
消
極
的
な
内
容
し
か
持
っ
て
い
な
い
が
、
禁
止
権
も
れ
っ
き
と
し
た
権
利
で
あ
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
よ
う
に
、
権
利
の

現
存
に
必
要
な
「
客
体
」
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
権
利
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

(
E
E
E
G
-ア
ー
バ

ン
ト
は
、
信
仰
や
良
心
の
自
由
、
報
道
の
自
由
、
集
会
の
自
由
等
を
論
じ
る
場
合
に
、
あ
る
行
為
の
実
行
に
向
け
た
権
利
を
「
基
本
権
」
と

呼
ぶ
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る

B
Z
E・
)
。
ギ

i
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
基
本
権
は
、
国
家
に
お

い
て
、
構
成
員
資
格
と
同
時
に
立
て
ら
れ
る
諸
権
利
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
基
本
権
の
概
念
は
、
国
家
の
立
法
を
通
じ
て
常
に
創
造

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
(
「
∞
斗
己
ヤ
ご
い
品
)
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
文
書
の
中
で
、
基

本
権
の
教
条
的
な
定
式
化
を
、
明
示
的
に
は
行
っ
て
い
な
い
、
帝
国
国
法
の
叙
述
の
み
を
問
題
と
す
る
場
合
に
も
、
妥
当
す
る
と
い
う

(ggp)。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
帝
国
は
、
基
本
権
の
存
在
を
否
定
し
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
な
立
法
を
通
じ
て
、
基
本
権
を

拡
充
し
た
り
、
基
本
権
に
関
わ
る
領
邦
憲
法
の
規
定
を
修
正
し
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る

(
開

Z
E・)
0

そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
こ
れ
ら
の

バ
ラ
バ
ラ
の
素
材
か
ら
、
個
人
と
公
共
の
関
係
を
め
ぐ
る
、
帝
国
国
法
の
根
底
を
な
す
原
理
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
、
学
問
の
任
務
で
あ
る

と
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
こ
の
任
務
か
ら
逃
避
し
て
お
り
、
帝
国
思
考
の
内
容
や
射
程
を
、
不
完
全
に
し
か
表
現
で
き
て
い
な
い
と
批
判
す

jヒ法56(5・135)2151



説

る
の
で
あ
る

(円

ω
…=…玄
FE--凶
凶
)
。

北法56(5・136)2152

論

ア
ト
ム
的
個
々
人
の
集
合
と
し
て
、
国
家
を
形
成
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
国
法
上
の
組
織
の
中
に
あ
り
、
全
体
に
対
し
て
大
き
な
法
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
全
体
の
基
本
的
構
成
に
と
り
、
重
要

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
個
別
人
格
は
、
そ
れ
自
身
平
等
な
、

な
集
団
と
し
て
、
国
家
を
形
成
し
て
い
る
(
広
一
=
出
ム
ロ
ゴ
。
従
っ
て
、
共
同
体
を
法
的
に
構
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
人
民
全
体
の

内
部
に
お
け
る
、
国
法
上
の
相
当
の
差
異
を
詳
述
し
た
上
で
、
そ
れ
を
、
構
成
員
資
格
の
内
容
や
、
そ
の
範
囲
の
確
定
に
結
び
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

(ggp)。
す
な
わ
ち
、
出
生
や
性
、
年
齢
、
職
業
、
学
歴
、
財
産
な
ど
の
個
々
人
の
特
徴
に
応
じ
た
公
民
権
の
細
分
化
と
、

個
人
と
国
家
を
媒
介
す
る
ケ
ル
パ

l
シ
ャ
フ
ト
団
体
へ
の
注
目
で
あ
る
(
開

Z
E
-
-
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
人
民
の
組
織
を
め
ぐ
り
、
ラ

l

パ
ン
ト
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
法
概
念
に
は
、
以
下
の
二
重
の
欠
陥
が
あ
る
(
開

Z
E
-
-
つ
ま
り
、
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
統
一
国
家
の
コ
ー

ポ
ラ
テ
イ
ブ
な
組
織
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
論
を
欠
如
さ
せ
て
お
り
、
連
邦
国
家
の
構
成
に
あ
た
っ
て
も
、
個
別
国
家
内
に
お
け
る
、
全
体

国
家
の
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
(
こ
の
点
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
)
上
に
、
特
別
な
資
格
を

も
つ
構
成
員
資
格
と
国
家
機
関
概
念
と
を
混
同
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

(開ゲ目白色・)。

ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
i
パ
ン
ト
は
、
国
家
組
織
の
叙
述
に
お
い
て
、
「
機
関
」
概
念
の
厳
密
な
定
義
を
欠
い
て
お
り
、
ラ

l
パ
ン
ト

の
機
関
理
解
は
、
「
意
思
行
為
能
力
の
な
い
法
人
を
、
意
思
行
為
能
力
を
も
っ
一
人
あ
る
い
は
複
数
の
人
聞
が
代
理
す
る
」
と
い
う
も
の
で

し
か
な
い
(
戸
∞
一
=
ω
∞
ム

EO)
。
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
「
全
体
人
格
の
目
に
見
え
な
い
生
の
統
一
体
が
、
そ
の
意
思
行
為
の
中
に
、
合

憲
的
に
現
れ
る
よ
う
な
構
成
人
格
」
こ
そ
が
「
機
関
」
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
「
機
関
」
は
、
私
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
共
同
体

の
内
的
存
在
秩
序
と
し
て
の
ケ
ル
パ

l
シ
ャ
フ
ト
法
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
捉
え
う
る
と
す
る

結
し
た
個
人
的
意
思
統
一
体
(
個
人
)
に
よ
る
、
外
的
な
存
在
秩
序
を
定
め
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
特
殊
意
思

か
ら
構
成
さ
れ
た
共
同
意
思
に
お
け
る
、
統
一
性
と
多
数
性
の
関
係
を
、
規
定
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

(BEa--
と
い
う
の
も
、
前
者
が
、
完

(
開
宮
口
弘
・
)
。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ



ば
、
全
体
と
部
分
は
、
人
格
と
し
て
対
峠
す
る
の
で
あ
り
、
全
体
と
部
分
の
特
有
の
連
闘
が
、
法
規
範
お
よ
び
権
利
関
係
の
客
体
(
対
象
)

を
形
成
す
る
(
開

Z
E
-
-
従
っ
て
、
公
法
は
こ
こ
で
、
根
本
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
、
統
一
的
な
生
の
本
質
に
由
来
す
る
概
念
を
、
法

概
念
に
ま
で
高
め
る
任
務
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
と
い
う

(ggp)。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
自
身
が
、
そ
の
構
成
員
の
運
動
の
中
に
現
れ
、

意
思
行
為
す
る
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る

(goa--
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
な
る
条
件
は
、
ま
ず
第
一
に
、
共
同
体

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
人
間
の
意
思
活
動
を
、
関
与
す
る
個
々
人
の
意
思
活
動
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
共
同
体
の
生
の
現
れ
と
承
認
す
る

こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
共
同
生
活
の
内
部
に
お
け
る
、
個
々
の
構
成
員
や
構
成
集
団
の
作
用
領
域
を
、
法
的
に
形
式
化
し
、
境
界
づ
け
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
第
三
に
、
形
態
や
活
動
に
応
じ
て
、
非
均
質
的
な
部
分
統
一
体
の
相
互
関
係
を
、
法
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る

(EBB-)。
こ
の
関
係
は
、
他
の
全
体
が
あ
る
全
体
を
代
理
す
る
と
い
う
関
係
で
は
な
い
た
め
に
、
私
法
上
の
代
理

ω
g
Z
5
2円相
g
ロ
加
カ
テ

ゴ
リ
l
の
も
と
で
は
的
確
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
、
「
部
分
を
通
じ
て
全
体
を
代
表
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
代
表
〈

28'

第二帝政創立期ドイツの政治思想、 (3) 

円

Z
Zと
し
て
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

(
E
2
5
0
従
っ
て
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
構
成
人
格
は
、
目
が
物
を
見
た
り
、

手
が
何
か
を
書
く
の
と
同
様
に
、
合
憲
的
な
機
能
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
機
関
と
し
て
、
全
体
人
格
を
法
的
に
代
表
す
る
の
で
あ
り
、
共
同

体
は
、
こ
の
合
憲
的
な
機
関
の
意
思
行
為
を
通
じ
て
、
意
思
行
為
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
宙

σgp)。
そ
し
て
、
機
関
部
分
と
機
関

の
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
連
関
か
ら
、
仲
間
団
体
囲
内
向
}--mmEB∞
の
概
念
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
機
関
部
分
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
な
結

合
か
ら
、
上
司
と
部
下
の
概
念
が
生
ま
れ
た
と
す
る

(
g
s
E。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
ま
ず
客
観
的
法
概
念
と
し

て
、
機
関
の
存
在
や
権
限
、
そ
の
形
態
や
内
的
施
設
を
、
二
疋
の
制
度
と
し
て
規
定
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
主
観
的
法
関
係
に
も
一

致
す
る

(ggp)。
そ
し
て
、
「
一
人
格
あ
る
い
は
全
人
格
に
対
し
て
、
法
的
な
根
拠
を
も
っ
機
関
機
能
の
担
い
手
で
あ
る
」
と
い
う
関
係

は
、
国
法
上
の
関
係
で
あ
り
、
共
同
体
は
、
そ
の
部
分
に
対
し
、
あ
る
任
務
の
履
行
を
求
め
る
権
利
を
持
つ
と
同
時
に
、
部
分
は
、
共
同
体

に
対
し
、
定
め
ら
れ
た
活
動
領
域
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
権
利
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
共
同
体
と
各
部
分
は
、
相
互
に
補
完
的
な
関
係
に
あ

北法56(5・137)2153



説

る
こ
と
と
な
る
と
い
う
(
開

Z
E・)。

北法56(5・138)2154

論

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
真
の
公
法
上
の
概
念
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
共
同
体
の
原
理
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
概
念

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
複
雑
で
様
々
に
細
分
化
さ
れ
た
国
法
上
の
組
織
関
係
を
、
そ
の
特
殊
な
内
容
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、

法
学
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
(
広
一
=
さ
)
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
個
人
主
義
的
な
根
本
原
理
に

依
拠
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
法
令
(
客
観
的
法
規
範
)
に
対
応
す
る
主
観
的
権
利
関
係
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
宙

Z
E
-
-
そ
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
国
家
機
関
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
三
つ
の
区
別
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
(
開

ZE')。

そ
の
第
一
は
、
機
関
の
立
場
が
、
共
同
体
内
の
一
定
の
構
成
員
と
し
て
の
立
場
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
特
別
な
国
家
的

任
命
行
為
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
区
別
で
あ
る
?
?
=
s
'
=
お
)
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
首
長
と
し
て

の
君
主
に
み
と
め
ら
れ
る
皇
帝
権
や
最
高
権
力
の
行
使
、
完
全
な
構
成
員
と
し
て
の
有
権
者
に
認
め
ら
れ
る
選
挙
権
、
国
家
的
諸
機
能
に
対

す
る
諸
身
分
の
権
利
、
合
憲
的
に
、
あ
る
団
体
を
国
家
機
関
に
任
命
し
た
り
、
構
成
国
家
を
連
邦
国
家
の
機
関
に
任
命
し
た
り
す
る
権
利
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
立
場
に
対
す
る
主
観
的
権
利
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
、
構
成
員
と
し
て
の
権
利
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る

(凹

Z
E
-
-
後
者
に
属
す
る
の
は
、
帝
国
議
会
議
員
や
連
邦
参
議
院
議
員
な
ど
、
選
挙
や
指
名
の
権
限
を
持
つ
国
家
機
関
に
よ
っ
て
任
命

さ
れ
る
、
機
関
の
立
場
で
あ
り
、
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
機
関
に
与
え
ら
れ
る
権
限
の
強
さ
や
範
囲
に
つ
い
て
は
、
棟
々
に
定
め
る
こ
と
が
出
来

る
と
す
る

(開

σ
g
a・)。

国
家
機
関
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
の
第
二
の
重
要
な
区
別
は
、
他
の
機
関
か
ら
自
立
し
た
直
接
的
国
家
機
関
か
、
そ
れ
と
も
他
の
機
関
に

従
属
す
る
間
接
的
国
家
機
関
か
と
い
う
区
別
で
あ
る
?
?
=
お
ム
豆
油
)
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
皇
帝
や
連
邦
参
議
院
、
帝
国

議
会
、
有
権
者
、
裁
判
機
能
を
行
使
す
る
限
り
で
の
裁
判
所
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
後
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
連
邦
参
議
院
委
員
会
や



帝
国
議
会
委
員
会
、
官
庁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
(
開

σgp)。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
の
範
囲
の
中
で
、
国
家
機

能
を
果
た
し
、
他
の
機
関
か
ら
の
権
限
外
の
干
渉
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
持
っ
て
い
る
手
段
に
よ
っ
て
拒
否
す
る
の
で
あ
る

(
g
g
E。

ギ
i
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
機
関
は
、
確
か
に
法
人
で
は
な
く
、
身
分
制
国
家
に
お
け
る
諸
特
権
の
よ
う
な
固
有
権
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、

機
関
に
も
一
定
の
法
主
体
性
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
全
体
人
格
に
お
け
る
機
関
人
格
と
し
て
、
相
応
の
公
法
上
の
権
利
義
務
の
主
体
で

あ
る

(ggp)。
ラ

I
パ
ン
ト
は
、
直
接
的
国
家
機
関
に
、
こ
の
よ
う
な
人
格
性
を
認
め
る
も
の
の
、
間
接
的
国
家
機
関
に
は
、
そ
れ
を

認
め
な
い
(
切
り
月
一

M
E
R
)
が
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
(
「
ω
一
=
お
自
己
合
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
i
パ
ン
ト
の

区
別
は
、
自
立
性
の
程
度
の
大
小
の
区
別
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
官
庁
は
、
確
か
に
完
全
な
法
的
人
格
で
は
な
い
が
、
機
関
人
格
で
は

あ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
官
庁
の
変
更
は
行
政
秩
序
の
変
更
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
や
は
り
法
秩
序
の
変
更
で
あ
る

(ggp)。

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

ギ
l
ル
ケ
の
い
う
、
国
家
機
関
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
の
第
三
の
重
要
な
区
別
は
、
国
家
人
格
の
統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
、
不
可
避
的

に
統
一
的
な
中
央
機
関
が
必
要
と
な
り
、
国
家
機
関
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ
を
最
高
次
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
生
じ

(
F
?
=
A
F
U
ム

za)。
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ

1
パ
ン
ト
が
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
こ
の
「
主
権
的
」
機
関
を
、
構
成
国
家
の

る
区
別
で
あ
る

(円

ω
ぃ

=
A
G
ふ
】
品
。
)
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帝

主
権
機
関
の
統
一
的
総
体
の
中
に
見
た

(ωcm
一
∞
叫
)
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
す
る

国
の
中
央
機
関
は
不
可
視
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
、
構
成
部
分
の
別
々
の
行
為
を
通
じ
て
、
連
邦
参
議
院
の
形
成
と
意
思
決
定
を
も

た
ら
し
、
さ
ら
に
そ
の
最
高
次
の
構
成
部
分
に
皇
帝
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る

(
g
s
E。
し
か
し
、
近
代
の
共
和
国
に
お
い
て
、
主
権
機

関
は
、
統
一
体
と
し
て
の
み
想
定
さ
れ
る
全
体
で
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
か
つ
て
、
実
際
に
具
現
化
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ

り
、
実
際
上
は
、
そ
の
構
成
部
分
に
よ
る
別
々
の
意
思
行
為
の
中
で
機
能
す
る
の
で
あ
る
(
問

σOE--
従
っ
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

実
際
上
、
最
高
の
国
家
権
力
を
行
使
す
る
本
質
的
な
代
表
機
闘
が
必
要
で
あ
り
、
帝
国
憲
法
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
皇
帝
と
連
邦
参
議
院
に
見
出

(
関
宮
昆
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ラ

1
パ
ン
ト
は
、
皇
帝
と
連
邦
参
議
院
を
、
執
行
部
と
株
主
総
会
の
関
係
で
理
解
し
て
お
り
、
誤

北法56(5・139)2155

さ
れ
る



説

り
を
犯
し
て
い
る
と
さ
れ
る

(
E
2
5
0
と
い
う
の
は
、
株
主
総
会
は
、
そ
れ
自
体
が
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
な
中
央
機
関
で
あ
り
、
そ
の
背

後
に
そ
れ
以
上
の
高
次
の
団
体
権
力
を
持
た
な
い
の
に
対
し
、
皇
帝
と
連
邦
参
議
院
は
、
と
も
に
そ
の
背
後
に
、
そ
れ
自
身
で
は
株
主
総
会

を
聞
く
こ
と
の
な
い
中
央
機
関
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
m
Z
E・)
o
-
ア
ー
バ
ン
ト
が
、
皇
帝
を
、
「
帝
国
の
支
配
者
」
の
地
位
に
庇
め
、

北j去56(5・140)2156

論

と
り
わ
け
、
連
邦
参
議
院
に
、
「
領
邦
国
家
の
機
関
」
と
し
て
の
性
質
と
、
「
帝
国
の
機
関
」
と
し
て
の
性
質
と
い
う
こ
重
の
本
質
を
見
出
し

た
の
は
誤
り
で
あ
り
、
両
者
と
も
帝
国
機
関
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
(
開

Z
E・
)
。
ラ

l
パ
ン
ト
は
、
国
家
主
権
の
原
理
か

ら
出
発
し
、
国
家
そ
の
も
の
を
、
排
他
的
に
本
来
の
国
家
権
力
の
主
体
で
あ
る
と
説
明
し
な
が
ら
、
最
高
次
の
機
関
概
念
を
、
無
意
識
の
う

ち
に
国
家
権
力
の
担
い
手
の
概
念
に
置
き
換
え
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
、
行
為
体
と
し
て
の
国
家
と
そ
の
主
権
的
機
関
を
同
一
視
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
「
国
家
に
お
け
る
主
権
的
機
関
の
地
位
、
及
び
、
主
権
的
機
関
と
そ
の
他
の
機
関
と
の
関
係
」
と
い
う
最
も
重
要
な
問

題
に
お
い
て
、
不
完
全
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
(
広
一
=
ま
ム

Z
3
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
国
家
人
格
の
真
の
実
在
が
、
そ
の

担
い
手
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
「
支
配
者
と
自
由
な
公
民
の
統
一
体
」
と
し
て
の
全
体
と
帝
国
人
格
と
の
区
別
が
、
消
し
去
ら
れ

て
し
ま
っ
た
(
開

Z
E・
)
。
そ
し
て
同
時
に
、
国
家
権
力
が
持
つ
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
的
権
利
一
般
は
、
唯
一
の
国
家
権
力
の
担
い
手
と
し
て
、

不
分
離
か
つ
不
可
分
で
あ
る
主
権
機
関
の
も
と
に
、
概
念
的
に
濃
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(
E
S
E。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

ラ
l
パ
ン
ト
が
、
権
力
分
裂
説
に
反
論
し
た

3
0
5
一
ω・
叶
宍
)
の
は
正
当
で
あ
る
が
、
非
主
権
的
機
関
と
い
え
ど
も
、
機
械
的
な
権
力
分

裂
と
い
う
形
で
は
な
く
、
国
家
権
力
の
共
同
執
行
と
い
う
形
で
、
部
分
的
な
権
力
を
持
ち
う
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

立
憲
国
家
に
お
け
る
主
権
は
、
国
家
権
力
の
唯
一
の
担
い
手
に
で
は
な
く
、
そ
の
共
同
の
担
い
手
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ

る
(
「
∞
一
ニ
当
)
。
そ
れ
に
対
し
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
非
主
権
的
機
関
の
す
べ
て
の
権
限
を
、
主
権
的
国
家
機
関
か
ら
演
揮
し
、
国
家
権
力

の
外
に
あ
る
国
家
的
権
利
の
存
在
を
、
否
定
し
て
し
ま
っ
た
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
戸
∞
一
ニ
ミ
ム

Z
S
。
ギ
!
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー

パ
ン
ト
は
、
一
見
、
帝
国
議
会
や
選
挙
に
対
し
て
、
人
民
全
体
の
代
表
と
し
て
の
自
立
的
権
限
を
認
め
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
連
邦
参
議



院
に
対
し
て
、
す
で
に
「
株
主
総
会
」
と
し
て
の
地
位
、
す
な
わ
ち
人
民
代
表
と
し
て
の
地
位
を
認
め
て
し
ま
っ
て
お
り
、
帝
国
議
会
の
地

つ
ま
り
、
ラ

i
パ
ン
ト
に
と
っ
て
の
国
家
と
は
、
統
治
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
法
主
体
で

位
は
空
虚
な
も
の
に
す
ぎ
な
い

(開
-Mm
ロ仏・)。

あ
る
に
す
ぎ
ず
、
人
民
代
表
は
、
国
家
の
外
か
ら
援
用
さ
れ
る
国
家
用
益
者
の
委
員
会
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
行
為
の
本

来
的
な
「
国
家
的
」
契
機
は
、
「
命
令
」
に
移
行
さ
れ
、
こ
の
命
令
に
対
す
る
帝
国
議
会
の
実
質
的
な
関
与
は
導
き
出
さ
れ
な
い
と
い
う
の

(開

σ
g
a・
)
。
こ
う
し
て
、
立
法
や
条
約
批
准
に
お
け
る
帝
国
議
会
の
機
能
は
、
理
論
的
に
分
離
さ
れ
、
実
践
上
は
枯
死
さ
せ
ら
れ

た
と
い
う
(
戸
ω
L
E
∞
'
=
色
)
0
ギ
l
ル
ケ
は
、
予
算
法
抜
き
で
の
予
算
執
行
に
関
わ
る
ラ

l
パ
ン
ト
の
理
論
3
0
8
心
一
凶
ミ
ふ
試
)
に

お
い
て
、
以
上
で
指
摘
し
た
国
家
と
統
治
の
同
一
視
の
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
ラ

l
パ
ン
ト
の
全
理
論
は
、
国
家

の
権
利
義
務
と
国
家
の
最
高
機
関
の
権
利
義
務
の
同
一
視
と
い
う
暗
黙
裡
の
前
提
を
取
り
除
く
や
百
や
、
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る

で
あ
る

(戸∞一--hrwt-H凶戸〕。

ギ
l
ル
ケ
は
、
さ
ら
に
、

ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
る
国
家
機
能
の
構
成
が
、
以
上
の
よ
う
な
国
家
機
関
解
釈
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
し
、
ラ
l

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

パ
ン
ト
の
著
作
が
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
活
動
に
お
け
る
国
家
固
有
の
契
機
を
、
強
制
執
行
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
よ
う
な
「
支
配
者
の
臣
下
に

対
す
る
命
令
」
と
考
え
る
思
考
に
貫
か
れ
て
い
る
と
す
る
(
円
∞
一
=
ヨ
ム
5
3
0
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
命
令
す
る
こ
と
自
体
が

国
家
の
本
質
的
機
能
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
何
を
命
令
す
る
か
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
実
定
法
は
、
人
民
の
法
意
識
や
国
家
観
念

に
そ
の
根
拠
を
も
っ
て
い
る

(
g
s
E。
国
家
は
、
対
外
的
に
は
、
自
ら
の
構
成
員
の
保
護
と
そ
の
利
益
の
代
表
と
い
う
任
務
を
負
う
が
、

対
内
的
に
は
、
法
と
文
化
の
現
実
化
お
よ
び
維
持
と
い
う
任
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る

家
の
法
的
職
務
に
対
す
る
純
形
式
的
な
解
釈
は
、
法
の
本
質
の
根
本
解
釈
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
破
壊
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

(問

Z
E・
)
。
つ
ま
り
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
構
成
は
、
国
法
上
の
関
係
の
開
始
と
終
了
に
関
わ
る
理
論
と
し
て
、
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
宇
ω
L
z
v
=
2
)
0
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
全
体
人
格
の
設
立
お
よ
び
廃
止
と
い
う
生
の
過
程
は
、
個
人
の
生
死
と
同
様
に
、

北法56(5・141)2157

(開

Z
E
)。
そ
し
て
、
ラ

l
パ
ン
ト
の
よ
う
な
、
国



説

法
律
行
為
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
客
観
的
法
が
そ
こ
に
法
的
効
力
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
、
事
実
内
容
の
現
実
化

の
過
程
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る

(
E
S
E。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
よ
う
に
、
国
家
が
一
つ
の
意
思
行
為
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
る
限
り
に
お
い
て
、
国
家
を
構
成
す
る
行
為
は
、
決
し
て
契
約
締
結
の
カ
テ
コ
リ
ー
に
は
属
さ
な
い

(
g
g
E。
確
か
に
、
契
約
は
、

共
同
体
の
設
立
に
先
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
設
立
自
体
が
、
契
約
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
訳
で
は
な
い

(ggp)。
ギ

l

ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
連
邦
憲
法
の
導
入
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
、
法
的
な
形
式
に
お
け
る
領
邦
国
家
の
意
思
表
示
(
同
意
)

に
見
た
点
は
正
当
で
あ
る
が
、
連
邦
構
成
行
為
を
、
個
別
国
家
に
よ
る
、
個
別
の
構
成
行
為
の
集
積
と
し
た
点
は
誤
り
で
あ
る

(ggp)。

国
家
人
格
と
し
て
の
連
邦
が
成
立
す
る
為
に
は
、
そ
れ
を
宣
言
す
る
客
観
的
法
文
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
法
文
を
、
そ
れ
ま
で
の

法
か
ら
引
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
個
別
国
家
の
立
法
に
よ
っ
て
創
り
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
個
別

国
家
の
意
思
行
為
に
お
い
て
、
二
重
の
契
機
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
高
官
邑
・
)
。
ギ

i
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
個
別

国
家
は
、
よ
り
高
次
の
共
同
体
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
意
の
ま
ま
に
す
る
と
同
時
に
、
よ
り
高
次
の
共
同
体
の
構
成
員

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
全
体
を
そ
の
部
分
に
お
く
こ
と
に
よ
り
、
高
次
の
共
同
体
を
も
意
の
ま
ま
に
す
る

(
g
g
E。
こ
こ
で
、
個
別

国
家
は
、
連
邦
国
家
の
構
成
員
に
な
る
と
宣
言
し
た
瞬
間
に
、
す
で
に
構
成
員
と
し
て
行
為
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
各
国
家
は
、
そ
れ
単
独

で
決
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、
意
思
の
譲
渡
を
決
断
す
る
と
同
時
に
、
諸
国
家
の
全
体
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
よ
う
な
、
意

思
の
構
成
を
行
、
つ
と
さ
れ
、
諸
国
家
は
、
「
個
別
国
家
と
し
て
、
自
ら
の
人
格
の
一
部
を
放
棄
す
る
」
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
行
為
に
お
い
て
、

新
た
な
全
体
国
家
の
根
本
的
機
関
と
し
て
、
全
体
人
格
の
自
己
設
立
を
完
遂
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
関
宮
邑
・
)
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

き
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
連
邦
憲
法
を
め
ぐ
る
、
領
邦
国
家
の
宣
言
と
、
連
邦
憲
法
の
取
得
を
め
ぐ
る
、
連
邦
の
宣
言
を
区
別
し
、
へ

I
ネ
ル

(
勾
)

の
構
成
に
対
し
、
同
一
で
あ
る
は
ず
の
連
邦
憲
法
が
、
各
個
別
国
家
間
で
異
な
る
内
容
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
し
た
こ
と
は

不
正
確
で
あ
る
と
い
う
(
閃

σgp)。
と
い
う
の
は
、
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
宣
言
の
区
別
自
体
は
不
当
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ

苦手ふ
白岡
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の
区
別
は
、
同
一
の
創
造
行
為
を
、
個
別
国
家
の
側
か
ら
見
る
か
、
そ
れ
と
も
、
連
邦
の
側
か
ら
見
る
か
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、

両
者
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る

(
g
s
E。
北
ド
イ
ツ
連
邦
は
、
実
際
に
、
北
ド
イ
ツ
憲
法
の
内
容
を
伴
っ
て
設
立
さ
れ

た
が
、
憲
法
に
実
定
的
な
効
力
を
付
与
し
た
の
は
北
ド
イ
ツ
連
邦
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
は
そ
の
成
立
段
階
に
お
い
て
、
他
の
構
成
要
素

(
個
別
国
家
)
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
自
ら
の
存
在
条
件
を
、
自
ら
の
意
思
決
定
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
、
そ
の
成
立
の
瞬
間
に
、
国
法
の
基

礎
を
、
自
ら
創
造
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
?
?
=
ヨ
ム

5
2
0
ギ
l
ル
ケ
は
、
こ
の
関
係
を
、
適
切
な
表
明
の
た
め
に
、
一
八
六
七
年
七

月
二
六
日
の
官
報
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
、
再
度
の
憲
法
公
布
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
す
る

(
g
g
E。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、

共
同
体
の
設
立
や
廃
止
を
は
じ
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
体
制
の
変
更
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

開

Fvg♀
)
。
ギ
l
ル

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 

過
程
は
、
法
律
行
為
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
、
意
思
行
為
に
よ
る
場
合
に
は
、
契
約
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い

ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
!
パ
ン
ト
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
ド
イ
ツ
帝
国
へ
の
拡
大

3
0河
口
当
時
同
)
や
ア
ル
ザ
ス
リ
ロ

i
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
ド
イ
ツ

帝
国
へ
の
組
み
入
れ
(
ω
口
同
一
己
患
に
関
し
、
変
更
の
契
約
的
基
礎
と
変
更
行
為
自
体
を
明
確
に
区
別
し
た
点
で
、
こ
の
関
係
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
が
、
帝
国
の
成
立
に
関
し
て
は
、
南
ド
イ
ツ
諸
国
の
加
入
と
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
受
け
入
れ
宣
言
を
単
に
一
致
し
た
個
別
行
為

と
し
て
扱
い
、
そ
こ
に
、
新
た
な
構
成
員
の
協
力
の
も
と
で
、
新
た
に
誕
生
し
た
全
体
人
格
に
よ
る
、
統
一
的
な
全
体
行
為
を
見
出
し
た
り
、

連
邦
か
ら
帝
国
へ
の
拡
大
と
い
う
自
己
創
造
行
為
を
見
出
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
?
?
=
u
u
ム

5
2
0
し
か
し
、
ギ
l
ル
ケ
は
、
共
同
体

内
の
内
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
の
も
と
で
の
み
、
法
的
な
構
成
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
国
家
組
織
内

の
交
代
に
よ
る
不
断
の
人
格
的
変
化
を
考
慮
す
る
時
、
そ
の
有
効
性
を
主
張
で
き
る
と
い
う
宙

g
E・
)
。
ギ

l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、

国
家
と
構
成
員
と
の
間
で
契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
契
約
が
、
国
家
構
成
を
直
接
変
更
さ
せ
る
力
を
持
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、

契
約
は
、
個
人
法
の
領
域
で
の
み
有
効
な
の
で
あ
っ
て
、
団
体
法
に
は
適
さ
な
い
の
で
あ
る
(
戸
ω
L
Z
φ
=
ヨ
)
。
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な

見
地
か
ら
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
「
個
人
法
的
根
本
解
釈
」

(ggp)
は
退
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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第二倍政創立期ドイツの政治思想 (3) 

一五一一一
i
一
五
六
頁
、
参
照
。
)

(
げ
)
〈
包

-n主
的
n
y
邑
R
w
p
酔・。二回・

-a・
(
前
掲
邦
訳
、
二
ハ
一
一
貝
、
参
照
)
。
も
っ
と
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ラ
l
バ
ン
ト
の
法
学
方
法
論
が
、
自

ら
の
政
治
的
動
機
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
問
題
性
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
限
り
で
は
、
ギ
1
ル
ケ
の
ラ
l
パ
ン
ト
批
判
が
、
「
適
切
」
で

あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
〈
包

-
Pユ∞
n
E
E門戸島静・
9
4
印
・
邑
'
2
2
ロ
ヨ
-
E
)・
(
前
掲
邦
訳
、
一
七
四
頁
、
注
目
、
参
照
)
。

(
同
)
前
述
の
西
村
の
研
究
(
西
村
稔
「
近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
学
と
知
識
社
会
(
五
)
|
オ
ッ
ト
i
・
フ
ォ
ン
・
ギ
I
ル
ケ
を
中
心
と
し
て
l
」、

『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
三
二
巻
二
号
、
一
九
八
二
年
、
二
四
八
1
二
五
二
頁
)
の
他
に
、
〈
伺
F
同

Mgダ田・世・
0
・・∞

MM∞
『
出
向
こ
こ
で
、
パ
ウ

リ
は
、
前
述
し
た
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
の
指
摘
(
拙
稿
、
「
第
二
帝
政
創
立
期
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
(
二

1

オ
ッ
ト
l

・
フ
ォ
ン
・
ギ
l
ル
ケ
国
家

論
の
発
展
と
ギ
l
ル
ケ
H

ラ
l
パ
ン
ト
論
争
の
再
評
価
l
」
、
『
北
大
法
学
論
集
』
五
六
巻
三
号
、
一
一
五
六
l
一
一
五
七
頁
、
参
照
)
を
踏
ま

え
つ
つ
、
ギ

l
ル
ケ
の
ラ
l
バ
ン
ト
批
判
の
有
効
性
を
、
あ
る
程
度
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
ギ

i
ル
ケ
が
、
基
本
権

に
関
し
て
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
明
白
な
絶
対
主
義
的
傾
向
に
気
づ
き
、
ラ
l
バ
ン
ト
の
体
系
の
弱
点
を
正
確
に
衝
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ギ
l

ル
ケ
が
、
帝
国
議
会
や
連
邦
国
家
に
関
す
る
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
理
論
的
な
問
題
性
を
指
摘
し
、
そ
の
修
正
を
試
み
て
い
た
こ
と
を
、
正
確
に
認

識
し
て
い
る
(
〈
包
・

Ez-u〉
釦

-
E
・
o・-∞
-NE)
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
に
対
し
て
、
ラ
!
パ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
応
答
し
た
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
だ
ラ
l
パ
ン
ト
が
再
反
論
を
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
克
明
戸

p
p
g
o
な
お
、
ギ

i

ル
ケ
H
ラ
l
パ
ン
ト
論
争
の
評
価
を
含
め
、
パ
ウ
リ
の
議
論
を
丹
念
に
追
っ
た
も
の
と
し
て
、
守
矢
健
一
「
ギ
l
ル
ケ
の
一
ア
ー
バ
ン
ト
批
判
(
一

八
八
三
)
を
め
ぐ
る
史
的
考
察
」
(
二

O
O
五
年
三
月
三
一
日
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
日
独
法
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
団
体
、
組

織
と
法
」
に
お
け
る
基
調
講
演
)
が
有
益
で
あ
る
。

(ω)
周
知
の
と
お
り
、
ギ
l
ル
ケ
の
一
ア
ー
バ
ン
ト
批
判
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
デ
ィ
ル
ヒ
ャ

l

盲
目
号
向
円

HU--nZ『
)
が
、
そ
の
有

効
性
を
鋭
く
指
摘
し
た
所
で
あ
る
(
〈
加
-
O
R
F
R
ι
E
W
F
2・
3
0
8
2お
ま
門
町
民
豆
E
g号
巳
邑
印
O
N
E
S
n
Z一
回
口
合
員
同
師
同
g
g
N
H
F
-
3
5
5
v
。

g
J〉

。
冒
r
2
1
4
0
5
h
t
g
h
お
も
高
ミ
き
凶
ム
4M・凶凶。，

zue凶
MM'凶U
U
)

が
、
そ
の
デ
イ
ル
ヒ
ャ

i
も
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
ギ
!
ル
ケ
の
批
判
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。

(
却
)
〈
間
F
O
B
U
B
F
同
・
白
・
。
よ
印
・
コ
'
N
M
-

(
れ
)
ラ
l
パ
ン
ト
の
歴
史
観
は
、
基
本
的
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
史
観
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
「
論
理
的
思
考
」
は
か

な
り
偏
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
l
パ
ン
ト
主
観
的
に
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
組
み
立
て
た
も
の
で
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あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
厳
密
な
学
と
し
て
の
公
法
学
の
樹
立
を
誠
実
に
追
求
し
た
結
果
で
あ
っ
た
(
〈
加
「
印
HO--gp
同
白
・
。
よ
∞
・
￥
凶
岩
ム
)
。
ま
た
、

ラ
l
パ
ン
ト
の
憲
法
学
が
、
基
本
的
に
、
君
主
を
中
核
と
す
る
保
守
勢
力
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
二
疋
の
立
憲
主
義
的
機
能
も
併

せ
持
っ
て
お
り
、
市
民
階
級
の
自
由
主
義
的
お
よ
び
民
主
主
義
的
要
求
に
、
一
定
程
度
応
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し

て
、
栗
城
霧
夫
三
九
世
紀
ド
イ
ツ
憲
法
理
論
の
研
究
』
(
信
山
社
、
一
九
九
七
年
)
、
四
六
七
l
五
O
五
頁
、
参
照
。

(
幻
)
沼
田
凶

5
ロ

F
1
0
f
Dヨヨ
2
S
ミ
ミ

F
q
a
H史認を・句、
E
3丸
町
、
守
吾
M
O
E宮
内
E
m
均
三
円

p
t
E
R
E
G咽

Z
3・印・凶『叫・

(
お
)
ラ

I
パ
ン
ト
に
と
っ
て
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
国
際
法
上
の
基
礎
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
八
月
同
盟
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
国
法
上
の
基
礎
と

な
る
の
で
あ
る
。

(M)
と
り
わ
け
、
こ
の
第
三
の
相
違
点
を
め
ぐ
る
一
連
の
ラ
l
パ
ン
ト
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
苦
し
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
以
上
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
あ
く
ま
で
一
八
七
一
年
一
月
一
日
に
、
憲
法
が
発
効
し
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
設

立
さ
れ
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

(
お
)
ラ
l
パ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
統
一
国
家
に
お
い
て
も
、
主
権
が
、
い
つ
も
同
じ
担
い
手
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
時
は
、

公
民
の
全
体
(
民
主
政
)
に
、
ま
た
あ
る
時
は
、
一
人
の
肉
体
的
人
格
(
君
主
政
)
に
属
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
と
、
事
情
は
同
じ
で
あ

る
(
切
り
河
口
巴
ゐ
凶
)
。

(
出
)
む
ろ
ん
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
ヘ

l
ネ
ル
が
こ
の
点
に
留
意
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
い
な
い
が
、
へ

l
ネ
ル
自
身
が
「
個
別
国
家
は
、
自
治

概
念
を
う
ち
破
り
、
国
家
的
方
法
に
従
い
な
が
ら
、
自
ら
の
権
利
と
法
に
よ
っ
て
国
家
的
任
務
を
完
遂
す
る
」
と
い
う
時
、
個
別
国
家
を
国
家

と
承
認
し
な
い
の
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
(
切
り
河
川
∞
品
)

0

(
幻
)
も
ち
ろ
ん
、
帝
国
が
、
憲
法
の
修
正
や
立
法
に
よ
っ
て
、
合
法
的
に
そ
の
変
更
を
迫
っ
た
場
合
は
、
個
別
国
家
は
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

(
お
)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
次
章
お
よ
び
、
第
三
章
を
参
照
。

(
却
)
も
っ
と
も
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
は
、
帝
国
公
民
の
範
囲
を
二
五
法
人
に
限
定
し
た
り

3
0
m
-
活
再
)
、
個
々
人
の
地
位
を

間
接
的
な
も
の
に
降
格
さ
せ
る
(
臼

om
斗
呂
町
内
)
な
ど
、
論
理
的
な
首
尾
一
貫
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
実
践
的
感
覚
を
放
棄
す
る
場
合
も
度
々

で
あ
っ
た
?
?
ニ
ヨ

'
z
c
g。

(
却
)
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
ラ
l
パ
ン
ト
も
、
こ
の
よ
う
な
国
家
生
活
と
国
法
と
の
関
連
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

説論
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そ
れ
を
自
ら
の



学
問
的
手
続
き
の
中
に
し
っ
か
り
と
取
り
入
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
「
方
法
」
に
は
全
然
な
っ
て
い
な
い

(
F
M
L
二
品
)
。
そ
こ
で
は
、
全
体

と
の
関
係
で
、
法
に
実
践
的
有
効
性
を
持
た
せ
る
と
い
う
発
想
が
欠
如
し
て
お
り
、
ラ
l
パ
ン
ト
の
「
法
学
的
方
法
」
は
、
一
面
的
な
法
技
術

に
媛
小
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
(
開

σ
g
E。

(
幻
)
例
え
ば
ギ
l
ル
ケ
は
、
ラ
l
パ
ン
ト
が
、
立
法
の
前
提
条
件
に
関
し
て
、
立
法
過
程
を
、
①
法
創
造
、
②
承
認
、
③
布
告
、
④
発
表
と
い
う

四
つ
の
概
念
的
契
機
に
区
別
し
、
そ
れ
に
普
遍
妥
当
性
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
承
認
や
布
告
は
立
憲
君
主
政
で
の
み
必
要
と
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
根
拠
が
な
い
と
批
判
す
る
(
「
ω
斗
エ
斗
)
0

(
担
)
第
二
部
第
一
章
第
一
項

(
1
)
、
参
照
。

第二帝政創立期ドイツの政治思想 (3) 
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